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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第Ⅰ章　新たなる予感










　　　　１




　ターバの村は、ロードス島最北の人里である。

　まぎれもない辺境だが、大地母神マーファの大神殿や北のドワーフ族の集落〝鉄の王国〟があることから、この村を訪れる人々は多い。

　マーファの信者やドワーフ族との交易に従事する行商人などが、ロードス各地から集まってくるからだ。村には何軒もの宿屋があり、街道が閉ざされる冬期を除いては、宿泊客でいつも賑にぎわっている。

　魔神との戦いが続いている現在でも、その状況は変わらない。いや、それゆえに巡礼者の数は普段より多いともいえる。マーファの終しゆう焉えんの地とされるこの聖地に行けば、この慈じ愛あいの女神から加護を与えられ、魔神を遠ざけるとの噂うわさが巷ちまたで流れているためである。

　それが迷信でしかないことを、他ほかならぬマーファの司祭たちは承知しているが、あえてその噂を否定しない。たとえ迷信であれ、人々の心に安らぎを与えるのであれば、との思いがあるからだ。そういう微かすかな希望でもなければ、生きてゆけない時代なのである。

　魔神との戦いは、ロードス各地で壮絶に続いている。

　そして、人間同士の戦いも、また激しくなりつつあるのだ。




「ようこそ、お帰りくださいました」

　マーファ大神殿の正門で、ひとりの女性司祭が、長い黒髪の若い娘を恭うやうやしく出迎えた。

　娘のほうもマーファの神官衣をまとっている。娘を迎えた女性司祭とは、親と子ほどの年齢差がある。だが、教団内での地位は、娘のほうが遥はるかに高い。

　彼女の名前はニース。

〝マーファの愛まな娘むすめ〟の名で呼ばれることもある。

　二十歳に満たぬ年齢ながら、ニースはすでに高司祭の地位にある。そして、次の最高司祭の就任も確実視されているのだ。

「申し訳ないのだけれど、帰ったのではないの。立ち寄っただけ」

　微笑ほほえみながら、ニースは答えた。

「そうなのですか……」

　明らかに残念そうな表情を、司祭は浮かべた。

　ニース高司祭がターバ大神殿からいなくなって、神殿に詰めている神官たちもなんとなく落ち着きを失っているのだ。いかに彼らがこの若い高司祭を頼りにしているかが、そのことから分かる。

「ある物が必要になったので、取りに戻ったのです」

「ある物……ですか？」

「鏡を覚えていて？　氷竜が守っていた宝物のなかにあったはずだけど」

　ニースは女性司祭に訊たずねた。

「莫ばく大だいな量の宝物でしたから、全部は覚えていません。魔法の宝物類は、倉庫に保管してあると思います」

　女性司祭は少し思案をしてから答えた。

　魔法の宝物は、すぐにはお金に換えられなかったので、その多くは現在でも倉庫に置かれたままだ。アランの街にある賢者の学院から引き取りたいとの打診があるが、なにしろ量が普通ではないので、その全部を買い取れるほどの財力はない。毎年、少しずつ買い取ってゆくということで、話が進んでいるらしい。

「案内してくれて？」

「ええ、もちろん」

　女性司祭は、いくぶん戸と惑まどいながら答えた。

　倉庫がどこにあるかは、ニースも承知しているはずだ。彼女は何事も自分でする性格だから、こういう頼み事をするのは珍しい。

　ニースは今、モスに赴き、魔神と戦いつづけていると聞く。

（疲れておいでなのだろう）

　と、女性司祭は思った。

　おそらく、その鏡というのも、魔神との戦いに役立つ物に違いない。

（御自愛いただきたいものだ）

　女性司祭はいったん神殿のなかに入り、鍵かぎを取ってから裏庭のほうにある倉庫へと向かった。ニースは神殿のなかには入らず、表で待っていた。

　ニースの姿を見つけた神官たちが次々と挨あい拶さつにやってきたが、ニースはすぐに行かねばならないから、と彼女たちとの挨拶も早々に済ませていた。

　神官たちは幾分、物足りなさそうにしながらも、それぞれの用事に戻ってゆく。

「本当は、ゆっくりしたいのですけどね」

　裏庭へと並んで歩きながら、ニースは弁解するように女性司祭に声をかけた。

「魔神との戦いは、それほど予断を許しませんか？」

　司祭の問いかけに、ニースは神妙な顔でうなずく。

「魔神は恐るべき敵です」

　ニースはただ一言、それだけを言った。

　そうだろう、と女性司祭は思う。

　彼女はそんな恐ろしい敵と戦いつづけているのだ。

　モスにおいての彼女の活躍は、噂に聞えている。マーファの奇跡を使って、モスの騎士たちの争いを止めさせたのだそうだ。

　彼女ならば可能だろう、と思う。彼女でなければできないことだとも……

　争う人々の心を鎮しずめる奇跡は、大地母神に仕える高位の司祭なら誰でも行使することができる。だが、数人ほどの喧けん嘩かならともかく、千人規模の戦いくさを止めるためには、どれほどの精神力が必要だろうか。考えるだけで、気が遠くなりそうだった。

　ハイランド国王マイセンが金きん鱗りんの竜王を古代の呪じゆ縛ばくから解放したときにも、ニースは同行していたらしい。実質的に竜王を呪のろいから解いたのは、彼女だろうと思う。氷竜ブラムドを解放したときには、彼女はそれをほとんど一人で成し遂げたのだから。

　そんな思いに耽ふけっているうちに、倉庫の前に着いた。

　見張りなどは立てていない。大地母神の神殿に忍びこもうという不届きな盗賊など、いるはずがないからだ。それに盗まれたからといって、困るような品物は倉庫のなかにはない。大地母神の神殿はほとんどが自給自足で足りるし、足りない物は信者たちの寄進や奉仕活動で十分に補える。先年の大地震のような事態でもなければ、教団の運営に支障をきたすようなことはないのだ。

　五段ほどの階段を昇って、二人は倉庫の扉の前に立った。

　鍵かぎを開けて、倉庫のなかに入る。倉庫のなかは薄暗かったが、ニースは迷わず奥に進んでいった。宝物やら農具やらが雑然と置かれたなかを歩きながら、目的の物を探しだしている。

「手伝いましょうか？」

　入口のところで待機していた女性司祭が、遠慮がちに声をかける。

「いいえ、もう見つけたわ」

　ニースの答が返ってきた。

　そして、彼女は一枚の金属鏡を床の片隅から取りあげた。大型の金属鏡で、おそらく台座に据すえて使う品物と思われた。

「その鏡には、どんな魔力が？」

　興味にかられて、女性司祭は訊たずねた。

「この鏡はね、真実を映しだすのよ。過去の真実、そして、今、起こっている真実をね」

　ニースは答えながら、鏡を抱えて倉庫から出てきた。

「そんな魔力が、その鏡に……」

　女性司祭は驚いていた。

　なぜ、ニースが鏡の魔力について知ったのか、不思議だったのだ。それから、そんな鏡が魔神との戦いにどう役立つのかも分からない。

　だが、それはニースが考えることだ。彼女の考えは奥が深く、常人ではうかがいしることができない。

　ニースは鏡を抱えたまま、まっすぐに正門の方へ歩きはじめた。

「最高司祭様に御ご挨あい拶さつはなさらないのですか？」

　そんな彼女の行動に、さすがに女性司祭は啞あ然ぜんとなった。最高司祭にさえ挨拶せずに行くとは、思いもしなかったのだ。

「すぐ行かねばならないのに、中途半端に挨拶をしてもね。最高司祭様には、魔神を倒せば、戻ってきますとお伝えください」

　ニースは微笑ほほえんで、そのまま歩きつづける。

「あなたも御苦労様でした。もう行ってくださって、けっこうですよ」

　そう声をかけられ、女性司祭はあわてて首を横に振った。

「お送りさせてください。せめて正門ぐらいまで……」

「そう？　なら、お願いします」

　その後は無言のまま、女性司祭はニースに従って正門まで歩いた。

　だが、一歩、進むごとに言いようのない違和感が、女性司祭の胸のなかに広がっていった。一歩前を歩く娘は、間違いなくニース高司祭だ。その顔も、その姿も、その声も……

　だが、その言動のなかに、彼女が知っているニースとは、微妙に異なる雰囲気が感じられるのだ。魔神が入れ替わっているのだろうか、との不安が一瞬、心をかすめた。だが、ニースに限って、そのようなことがあるはずがない。いや、あってはならないことなのだ。

　女性司祭は言いようのない不安を抱えたまま、ニースの後に続いた。

「それではここで……」

　正門まで来ると、ニースはそう言って、女性司祭に握手を求めてきた。

　握手に応じると、ニースの手は硬く、冷たく感じられた。彼女の手の感触は、このようであっただろうか、と女性司祭は漠ばく然ぜんと思った。

　最後に軽い会釈をして、ニースは女性司祭に背を向けると、坂道を下りはじめる。

　女性司祭は、若き高司祭の後ろ姿を、いつまでも見送りつづけた。

　遠ざかるにつれ、ニースの姿が変へん貌ぼうを遂げているような錯覚を覚える。女性司祭の心に、自責の念がこみあげてくる。

（自分は、取り返しのつかないことをしてしまったのかもしれない）

　だが、彼女を追いかけ、引き止める勇気はなかった。

　ニースの姿が視界から完全に消えても、女性司祭はいつまでもその場から立ち去ることができなかった。




　ターバの村へと続く長い坂道を降りながら、古代の鏡を手にした者は、苦笑を浮かべていた。

　今の自分がニース高司祭にしか見えないことは承知している。だが、別に姿を変えたわけではない。自分の姿のうえに、幻覚を重ねただけである。

　だが、いくら姿を似せても、声を真似まねても、魂の形までが同じになるわけではない。

　先程の女性司祭は、明らかに自分のことを疑っていた。彼女がその疑いを口にしなかったのは、双方ともに幸運であったろう。

　彼女は傷つかずに済んだのだし、自分としても無用な騒動を起こさずに済んだ。

　とにかくも、ロードス最後の太たい守しゆが残した秘宝のひとつ〝真実の鏡〟は手に入れた。付与魔術の奥おう義ぎを尽くして創られた古代王国最高の魔法の宝物である。まさに秘宝の名に相応ふさわしい。

　見ている者がいないことを確信してから、幻覚の魔法を解く。

　真の姿が、明らかになった。

　長い黒髪と白い肌は変わらない。だが、その身長はニース高司祭より頭ひとつは高く、額に着けている飾り物は大地母神の聖印シンボルではなく、ふたつの赤い宝石が人間の双そう眸ぼうのようにも見える奇怪な形の額サーク冠レツトだった。

　目と鼻は防具とも仮面ともつかぬ金属板で隠しており、身体の線の出ないゆったりとした衣服に身を包んでいるため、その性別さえ定かでない。

「さて、どのように使えばいいものか……」

　鏡を見つめながら、そうつぶやく。

　それから、ゆっくりと古代語の詠えい唱しようをはじめた。男性にしては高く、女性にしては低い声。歌うような旋律が、風に乗って流れてゆく。

　そして次の瞬間、その姿は消えていた。

　残ったのは、坂を下ってゆく冷たい風だけ。

　ターバの厳しい冬は、すぐそこまで迫っていた。




　ロードスという名の島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。

　大陸の住人は、ロードスを呪われた島と呼ぶ。激しい戦乱が数限りなく繰り返され、怪物が跳ちよう梁りようする魔境が島の各地に存在するため……

　そして、現在のロードスは、その悪名どおりの状況にあった。モス地方の迷宮から解放された恐るべき異界の住人〝魔神〟が暴れまわっているからだ。

　ロードス全土で、魔神どもは猛威を振るっている。そして、アラニアやカノンといった歴史ある王国は、有効な対策を講じられずにいる。無力な民は次々と魔神の犠牲になり、無策な王国を恨む声が国内に満ちはじめている。その不満がいつ爆発するか分からない、まさに一触即発の状況だった。

　神聖王国ヴァリスは国王の崩ほう御ぎよなどもあって、騎士団の統一さえままならぬ状況だ。王位が世襲で継承されないために、次代の王位を巡って国内が分裂し、功名を焦った近衛このえ騎き士し隊長がモスに攻め込み大敗を喫するという無様な事態に陥っている。

　マーニーとローラン、ロードス中央部のふたつの都市国家の覇は権けん争いはあいかわらずだし、風と炎の砂漠で暮らすふたつの小部族も、互いを滅ぼさんと数百年に及ぶ血みどろの抗争を続けている。

　そんななかにあって、ライデンの街を中心とする自由都市連合だけは比較的、平穏である。戦で物価のあがった状況を歓迎するかのように、ひたすらに商いの手を広げている。それが諸国の顰ひん蹙しゆくを買っていることなど、まるで知らぬ顔だった。

　そして、魔神が解放されたモスの地では、魔神との壮絶な戦いが繰り広げられている。

　スカード、マスケト、リュッセンの街を手中に収め、ミルスの街を灰かい燼じんに帰した魔神の軍団は、その勢いに乗じて、モス連合諸国の中核ともいえるハーケーン、ヴェノンの街への侵攻に移らんとしている。ふたつの街が落ちるような事態になれば、モス連合騎士団は実質的に敗北したも同然だ。

　それを阻止せんと、モスの連合騎士団は団結を強めている。

　そして、ロードス各地から魔神に対して立ち上がった義勇兵〝百の勇者〟たちも、戦乱の中心地たるモスヘと集結していた。彼ら義勇兵を有効な戦力にするために、モスの公王マイセンはひとりの若者に、百の勇者の組織化を命じた。

　若者の名は、ナシェル。

　亡国スカードの王子にして、ハイランドの竜騎士である。




　　　　２




　ハイランドの街は、ベレル川の流れに沿ってできた細長い平地に興おこされた街で、東、南、西の三方を山に閉ざされている。街の人口は五万人ほど。周囲の農村にはその何倍もの人々が暮らしているが、街自体の規模はそれほど大きなものではない。

　そんなハイランドの街にロードス各地から〝百の勇者〟を名乗る者たちが大量に流れこんできたのだから、当然、街は手狭になった。

　彼らは宿泊する場所さえなく、街路に溢あふれるしかなかった。

　そういう状況になって、混乱が起こらぬはずがない。街の住人との揉もめ事や、百の勇者どうしの喧けん嘩かなどが、ひっきりなしに起きていた。

「百の勇者を傭よう兵へい隊として組織せよ」

　モス公王マイセンからそう命じられたとき、ナシェルは頭のなかが真っ白になった気がした。

　百の勇者たちは、生まれも育ちも、その志までもがばらばらだった。そんな人々をひとつにまとめるなど、不可能としか思えない。

　だが、命令されたからには果たすしかない。

　その件に関してはマイセンから全権を任されたし、資金や食糧も存分に与えられたから、手段はいくつか考えられた。百の勇者たちに即席の宿舎を与え、毎日の食糧を配給する。それだけで、当座の不満は抑えることができた。

　ただ、そのままでは浮浪者の集団を抱えただけである。彼らをして、いかに魔神と戦うための戦力にすればよいか、ナシェルは知恵を絞らねばならなかった。

　幸運なことに、今のナシェルには協力者が多い。

　赤髪の傭兵ベルドや荒野の賢者ウォート、ヴァリスの元騎士隊長ファーン。それから至高神ファリスに仕える侍祭フラウスと大地母神マーファに仕える高司祭ニース。そして、ドワーフ王フレーベらが、ナシェルの館やかたに寄宿しているからだ。

　いずれも英雄であり、聖女と謳うたわれる人々である。彼らの力が借りられるのは、僥ぎよう倖こうという以外にない。

　だが、それでも簡単に解決するような問題とは思えなかった。




　その日も、たっぷり夜が更けてから、ナシェルは館に戻ってきた。

　この一週間、ナシェルは朝早くから夜遅くまで、百の勇者たちのあいだを飛びまわっている。どのような人間が集まってきたのか、自分の目で確かめるためである。

　ベルドやウォートたちは、すでに夕食を済ませていたが、食卓でナシェルの帰りを待っていてくれた。

「人間がかくも多様であるとは思いもしませんでした……」

　従妹いとこであり婚約者でもあるラフィニアに遅い夕食の支度を頼むと、ナシェルは姿勢を正して椅い子すに座り、誰に向かってとはなしにそんな感想を述べた。

「人間を見るのは、いい勉強になる。ナシェルが言うように、人間ほど多様な生き物はいない。そして、自分もそんな多様な存在のひとつかと思うと可笑おかしくなってくる」

　ウォートがいかにも賢者らしい言い回しを使った。

　からかうような響きがある。

　学問の師でもあるこの偉大な魔術師を、ナシェルは幾分、恨うらめしそうな目で見つめた。

　今度の件に関して、ウォートはもう少し協力してくれるものと思っていた。公王マイセンに百の勇者のまとめ役として自分を推おしたのは、他ならぬ彼だからである。

　当然、策があるものと期待する。

　だが、この一件に限っては、ウォートはこれまでになく無関心であった。一日中、書物を読んだり、魔法の宝物の効用について調べたりしている。

　ベルドやファーンのほうがよほど協力的で、騒動が起こるたびに駆けつけて、それぞれのやり方で事を収めてくれている。ベルドはその圧倒的な迫力で、ファーンはその高潔な人柄でもって……

　フラウスとニースの二人の聖女も、ナシェルを助けてくれている。フラウスの毅き然ぜんたる態度は、人々の理性を呼び覚ますし、ニースに諫いさめられるとどのような荒くれ者でも猫の仔このようにおとなしくなるのだった。

「かくも多様な人間を、どう組織すればよいか？　騎士のように、厳格な規律でもって縛りつけるわけにはゆかない。傭兵ならば、高額の報酬を約束すれば事足りようが……」

　書物でも朗読しているような口調で、ウォートが言った。

「そして、勇者たちの力を借りずして、魔神との戦に勝利はないのだ」

　彼の言葉どおり、百の勇者のなかには、ならず者と変わらない者もいれば、正真正銘の勇者もいる。困ったことに、志の高い者ほど誇りも高く、モス公国の軍勢に組み込まれることに抵抗を感じている。

「それは、承知しています」

　ナシェルはうなずいた。

　騎士団のようにも、傭兵隊のようにもゆかぬとあれば、別の組織を考えるしかないのだろう。

　そんな組織を考えるだけでも大変だが、そこに勇者たちを組み込んでゆかねばならないのだ。自由気き儘ままな者たちや誇り高い者たちをどのように説得すればよいか、考えるだに難しい。

「勇者たちの多くは、数人から数十人ほどの集団に別れていますから、そのまま隊として利用しようかと思います。それぞれの隊ごとに代表者を選んで、軍議に参加してもらおうと……」

　ナシェルは自分なりの考えを、英雄たちに問うてみることにした。

「隊長としてですか？」

　フラウスが訊ねてくる。

「呼び名は決めないほうがいいかと思います。隊長とか呼ばれていると、変に増長したり、意識過剰になる人もいますから。大切なのは軍議の内容を理解し、仲間に正確に伝えることです。戦場でどう戦うかは、それぞれの流儀に任せるしかありません」

「魔神の軍団とて組織だっているわけではない。十分だろう」

　ファーンが相あい槌づちを打ちながら言う。

「ひとりで参加している者は本隊の直属とし、それぞれの性格や特技を考えて役目を割り当ててゆこうと思います。雑軍ですので、伝令の数は多めにしておきませんと……」

　ナシェルは次々と構想を語っていった。

　百の勇者たちのあいだを駆けまわりながら、考えだした案である。

　反論は誰からも出なかった。

　それで自信が得られたわけではないが、自分の考えを実行する決心だけはついた。

「明日から、組織づくりにかかります」

　ナシェルは宣言するように言った。

「最初の一戦、二戦は犠牲も大勢、出るでしょうが、慣れてゆけば精せい鋭えいになってくれることと期待しています。ひとりひとりは、優れた人間が多いのですから……」

「そうでない者も多いけれどね」

　フラウスが厳しい口調で言う。

　彼女の厳格な価値観ではそうなるだろう。

「勇者を名乗る人々のなかには、ただ、その日を生きるため、流れてきた人も多いようです。そういう人々に戦を強しいるのは、感心できません……」

　ニースが遠慮がちに意見を述べた。

　フラウスが不満そうに、大地母神の高司祭を見つめる。

　そんな人間は、百の勇者など語らなければよいとでも言いたそうだった。

　だが、ナシェルはニースの意見に賛成だった。

　そういった人々は、言わば難民である。魔神が解放されてからの戦争で、故郷を追われた者たちなのだ。その日の食を得るため、百の勇者を名乗るしかなかったのである。

「魔神と戦うと言えば、逃げだす人々もいることでしょう。わたしはそれを止めるつもりはありません。戦いのさなかに逃亡されれば、戦の勝敗にかかわりますゆえ」

　たとえ一部であっても味方が敗走をはじめると、歴戦の勇者でさえ浮き足立ってくるものだ。逃げる味方に巻き込まれ、全軍が混乱することもある。

「冷たい言い方になりますが、勇者たちを篩ふるいにかけてゆくしかないと思うのです」

　本物の戦士のなかからも脱落者は出るだろうし、反対にただの難民のなかからも魔神と戦おうとする者も出るだろう。真の勇気があるかないかは、それが試されるときにならなければ、分からないものなのである。そして、勇気さえあれば、戦場で遅れを取ることはない。

　ひととおりの話を終えて、ナシェルはあらためて英雄たちに協力を頼んだ。

　特別な返事こそなかったが、全員がうなずいて、協力を約束してくれた。

　百の勇者たちを組織する──

　考えれば考えるほど骨の折れる仕事だが、ベルドたちの存在はナシェルにとって大きな心の支えであった。

　苦労こそ大きいが、これに成功すれば、苦戦が続く魔神たちとの戦いを好転させられるかもしれない。

　避けては通れない困難なのだ。

「……お待たせしました」

　会話が落ち着くのを待っていたかのように、ラフィニアが料理を盛った大皿と葡萄ぶどう酒の入った壺つぼとを運んできた。

　葡萄酒を飲み、食事を口にして、ようやくナシェルは人心地ついた。




　食事を終え、英雄たちとしばし団だん欒らんの時間を過ごしたあと、ナシェルは自室へと戻った。

　召し使いに湯を運ばせ、身体の汚れを落とす。それから夜着に着替えて、ナシェルは机に向かい、羽根筆を取った。

　羊よう皮ひ紙しを一枚、取り出して、明日からのことを思いつくままに書きつけてゆく。そして、考えを整理する。

　しばらくそうしていると、扉を叩たたく音があり、ラフィニアが部屋に入ってきた。

　銀製の杯さかずきを、大事そうに両手で握っている。

　ハイランド王国の第一王女であるラフィニアは、ナシェルの婚約者だ。正式な結婚はまだなのだが、ナシェルの館やかたで暮らしている。

　普通では考えられないことだが、魔神との戦いが続く今は、平時ではない。

　王国の存在そのものが危ぶまれているのである。祝い事などは、おそらく魔神との戦いが終わってからになろう。

　ラフィニアの父であるモス公王にしてハイランド王のマイセンは、実質的にはナシェルに嫁がせたつもりでいるようだ。そのことを内外に示すために、ラフィニアをナシェルの館に住まわせているのだ。

　ハイランド王家の女性は、幼い頃から献身的に働くよう躾しつけられている。夫人というには幼いぐらいのラフィニアだが、家事も立派にこなしている。

「お疲れでしょう？」

　ラフィニアが声をかけてきた。

「いささかね」

　ナシェルは正直に答える。

　最近では、彼女に対して虚勢を張ることがなくなっている。もっと気遣ったほうがいいのかもしれないが、彼女はむしろそのほうが嬉うれしそうだ。

「タトゥス様がこれを、と……」

　ナシェルのそばに来て、ラフィニアが杯を差し出した。

　ほのかに湯気が立ち上り、薬草の香が漂った。

「タトゥスが作ったにしては、いい香だな」

　銀ぎん杯ぱいを受け取り、透きとおった紅色の液体に口をつけてみる。

　香だけでなく、味も悪くない。ほどよい甘さと苦みがあり、飲んだあと口のなかには清涼感が残る。

　スカード時代から仕えてくれている薬草師のタトゥスは、薬草や鉱物から魔法のような効果を現わす薬を調合する優れた技の持ち主だが、その薬はいつもひどく不味まずいのだ。

「身体ではなく心の疲れに効く、と仰おつしやられていました」

「なんでもお見通しということか……」

　ラフィニアの答に、ナシェルはつい苦笑を洩もらした。

　百の勇者たちのあいだを走りまわっていると、身体はともかく精神のほうが参ってくる。タトゥスには、そんなナシェルの心の疲れが分かったのだろう。

　それも当然かもしれない。ナシェルは赤子の頃から、この薬草師に健康を診てもらっているのだ。怪け我がをするたびに、病気にかかるたびに、彼が調合する薬の世話になってきた。

　ナシェルは銀杯の中身を一気に飲みほし、深く息を吐いた。

　なるほど、心が落ち着いたような気がする。

　ナシェルは椅子から立ち上がると、部屋の中央にあるテーブルに席を移した。そして、ラフィニアを目で誘う。

　遠慮がちに、ラフィニアは隣の席に腰をおろした。

　結いあげていた髪をおろし、頭をかるく振る。豊かに波打つ金色の髪が軽やかに躍って、いつもの髪型に戻った。

「明日から、ますます忙しくなりますね」

「そうだね。帰ってこられない日もあるだろう」

　ナシェルはうなずいた。

「魔神、魔神で、ニアには寂しい思いをさせてるかもしれない」

　愛称で呼ばれて、ラフィニアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「待つことには慣れているもの。あんなことがなければ、あなたに想いを告げるのだって我慢していたわ」

　ラフィニアは口調を変えて言った。私事を話すときには、彼女はこういう口調になる。

　あんなこととは、ナシェルとラフィニアそれぞれに縁談が舞い込んできたことだ。政略結婚である。王族である身にとって、断わるのは難しい。

　しかし、彼女はそのつもりだったようだ。それで、ナシェルの気持ちを確かめようとした。

　正直に言って、あのとき、ナシェルはラフィニアのことを愛していたわけではない。血の繫つながった従妹いとこでもあり、女性として見たことさえなかった。ただ、その想いの純粋さと強さに心を打たれ、彼女を失いたくないと思った。

　それゆえ、無理を承知で、二人で一緒にマイセン王に談判に行った。

　その結果がこのようになろうとは、思いもしなかった。

　マイセンには娘の気持ちを大事にしたいという親心もあったのだろう。だが、ふたりの結婚に政略的な価値を見出さねば、決して認めなかったはずだ。

　マイセンが何を期待しているのか、ナシェルには分からない。だが、彼女と一緒になることを選んだからには、それに応こたえなければと思っている。

　ラフィニアは微笑を浮かべながら、ナシェルを見つめている。

　本当に、幸せそうな顔だった。そんな彼女の顔を見ていると、ナシェルのほうも気分が安らいでくる。
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　この安らぎを味わえるのは、ラフィニアの思いきった行動があればこそなのだ。

「動くべきときを知ればこそ、待つこともできるのだろうね」

　ナシェルは深い感慨をこめて言った。

「そんなに立派なものではないわ……」

　ラフィニアは、赤くなった顔を恥かしそうに伏せた。

「わたしには魔神と戦うことはできないもの。そして、魔神を滅ぼさなければ、あなたとの幸せがこないことも分かってる。早く幸せになりたいと思うから、わたしは待つの」

　愛いとしさを覚え、ナシェルは彼女の小さな顎あごに手をかけ、顔をあげさせた。ラフィニアの可か憐れんな瞳ひとみがゆっくりと閉じられる。

　ナシェルも目を閉じ、優しく唇を重ねてゆく。

「……魔神と戦うのは、わたしの宿命だと思っていた」

　長いくちづけのあと、ナシェルは囁ささやくように言った。

「魔神を解放した父のこと、魔神に滅ぼされた石の王国のこと、ヴェノンに委ゆだねた祖国のこと。だけど、ニアと暮らすようになって、気持ちが少し変わってきている。わたしが魔神と戦うのは、過去を清算するためではないんだ、と……」

　夢見る竜が生みだした竜殺しの戦士のように、自分の運命は魔神と共有しており、魔神が滅びると同時に自分も消滅すると思っていたことさえある。

　だが、今では魔神を滅ぼしたあとのことを、多少なりとも考えられるようになってきている。少なくとも、魔神と相打ちになってもいい、というような気持ちはなくなった。

　魔神を滅ぼしたとて、過去がそのまま戻ってくるわけではない。その後の混乱も、容易に想像できる。魔神の出現がそれをもたらしたものだとすれば、魔神戦争ともいうべき大戦の終しゆう焉えんは、魔神が滅びたあとも続くのである。

　たとえば、百の勇者たちだ。

　魔神を滅ぼしたあと、彼らは何処どこへ帰ってゆけばいいのか。彼らを追放した祖国が、ふたたび受け入れるとは思えない。王命とはいえ、勇者たちを組織するのは、ナシェルの役割である。魔神討滅後の彼らのことも考えないわけにはゆかない。

「ナシェル……」

　ラフィニアが不意に呼びかけてきた。

　ナシェルは我に返り、彼女が寂しそうに微笑ほほえんでいるのに気づいた。

「待つのはいいの。だけど、こうしてふたりでいるときぐらい……」

「そうだね」

　ナシェルは椅い子すから立ち上がると、ラフィニアに手を差し伸べた。

「今夜はもう休むとしよう」

　明日からの忙しさは想像を超える。ラフィニアのことを考えている間もないだろう。今夜ぐらいは彼女のことだけを思っても、天空の神々はお許しになろう。
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　角笛の音を合図に、ヴェノン王国竜鱗騎士団の騎士たちが、白銀の鎧よろいを煌きらめかせながら、マスケトの街の城壁に殺到した。

　城壁にはマスケト公デュオン配下の騎士、兵士たちが並んでおり、押し寄せるヴェノンの騎士たちに弓を射かけ、石を投げ落とす。

　竜鱗騎士団の騎士たちは、弩弓いしゆみを使って応戦する。

　決死の覚悟の兵士たちが破城鎚を進め、城門にぶつける。鉄の板で補強された城門は激しく軋きしんだが、簡単に壊れる様子はなかった。

　丘の上に並べられた数機の投石機からは、焼けた石が次々と射出される。その丘には十騎ほどの近衛このえ騎士に守られたヴェノン国王ヤーベイの姿があった。

　国王自らが、騎士団の指揮をとっているのだ。

　そして、その丘の麓ふもとには、モス連合騎士団の若い騎士たちが何段にも馬を並べ、出撃の命令を待っている。

　ハイランド王国皇太子ジェスターは、そんな戦の様子を上空から見つめていた。

（無益な戦いだな）

　ジェスターは、そう思っていた。

　死闘を繰り広げているのは、先日まで同じ国に属していた騎士たちなのである。

〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンに属するマスケトの街が、スカード王に寝返ったとの情報は、モス諸国の人々を震しん撼かんさせた。それが、およそ半月前のことである。これにより、モスのおよそ三分の一が、スカード王と魔神の軍団の勢力下に入ったことになる。

　実弟であるマスケト公によるこの重大な裏切りに対し、ヴェノン王ヤーベイは激しい怒りをあらわにした。

　竜鱗騎士団の精鋭を自ら率いて、マスケト攻略に乗り出したのだ。

　マスケトの街は周囲を城壁で囲まれた城じよう塞さい都市であるだけに、破城鎚や攻城塔などの攻城兵器も準備している。

　だが、城塞攻略は簡単に成功するものではない。

　老ろう獪かいなヴェノン王のことだ。この程度の攻撃で、マスケトの街を本気で攻め落とせるとは思ってもいないだろう。今回の出撃は純粋に政治的な意図によるものであり、攻略の成否はほとんど関係ない。

　マスケトの離反をそのまま放置すれば、王国の威信に関わる。それゆえ、たとえ見せかけであれ、出撃しなければならなかったのだ。

　激戦であるのは間違いないが、どこかしら緊張感に欠いた戦だった。

　連合騎士団の将軍のひとりとして五百人ほどの騎士の指揮を執とっているヴェノン王国第三王子アロンドもそれは感じているようで、配下の騎士たちを攻撃に参加させていない。

　アロンド王子は自尊心の強い野心家ではあるが、決して無能な人物ではない。戦場に立てば勇敢に戦うし、統率力もなかなかのものだ。冷静な判断力にはやや欠けるものの、鋭い着想力があり、ジェスターが考えもしなかった作戦を発案したりする。

　連合騎士団の同輩として行動するようになって、ジェスターはこのヴェノンの王子にそれなりの敬意を払うようになっている。何度も死線をくぐりぬけてきた戦友である。親近感を覚えるのも当然だろう。

　魔神との戦に勝利すれば、アロンドはスカード公に返り咲くことになるはずである。それを確かなものにするためにも、もっと戦功を立てねばならないが、今日の戦は自分の活躍の場ではないと心得ているようだ。

　もちろん、ジェスターも自分の旗下の騎士たちに、待機するよう命じている。

（スカードと言えば……）

　ジェスターは亡国スカードの王子であり、妹ラフィニアの許いい婚なづ者けであるナシェルのことを思いだした。

（この戦を見て、あいつならどう思うか？）

　人間どうしが戦って、戦力が消耗することを、ナシェルは何よりも危き惧ぐしている。

　魔神を率ひきいているのが、自分の父であるとは思っていないのだ。魔神の王が魔神の軍団を支配しているのなら、その配下となっている人間を討ち取っても、喜ぶのは魔神だけである。

　スカード王ブルークが魔神の入れ替わりとの証拠さえあれば状況は一変するのだが、鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーの変身能力は、魔法を使っても看破できぬという。

　魔神を滅ぼさんとする人間と、魔神に属そうとする人間との戦いは、まだまだ続くだろう。

　ナシェルは今頃、ロードス各地から集まった〝百の勇者〟たちを戦力にまとめようと必死になっているはずだ。

　勇者たちの数は一万を超えている。

　完全に組織化できれば、大きな戦力になるはずだった。そんな軍団の指揮官に選ばれたのだから、ナシェルの存在はハイランドだけでなく、モス公国においても大きくなっている。

　それを諸国の王族、騎士たちがどう思うか、ジェスターには容易に想像できる。ナシェルに対し、嫉しつ妬とと恐れの入り交じった感情を覚えていることだろう。

　だが、父マイセンは、あえてナシェルにその役を命じた。

　娘のラフィニアを嫁がせたのも、ナシェルを婿むことして扱うことで、スカードの王子であったという過去を清算しようとしているようにも見える。

　父はそれほどに、ナシェルを買っているのだ。

　だが、父の気持ちはよく分かる。

　あらゆる逆境をはねのけ、ナシェルは自身の目的を達成させるため前進している。野生の竜を捕らえて天空の騎士となり、魔神領に単身攻めこみ、魔神と戦う意志を人々に明らかにした。苦境にあったハイランドが救われたのは、彼の行動があればこそだ。

　ヴァリスとの和平を結び、不足がちだった食糧を確保したことも賞賛に値する。

　そして、ナシェルのもとには優秀な人物が食客として集まっており、彼を盛り立てている。赤髪の傭よう兵へいベルドや荒野の賢者ウォート、そしてヴァリスの白き騎士ファーンらである。南のドワーフ族の鉄の王フレーベや大地母神マーファに仕える聖女ニースもいる。フラウスという名のファリスの女性神官も相当な人物のようだ。

　彼らがナシェルの館やかたに留とどまっているのは、館の主人に魅力を覚えればこそであろう。

　そして、今度のマイセンからの命令である。

　百の勇者をまとめるというのは大役ではあるものの、その苦労は想像を絶している。忠義を尽くすことが当然の騎士や、報酬を約束している傭兵たちを相手にしているのとは勝手がまったく違うのだ。

　自分にできるかと問うてみても、自信はない。

　ジェスターは王族としての自覚と騎士道だけを教えられてきた。多様な経歴を持つ勇者たちをまとめるには経験不足と言わねばならない。

（わたしにはハイランドを継がせるとして、はたして父はナシェルとラフィニアに何を与えるつもりなのだろうか？）

　心のなかで、ジェスターはつぶやいた。

　そのとき、前線で有翼の魔神が飛ぶ影が見えた。

「魔神どもが援軍で来たのか？」

　ジェスターは真下に控える伝令役の騎士に、撤退の準備を始めるように命じた。魔神が来たからには、ヴェノン王がこれ以上、攻撃を続けるとは思えない。

「さて、役割を果たしにゆくか」

　そして、ジェスターはひとりごとを洩もらすと、騎竜であるテイルウィップに合図を送る。

　その合図に答えて、ジェスターの騎竜はその巨大な翼をはためかせ、大気を突き破るように飛びはじめた。

　空を飛ぶ魔神と戦うのは、竜騎士の当然の使命と考えられている。

　本当は、空中戦など経験したことはないのだが、それでもジェスターは七体ほどの魔神を屠ほふっている。

「ナシェルほどの才はないかもしれんが、武勇で劣るわけにはいかんのだよ！」

　ジェスターはそう声を出すと、長大な竜ドラ騎ゴン士ラン槍スを鞘さやから外し、右腕に抱えこんだ。




　百の勇者を名乗る一万を超える人々が、ナシェルの目前に集まっている。

　整然と並んでいれば壮観なのだろうが、彼らは列を成しているわけではなく、姿勢も思い思い。ナシェルの方を向いている者もいれば、向いていない者もいる。

（前途多難だな）

　ナシェルは心のなかでつぶやいた。

　彼ら全員をここに集めるだけでも、四半日ほどの時間がかかっている。

　ナシェルは勇者たちのために建てた宿舎の屋根に登り、彼らを見下ろしていた。左右にはベルドとファーンを従えている。不ふ遜そんなことをしていると思うのだが、ベルドたちの威光でも借りなければ、勇者たちの注目を集めることさえできそうにない。

　百の勇者の多くは遺跡荒しや傭兵といった流れの戦士である。そして、無策な王国に見切りをつけ、騎士資格を返上した自由騎士も少なからずいる。そういう人々にとって、ベルドとファーンは、自分自身の鏡のような存在だった。意識せずにはいられないはずだった。

「聞いていただきたい」

　勇者全員に聞えるよう、ナシェルは出せるかぎりの大声で呼びかけた。

「今、ここにいる全員が、魔神と戦う意志をもって立ち上がった勇者であると、わたしは信じています。そして、わたしはモス公王マイセンの命により、みなさんをひとつの軍にまとめなければなりません。誤解しないでいただきたいのですが、モス公国は百の勇者たるあなたがたに、騎士たちのような忠誠を求めているのではありません。傭兵として雇おうという意識もありません。魔神を倒すという同じ目的を持つ者が協力できるような体制をつくりたいだけなのです。ロードスの他の国々と異なり、モスには魔神の軍団がいます。何百、何千もの魔神が集団になって、攻めてくるのです。当然、我々も団結して戦うしかありません」

　ナシェルはそう切りだしたあと、モス公国が食事の供給や、武器、防具の補充について責任を持つ旨を説明した。魔神の首に対する賞金も、今まで通りに支払うことも約束する。

　ナシェルはそこで言葉を切って、勇者たちの反応をうかがった。

　好意的な雰囲気も、不満めいた雰囲気もない。様子を見ているという感じだった。

　ナシェルは部隊編成の方針について語り、指揮系統について説明していった。

　勇者たちは、五人から十人ほどの集団で行動していた者が多いので、それを独立した部隊とする。単独、もしくは二、三人で行動していた勇者は本隊に組み入れ、予備軍として、臨機応変に動いてもらうつもりである。

　組織というにはあまりにもお粗末だが、実戦を積んでゆくなかで洗練してゆくしかない。

「……協力をお願いします」

　ナシェルはそうしめくくって、勇者たちに一礼した。

　そして、屋根から飛び降り、勇者たちのあいだに分け入ってゆく。

　数日のあいだに、彼らの顔はだいたい覚えていた。とりあえず、独立の部隊と本隊とに分けねばならない。

　ナシェルは勇者たちに指示を与えていった。

　予想していたことだが、不満の声がいくつか返ってきた。

　その大半は、ナシェルが若すぎるということだった。歴戦の猛者たちには、頼りなく見えたのだろう。誇りを傷つけられたと感じたのかもしれない。

「わたしがみなさんをまとめると言っても、それは名目のようなものです。自由騎士となられたファーン卿きようや魔神将殺しの英雄であるベルド隊長が補佐しますので、御安心ください」

　ナシェルは屋根のうえに立ったままの英雄たちを指差し、用意していた答を返した。

　赤せき髪はつの傭よう兵へいベルドと白き騎士ファーンの名前は、誰ひとり知らぬ者はいない。そして、ふたりの実力と名声に異議を唱えられる者もいるはずがない。

　完全に納得したかどうかは分からないが、それ以上の不満を訴える者はいなかった。

　部隊の編成がほぼ終わったのは、夕刻だった。

　ナシェルは部隊別になるよう宿舎を割り当てなおし、それぞれに部隊の目印となる上衣を与えていった。全員が身につけてくれるとは思えないが、ないよりはましだった。数千人からの顔と名前を記憶するのは不可能に近い。

　上衣には印章が描かれ、それによってどの部隊に属する者か識別ができる。上衣を着用してくれるかどうかで、協力的であるかどうかも分かる。

　魔神との戦に怖おじ気けづいたり、組織に組み込まれることに抵抗を覚えた者が、百人前後、抜けていったが、ナシェルが想像していたより、脱落者の数は少なかった。

　夜になると、それぞれの宿舎で酒が振る舞われ、そのまま宴うたげへと自然になだれこんでいった。

　ナシェルは宿舎のあいだを飛びまわって、勇者たちと酒を酌みかわした。自分の名前と顔を売り、相手の顔と名前、性格を覚えるためである。勇者たちのなかから積極的に協力してくれる者が出ないようでは、軍団を運営してゆくことはできないのである。




「……スカード王ブルークの息子というのは、あなたのことだったのですね」

　三つめの宿舎を訪ねたとき、ナシェルは突然、呼び止められた。

　声のほうを振り返ると、物静かな雰囲気の若い男が微笑を浮かべてナシェルの方を見ている。

「聖者殿……でしたね」

　男の顔に、ナシェルは覚えがあった。

　名前は知らない。ただ仲間たちから〝聖者〟と呼ばれているのは知っている。仲間の数は百人ほどで、百の勇者を名乗る者たちのなかでも最大の集団である。

　最初、ナシェルはいずれかの教団に属している者たちだと思っていた。

　ロードスにはファリスやマーファら光の五大神の他にも幾柱もの神々がいて、その神殿や教団があるからだ。だが、彼の仲間たちと話していて、それが違っていることを知った。

　目の前にいる若者は、いずれの神も信仰していない。だが、奇跡を起こすことができる。

　魔神の入れ替わりを、見破れるというのだ。

　聖者に関する噂うわさは、ナシェルも聞いていた。しかし、実在については、正直に言って疑っていた。鏡像魔神の変身能力は、魔法的な手段を用いてさえ暴くことはできないと、荒野の賢者ウォートから聞いていたからだ。

　だが、聖者には、それができるらしい。

　そうでなければ、百人からの勇者が彼に従ったりはしないだろう。彼らは人間に入れ替わった鏡像魔神を討つことで、賞金を稼いでいたのだ。

　鏡像魔神は上位魔神と見られているから、その首にかけられた賞金も高い。だが、ウォートの話によれば、鏡像魔神には下位種もいるようである。

　ナシェルは聖者と向かいあい、敬意を示すために軽く頭を下げた。

　微笑を浮かべながら、聖者も会釈を返してくる。思い過ごしかもしれないが、彼の態度にはどこかしら尊大な印象がある。

「先程、仲間のひとりから聞きました。あまりにお若いので気づきませんでしたが、あなたがブルーク王の息子にして、魔神殺しの天空の騎士だったのですね」

　聖者はナシェルより五つ六つほど年上だろう。マーファ信者が聖地巡礼のときによく着るような粗末な貫かん頭とう衣いで身を包み、荒縄で腰のあたりを縛っている。素足に革のサンダルを履き、脱げ落ちぬよう細い麻あさ紐ひもで結びつけている。

「仰おつしやるとおりです」

　ナシェルは、うなずいた。

　世間では、父ブルークが己おのれの野心を実現させるため、魔神を解放したことになっている。ナシェル自身は魔神たちの行動から、父はすでに死んでおり、魔神に入れ替わられていると思っている。もしくは、魔神に心を奪われ、操られているか、だ。

　魔神領となったスカードに潜入してからは、ますます、その思いを強くした。だが、その事実を証明する手段はない。

　いずれにせよ、魔神を解放したのが父であることはまず間違いない。そして、それだけでも、十分に重い罪なのだ。父が本物であろうが魔神であろうが、この手で倒すと、ナシェルはひそかに誓っている。

「父王が魔神を支配し、王子であるあなたがそれと戦うとは因果な話ですね」

「わたしは、父ともスカードとも決別しております。気き懸がかりなのは故郷に残る民のことだけ。彼らを魔神から解放することが、わたしの唯一の願いです」

「御立派な覚悟ですね」

　聖者は二度、三度と手を叩たたいた。

「恐れ入ります」

　聖者の仕草には引っ掛かるものを感じたが、ナシェルはそれを表情には出さなかった。

　好感は持てそうにはないが、百人もの勇者たちを従えている目の前の男は、間違いなく重要な人物のひとりである。

　彼自身は戦いの経験はないというから、前線に立たせるわけにはゆかない。どのように彼を遇すればよいか、悩ましいところだった。

「聖者殿は、魔神の入れ替わりを見破れるとか。もしも、我が父を見る機会があれば、その正体を確かめていただきたいものです。父が魔神の入れ替わりであることを知れば、魔神に味方しようとする人間はいなくなるでしょうから」

「ロードスにおける現在の争乱は、人間と魔神との戦いであると思っておりましたが、どうやら思い違いだったようです。戦っているのは人間のみで、魔神など要素のひとつでしかないとさえ思います」

「残念というしかありません」

　ナシェルは相あい槌づちを打ったが、聖者の言葉に重みは感じなかった。

　魔神を要素のひとつと言い切るのは、あの異界の住人たちの恐ろしさを、過小に評価しているからとしか思えない。

「父と子の戦いなど、その象徴と言えましょうな」

　結局、それが言いたかったのか、とナシェルは内心、うんざりした。皮肉ひとつを言いたいがために、ずいぶんな遠回りをしたものである。

　聖者の表情を見て、ナシェルは勝ち誇っているようだと思った。

　どうやら、目の前の男は優劣の意識で、人を見るようだ。優越感を感じる者に対しては優しく接し、劣等感を感じる者に対しては攻撃的になる。

　自尊心の強い人間によく見られる性向だ。

（やれやれだな）

　ナシェルは心のなかでつぶやく。

「魔神との戦に勝っても、わたしは父殺しの汚名を着るだけでしょうね。聖者殿はロードスの意志に選ばれた者として、名声を後世まで残すことになりましょうが……」

　慎重に言葉を選び、ナシェルはそう答えた。

　この手の人物に対しては、尊大になっても卑屈になっても良い反応は得られないものだ。尊大に振る舞えば反発するし、卑屈に振る舞えば軽けい蔑べつを受ける。羨せん望ぼうを感じているという態度を装うのが、もっとも無難のように思われた。

　そして、〝ロードスの意志に選ばれた者〟とは、聖者自身が名乗っている尊称である。奇跡の力は、王でもなく神でもなく、ロードスの意志から授けられたのだと吹ふい聴ちようしていると聞いている。

「父が犯した罪をあがなうのも、子の務めでしょう。微力ながら、わたくしもお手伝いいたしましょう」

　聖者は答えると、会心の笑みを浮かべた。

　ナシェルの選んだ言葉はどうやら正しかったようだ。扱い方さえ分かれば、難しい人物ではない。高潔とは言えないが、その能力には敬意を抱くしかないし、これからの戦いになくてはならない人物のひとりだ。

　百の勇者や連合騎士団のなかにも、鏡像魔神の入れ替わりがいるかもしれないのである。

「ロードスの意志が魔神の討滅にあると思うと、安心できます」

　ナシェルはそう言って、聖者のもとを去った。




　宿舎から出ると、今度はまた別の男に呼び止められた。

　傭兵ふうの男で、その顔ははっきり覚えていた。彼には五人の仲間がいるのだが、ナシェルが見たところ、優秀な人物が揃そろっている。

　ふたりの魔法使い──戦神マイリーの神官と森の妖精エルフが仲間にいるし、自由騎士らしき人物は一見しただけで、かなりの使い手だと分かる。あとのふたりの戦士も、まだ若いがそれなりに腕は立つようだ。

「団長さんよぉ」

　男の声は明らかに、酔っ払いのそれだった。

　だが、今夜は無礼講であり、それを許している。

　実のところ、ナシェルもかなりの量を飲んでいる。勇者たちに酒を勧すすめられるたびに、応じていたからだ。神経が張っているので、意識ははっきりしているが、明日になれば頭や胃に不快感が残っているだろう。

　ナシェルは微笑を浮かべながら、男たちの方へ歩いてゆく。

「お楽しみのようですね」

　ナシェルは声をかけた。内心、酒を勧められるのは勘弁してもらいたいと思いながら……

「気に入らねぇな」

　傭兵ふうの男は、ナシェルの全身をじろじろ眺めわたしたあと、吐き捨てるように言った。

「頭かしら！」

　そばにいた二人の若者が、顔色を変える。

　自由騎士と神官、エルフの三人は無関心な様子である。

「気に入りませんか？」

　ナシェルは笑みを絶やさず、男に訊たずねかえした。

「ああ、気に入らねぇ」

　男は答え、鼻を鳴らした。

　酔いのせいか、怒りのせいか、顔が紅潮している。

「その若さで、オレたちを仕切ろうなんてよ。いくら生まれや育ちがいいからってな」

　男の文句は当然だったから、ナシェルは別に腹も立たなかった。

　言い方にも嫌いや味みなところがないし、素直な気持ちを言っているにすぎない。聖者なる人物と比べれば、よほど好感が持てる。

「みなさんを仕切るつもりはありません。たしかに、まとめ役ではありますが……。百の勇者は自らの意志で魔神と戦うべく立ち上がった人々。身分もなければ、階級もありません。団結して戦うために、役割が必要なだけです」

　ナシェルは、すらすらと言葉を並べた。

　今夜だけで、同じ説明を何度、繰り返したか知れない。だが、ごまかしているつもりはなく、本心からそう思っている。

「……口では何とでも言えらぁ」

　だが、ナシェルの言葉に、男は不愉快そうに顔をゆがめた。

　ナシェルの言葉の意味を理解して言ったわけではなさそうだった。むしろ、理解できなかったので、反発を覚えたといった感じである。

「仰おつしやるとおりです。明日から、口だけではないことをお見せしなければなりませんね」

　ナシェルはそう答えて、話を切り上げようとした。

　叩たたきあげの傭兵たちは程度の差こそあれ、ナシェルに対し、目の前の男と同様の不満を感じているはずだ。その不満を、押さえつけようとしてもしかたがない。戦ってゆくなかで、自然にその不満が解消されるよう努力するしかない。

「それじゃあ、今すぐ見せてもらおうか」

　傭兵ふうの男は不敵な笑みを浮かべると、立ち上がって武器を抜いた。

「おまえの実力、試させてもらうぜ」

　二人の若者があわてて制止したが、男は一喝して、彼らを黙らせた。あとの三人は黙ったまま、事態の成り行きを見つめている。

「いいでしょう」

　ナシェルはあっさりと承知して、剣を抜いた。

　実は、腕試しを挑まれるのは、これが初めてではない。すでに四、五人から申しこまれていて、ナシェルはすべてに応じている。実力が勝負の傭兵たちだから、それを示せばたいてい納得してくれるのだ。もちろん、一度も負けていない。

（どのくらい勝てばいいかな）

　ナシェルは武器を構えながら、慎重に相手を観察する。

　正面から対しただけで、相手の実力はだいたい分かるものだ。目の前の男は、傭兵としてはそれなりの腕だが、負ける気はまったくしない。

　だが、勝ちすぎると相手の誇りを傷つける。自信をなくされては困るのだ。

「怪け我がをしても、恨みっこなしだぜ」

　傭兵ふうの男は、挑戦的に言った。

　どうやら、ナシェルの実力を見極められないようだ。強い相手と戦わないことが、戦場で生き延びる秘ひ訣けつだというのに。それでよく傭兵が勤まったと思う。それとも戦場では、もっと慎重に行動するのだろうか。

「少し、痛めつけてやったらどうだ？」

　それまで無言だった自由騎士が、そんな声をかけてきた。

「もちろん、そのつもりだぜ」

　そう言うと、男は舌を出して、唇を濡ぬらす。

　ナシェルは自由騎士の顔に一瞬、視線を向けた。

　彼の視線もナシェルに向けられていた。どうやら、今の言葉は〝頭〟なる男に対してではなく、ナシェルに向けられていたようだ。

（思ったとおりだな）

　ナシェルは、心のなかでつぶやいた。

　端から見ているだけで、この自由騎士はナシェルの実力を見抜いたようだ。

（遠慮せずに実力差を見せてやれ、ということか）

　自由騎士の言葉は、ナシェルにそう言っているように思われた。頭という男は変に手加減するとかえってよくないのかもしれない。

　そういう性格の男も、傭兵には確かに多い。

「行くぜ！」

　男は怒号にも似た声をあげた。

（だったら、一瞬で勝負を決めよう）

　ナシェルは剣を正眼に構え、どうぞ、と答えた。

　剣を振り被かぶって、男が走りこんでくる。

　容赦のない一撃が、上段から振り下ろされてくる。重い一撃だが、いかにも隙すきだらけだ。

　ナシェルはその攻撃を身体を横にひねって難なくかわし、そのままの勢いで身体を一回転させて、剣を横に振るった。

　大気が切り裂かれ、うなりをあげる。

「うわっ！」

　悲鳴にも似た声があがった。

　ナシェルの振るった剣は、傭兵ふうの男の目の前でぴたりと止まっていた。

「こ、殺す気か？」

　男は上体をのけぞらせて、刃から身を引いた。そのまま、尻からぺたりと地面に落ちる。

　男が振るった剣は切っ先が地面深くに食い込んでいて、斜めに突き立っていた。腕力はかなりあるようだ。正式な剣術の鍛たん練れんを積めば、もっと強くなれるだろう。もっとも、長く傭兵をやってきた男は、自分の流儀を捨てられず、なかなか上達しないものだ。

「気が済みましたか？」

　ナシェルはにこりと笑って、剣を鞘さやに収めた。息ひとつ乱れていない。

「た、試して悪かったな」

　男はひきつった笑みを返してきた。

　おそらく、酔いから醒さめたのだろう。顔色がもとに戻っている。

「強い……」

　金色と茶色の髪の二人の若者が、茫ぼう然ぜんと顔を見合わせる。

　ナシェルの視線は、自然、自由騎士に向けられた。

「まさしく、だな」

　自由騎士は、若者の言葉に相あい槌づちを打っている。

　そして、一歩、進みでてきた。

「わたしもお手合せ願えるだろうか？」

「喜んで」

　ナシェルは、うなずいた。

　彼の実力を知りたいと、ナシェル自身も思っていたところだ。

　もしかすれば、ファーンやベルドに匹敵するような人物かもしれない。こういう人物に協力してもらわねば、勇者たちをまとめることなど夢物語で終わる。

　剣を合せれば、簡単にお互いが分かるものだ。子供の頃から修練を積んでいる騎士の場合、その剣技には人格が反映されるものである。

　ナシェルはふたたび剣を抜き、剣先を突きだすような構えを取った。ナシェルの長剣は柄つかの長さがひと握りと半分あり、持とうと思えば両手でも持てる。

　自由騎士も剣を抜いて、片手で構える。今は持っていないが、普段は楯たてを使うのだろう。

（さすがに隙すきがないな……）

　ナシェルは精神を集中させて、相手の動きを読もうとした。

　先に仕掛けると強力な反撃が返ってきそうで、なかなか踏みこむことはできない。それは相手も同様らしく、慎重に間合いを計るだけで、牽けん制せいするような動きさえない。

　正規の訓練を受けただけの騎士が相手なら、ベルド仕込みの技で、その虚をつくこともできる。だが、目の前の自由騎士は、百の勇者として魔神相手にかなりの実戦を積んでいるはずだ。

（とにかく、実力を見せていただこう）

　ナシェルは、勝負を捨てることに決めた。

　目の前の人物ならば、たとえ負けたとしても、ナシェルを軽く見るようなことはあるまい。

　そう決心すると、ナシェルはかるく気合いの声をあげた。仕掛けますよ、という合図である。

　自由騎士もそれに応じ、誘いかけるように剣先を回した。

　ナシェルは電光のように動き、正面から突きを入れた。自由騎士はかるくそれを払っただけで、もとの姿勢に戻る。

　本来ならそれで退くところだが、ナシェルはそのまま強引に打ちかかった。左からの多段攻撃で、相手の態勢を崩しにかかる。

　だが、自由騎士は的確に剣を受け流し、逆にナシェルの態勢が崩れるのを誘う。

　ナシェルは強引に剣を返し、今度は右から攻めたててみたが、やはり結果は同じだった。

（それなら！）

　ナシェルは正面から打ちかかり、相手と剣を合せた。

　自由騎士の体格はナシェルよりやや劣っていると見えたので、力比べに持ちこんだのだ。

　渾こん身しんの力を込めて押しこんでみたが、相手の押し返しもほぼ互角だった。

　ナシェルの額から汗が噴きだし、食いしばった歯がぎしっと鳴る。

　ナシェルは身長の高さを利用して、上から更に押しこんだ。この力をどれだけ持続できるかが、勝負だった。そして、ナシェルはそれに勝てる自信があった。

　しかし──

　ふっと相手が、力を抜いた。

　ナシェルはその突然の動きに反応できず、前にのめってしまう。

　自由騎士はうまくナシェルの力を殺して、自身は身体を横に滑らせた。

　一歩よろけただけで、ナシェルは踏みとどまったが、横に回られては挽ばん回かいは不可能だった。それでも、自由騎士の連続攻撃を七度まで受け流したが、八撃目がかわしきれず、ナシェルの腹に相手の剣がかるく触れた。

「参りました……」

　ナシェルは深く息をついて、自由騎士にかるく頭を下げた。

　傭兵と二人の若者が歓声をあげる。戦の神の神官も、満足そうにうなずいている。エルフひとりが冷やかな態度を変えずにいた。

「腕を試されたのは、わたしのほうだったな」

　自由騎士は剣を収めてから、自分の両腕を見つめた。限界まで力を使ったため、ぶるぶると震えていた。

「その剣が魔神に向けられると思うと、心強いかぎりです」

　ナシェルのほうがいくぶん余力が残っている。

　だが、いかに余力を残していようと負けは負けだ。自由騎士の体さばきには、見習うところが多い。魔神など、力では負ける相手と戦うときには、必ひつ須すの技術と言えるだろう。

「また、お手合せ願います」

　ナシェルはもう一度、頭をさげた。

　自由騎士は、うなずいた。そして、去ってゆくナシェルの背中を見送る。

「さすがだな」

　自由騎士の肩を、会心の笑みを浮かべながら頭かしらが叩いた。

「これで、あの若造もオレたちを軽くは扱えねぇだろ」

「そうだな……」

　心ここにあらずというように、自由騎士は答えた。

「悪いが頭、軍議のときには、わたしを代表で出してくれないか。もちろん、頭は今までどおり頭なんだが」

　頭は少し考えたあと、にやりと笑って親指を立てた。

「軍議なんて面倒なのは、オレの性に合わねぇからな。あんたが、出ればいい。しかし、どういう心境の変化だ。モス公国の軍勢に組み込まれるのを、いちばん嫌ってたのは、あんたじゃねぇか？」

「頭の言うとおりだよ。気が変わったんだ……」

　自由騎士は答えると、ナシェルが歩き去った方を見つめた。今、そこにあるのは、夜の闇やみと宿舎の窓から洩もれるわずかな明かりだけ。

「ファーン卿きようほどの人物がなにゆえ、あの若者に協力しているのか、分かったような気がする」

　自由騎士はつぶやくと、ようやく震えが収まった腕で、頭の背中をどんと叩いた。

「頭、飲みなおさないか？」

「決まってる。振る舞い酒を残したら、相手に失礼ってもんだ」

　頭は答えると二人の若者に、新しい酒さか樽だるを仕入れてくるように言った。

　二人はうなずくと、宿舎のなかに駆けこんでゆく。戦の神の神官とエルフもやってきて、四人はむきだしの土のうえで車座になった。

「いろいろ乾杯してきたが、次は何に乾杯する？」

　頭が空からの酒杯を握りながら、楽しそうに言う。

「新しいロードスに、というのはどうだ？」

　自由騎士が答える。

「ちょっとおおげさだが、ま、いいか」

　やがて、新しい酒樽が運ばれてきて、六人の男たちはそのなかに酒杯ごと手を入れて、酒を汲くみとっていった。

　そして、杯を鳴らし、自由騎士が提案した乾杯の声をあげた。




「新しいロードスに……ですか」

　六人の男たちが酒杯を掲げるのを宿舎の陰から見つめながら、吟ぎん遊ゆう詩人がつぶやいた。

「さっきのナシェルを見ていると、そう言いたくなる気持ちは分かるな」

「あの騎士崩れの男、たぶん心のなかでナシェルに忠誠を誓ったよね」

　同じ顔をした二人の若者が、そう言い合うと、互いの言葉にうなずく。

　ハイランドの双子の王子、フロイとリーゼンである。

　母国であるここハイランドには二度と帰るつもりはなかったのだが、そうせざるをえない事情になったのだ。

「真の百の勇者であれば、モスに赴くだろう」

　自治都市ライデンの評議長が、そんな演説を行なったからだ。

　その演説はライデンの行商人たちによってロードス中に広められ、モス以外の国に留とどまっているだけで、白い目で見られるようになった。おりしも、カノン、アラニアでは百の勇者に対する追放令など出たものだから、双子としてもモスを目指すしかなくなったわけだ。

　ハイランドに来てからというもの、知人に会わないよう、双子はまるで罪人のように身をひそめていた。双子の王子の名は百の勇者のあいだでも広く知られているから、フロイとリーゼンは別々の宿舎で寝泊まりし、一緒に行動することさえはばかっていた。

　ナシェルが百の勇者のあいだを駆けまわっているあいだは、宿舎から離れ、姿をくらませていた。当然ながら、昼間の集会にも参加しなかった。そのため、双子は、宿舎の割り当てを受けていない。今夜から、野宿をするしかないような状況だった。

「あきらめて、父上のところに挨あい拶さつに行こうか？」

　リーゼンは提案してみたが、フロイはあわてて首を横に振った。

「そんなことをすれば、連合騎士団に加えられてしまうぞ。自由が効かなくなるだろう」

「そうだよね」

　リーゼンは肩を落とし、ため息をついた。

「少々、名前を広めすぎましたか？」

　ユーリーという名の吟遊詩人が、竪たて琴ごとを奏でながらつぶやく。

「少々なんてものじゃないよ。ハイランドの汚名を雪そそごうとして、張り切りすぎたね。本来なら、僕たちが名声を得てはいけなかったのに……」

　フロイは肩をすくめて、うかつだったよ、と付け加えた。

　双子の王子の名は、魔神と戦う百の勇者のなかでも、赤髪の傭兵ベルドにも匹敵するぐらいに知られている。ハイランドの王子という出しゆつ自じの良さに、双子という珍しさが加わって、噂うわさが広がっていったのだ。しかも、カノンに入国してからは吟遊詩人のユーリーが一緒に行動している。彼が作った双子の王子の武ぶ勲くん詩しは、数多あまたの吟遊詩人たちによって、ロードス各地の酒場で歌われていることだろう。

「お二人が名声を得ては、王位継承争いの火種になりますか？」

「兄上がいるから当分は大丈夫だろうけど、竜騎士にはあれがつきものだからね」

「竜ドラゴン熱フイーバーですな？」

　ユーリーの言葉に、リーゼンが力なくうなずいた。

「正統の世継ぎが生まれる前に、兄上が亡くなるようなことでもあれば、僕たちとナシェルの三人で王位継承権を争うことになりかねない」

　最悪だよ、とフロイは肩をすくめた。

「王族というのも、不自由なものですな」

「だから、あなたも国を捨てたんでしょ？」

　リーゼンが、ユーリーに笑いかけた。

「さてさて、何のことでしょうか」

　ユーリーは恍とぼけるように答えたが、リーゼンの言葉を否定しているわけではなかった。

　双子たちは最近、この吟遊詩人がモスの何いずれかの王国の王族の出身であるようと思うようになっていた。

　同じ境遇に生まれ育った者どうしである。一緒に行動していれば、なんとなくそれと分かるものだ。ユーリーが自分たちと行動を共にするようになったのも、親近感のせいではないかと、双子は考えている。

　ユーリーは吟ぎん遊ゆう詩人であるだけでなく、精霊魔法を使う精霊使いでもある。

　王国を出てから、彼がどのような生き方をしてきたのか、双子は興味を覚えている。だが、ユーリーは自分のことについては、多くを語ろうとしない。

「己のことを歌う吟遊詩人はおりませぬゆえ」

　素性について訊たずねられたとき、ユーリーはたいていそう答えるのだ。

「……王位の継承問題で国内が分裂したら、隣国に攻めこまれるからね。モス諸国の王家は、正統を尊重することで母国を守ってきた。皇太子が決まったら、それ以外の王子は、身を退くにかぎるんだ」

　フロイが自じ嘲ちようぎみに言った。

　必要にかられたからとはいえ、目立ちすぎたことを、後悔しているのだ。

「先ほどの若者も、ハイランドの王族でありましょう」

「ナシェルは完全な傍系だからね。臣しん下かとして王国に留とどまっていても、ぜんぜん問題ない。それに比べて、僕たちは……」

　途中で言葉を切ると、リーゼンはふたたびため息をついた。

「王子だものな。血が近すぎるよ」

　弟の言葉を引き取って、フロイがうなずいた。

「僕たちもユーリーのように、吟遊詩人になっていればよかったかな」

「今さら、ですな。それに魔神を滅ぼさなければ、母国は失われましょう」

「そうなんだよ」

　双子は、声をそろえて言った。

「魔神は恐るべき敵だ。全力を尽くさなければ、勝てる相手じゃない。だけど、全力を尽くすと、目立つことになる」

「魔神との戦いにおいて、連合騎士団がどれだけ活躍できるかも疑問だしね。最悪、兄上の名前に傷がつくことだって考えないと……」

　双子は言い合い、表情を暗くした。

　先日、ヴェノン王が行なったマスケト攻めにも、兄ジェスターは連合騎士団を率いて参加しているが、さしたる戦功をあげられずに引き上げている。

「悩ましいかぎりですな」

「悩ましいよ」

　吟遊詩人に答え、フロイは茫ぼう然ぜんと夜空を見あげた。

　ハイランドの夜空はいちおう晴れているが、雲も多い。星々の光は真実を現わしていると、賢者たちは言う。雲に隠れれば真実は見えなくなり、晴れていればいたで、その数に圧倒され、ひとつひとつの真実が見極めがたくなる。

「これから、どうする？」

　地面に仰向けに転がりながら、フロイは弟に訊たずねた。

「魔神との戦いに背を向けて、勝手気き儘ままに旅をする？　それとも、魔神と戦うために、あくまでモスに留とどまる？」

「……逃げられるものか」

　リーゼンに問い返され、フロイは不機嫌そうにつぶやいた。

　継承権は捨てても、家族や家臣、そして領民は捨てられるものではない。

「だけど、王子として戦うわけにはゆかないからな。あくまで百の勇者として戦おう」

「だったら、ナシェルにだけは会っておこうよ。いつまでも逃げまわっているわけにゆかないし、あいつなら僕たちの事情を分かったうえで協力してくれるだろう」

「そうだな……」

　フロイは夜空を見つめたまま、うなずいた。

「ナシェルも大変だろうから、協力してやらないとな」

「それに、ナシェルと一緒に行動していると、おもしろいことがありそうだしね。今の僕たちの悩みなんか吹き飛ぶかもしれない」

　そう言うとき、リーゼンはわずかに目を細めていた。

　意味ありげな微笑が、その口くち許もとに浮かんでいる。

「なるほど、まさしく新しいロードスに乾杯ですな」

　竪たて琴ごとを脇わきに置き、吟ぎん遊ゆう詩人は陶製の酒杯を空に向けて高く掲げた。
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　魔神の軍団に動きあり。

　ハーケーン国境の砦とりでからもたらされた報告を受け、ハイランドの街に諸国の代表および連合騎士団の将軍たちが呼び集められ、軍議が開かれた。

〝勇者隊〟をまとめる者として、ナシェルも軍議に出席した。百の勇者たちからは〝聖者〟ひとりを連れている。会議の参加者のなかに、魔神の入れ替わりがいないか確かめるためである。もちろん、マイセンの了承を得てのことだ。

　努力のかいあって、百の勇者たちはようやくひとつの軍団としてまとまりつつある。もっとも、軍団で通じる命令は今のところ「進め」と「退け」のふたつだけ。このふたつの命令を伝えるためだけに、ナシェルは千人もの伝令を本隊に抱えている。

　だが、勇者隊の総数は一万二千を数え、そのなかには経験豊富な傭兵や自由騎士、さらには魔法使いなどもいて、戦力だけならモスの連合騎士団より遥はるかに大きい。

　この戦力をいかに使いこなすかで、今後の魔神との戦の行方が違ってくるだろう。玉座の間に臨むナシェルの心には、重い責任感がのしかかっていた。

「……出撃の前触れと見て、間違いありません」

　国境警備の騎士が畏かしこまって、そう述べた。

　スカードからリュッセン、マスケトへ食料の搬入が行なわれ、木材や精錬された鉄なども大量に運びこまれたという。

「魔神は本来、神出鬼没。ただし、人間の軍が加わり、動きは鈍くなったと見えますな」

　ヴェノンの第三王子アロンドが嘲ちよう笑しようぎみに言う。

（まさしくだな）

　ナシェルも、心のなかで同意した。

「報告にあった戦支度は、人間にとって必要なもの。魔神に味方する人間たちが攻めてくるのでしょうか」

　ジェスターが、玉座のマイセンに向かって言う。

「そうとは限るまい。敵の主力はあくまで魔神。ハーケーン、ヴェノンを本気で攻め落とす気なら、必ずや魔神が出で張ばってこよう」

　公王の玉座に座るマイセンに代わって、古くからの同盟国であるレントンの若き国王が、反対意見を述べた。

　魔神の軍団を統すべるスカード王のもとには、スカードの騎士や各地から流れてきた野心的な戦士たちが集まっている。ヴェノンから離反したマスケトの騎士団もある。その数、五千にはなるだろう。

　魔神たちは更に古代樹から創造した疑似生物や、死体に呪じゆ文もんをかけて甦よみがえらせた不ア死ン生デ物ツド、魔法像ゴーレムや魔法人形パペツトといった魔法生物などを生みだし、軍団を増強させている。

「ヴェノンやハーケーンが攻撃されては、連合騎士団の面目が立ちません。我らはいつでも出撃の準備が整っております……」

　ハーケーンの第二王子バーランがそう切りだすと、先手を打って出撃すべきであると続けた。

　それもマスケト、リュッセンへの同時攻撃である。

　現在、連合騎士団はバーランの補佐のもとリュッセン亡命王が指揮する部隊がハーケーンの街に、ジェスター、アロンドが率いる部隊がヴェノンにと、二方面に別れて駐留している。

　それぞれの駐留軍に、ハーケーン、ヴェノンの両騎士団が協力すれば、敵のふたつの都市を一気に奪還できよう、とバーランは強気な提案を行なった。

（また、政治か……）

　ナシェルは複雑な思いで、バーランの提案を聞いていた。

　ヴェノン王はマスケト攻めをあきらめるわけにはゆかないし、モス連合騎士団の名誉将軍であるリュッセン亡命王の立場を考えれば、リュッセン解放も目的から外すわけにもゆかない。

「百の勇者を名乗る者たちも隊を二分し、それぞれの軍に加わってもらおう」

　バーラン王子が、ナシェルに向かって言った。

「それは、できません」

　ナシェルはきっぱりと答えた。

「できぬ、だと」

　バーランの太い眉まゆがぴくりと動く。

「ええ、できません」

　ナシェルは、重ねて言った。

　組織としてまとまりつつあるとはいえ、勇者隊は軍をふたつに分けられるほど、指揮系統が確立しているわけではないのだ。

「今、軍を分ければ、戦力になるどころか、味方を悪戯いたずらに混乱させるだけでしょう」

　ナシェルは〝勇者隊〟の現状を説明し、バーランに理解を求めた。

　ナシェルの構想では、実戦を経験させることで、洗練された軍勢に仕上げるつもりである。今、隊を分けられたりすれば、犠牲が大きくなるばかりで、得るものは少しもない。

　百の勇者と騎士団とが、連携して戦うことさえ難しいと思っている。戦場でどのように彼らを動かすかも頭の痛い問題なのだ。

「百あるものを、五十に分けることさえできぬとはな……」

　アロンドが、皮肉まじりに言った。

「申し訳ありません」

　ナシェルは、素直に頭を下げた。

　だが、頭を下げた相手はアロンドではなく、あくまで玉座のマイセンのつもりだった。

　百の勇者をまとめよとの命令を受けてから、およそ一月が経過している。そのあいだ、寸暇を惜しんで努力したつもりだが、マイセンが期待していたような成果をあげていないかもしれない。だが、他の誰がやっていても、自分以上の成果をあげられたとも思えないのだ。

「勇者隊およそ一万二千は、リュッセン解放に差し向けられるよう、お願いします」

　ナシェルは軍議に集まった一同を見渡し、そう願いでた。

「それでは軍勢の数に偏かたよりがでる！　マスケトを攻め落とすのは不可能だ!!」

　アロンドがナシェルに詰め寄らんばかりの激しい口調で言った。

「マスケトを攻め落とす必要はないでしょう」

　ナシェルは静かに答えた。

「リュッセンさえ解放すれば、マスケトは我らの勢力に挟まれることになりますゆえ、ふたたび我らに降伏するかもしれません。無理に戦を仕掛けて、ヴェノンの民に被害を及ぼすのは良策ではありません」

「そう思いどおりにゆくかな？」

　バーランが冷やかに言う。

（ゆくに決まっている）

　ナシェルは心のなかで答えたが、それを声には出さなかった。

　マスケト公が裏切ったのは、魔神の軍団が優勢と見たからである。おそらく、ヴェノン王も承認しているはずだ。モス連合軍と魔神の軍団のいずれが勝利しようと、ヴェノンの王家を存続させるための苦肉の策なのである。連合騎士団が有利になれば、マスケト公は自らの命を代償として、降伏するだろう。

　バーランとて、そのぐらいは承知しているはずだ。

　だが、それをこの場で発言すれば、ヴェノンの体面に傷がつく。魔神との戦では、怪しい動きが何かと目立つヴェノンではあるが、あまりそれを追及してはヴェノンが一国を挙げて、スカード側に寝返るようなことにもなりかねない。それではモスの同盟関係が、一気に崩れ去るのである。

　面倒なことだ、とナシェルは内心、思っている。

　だが、王国にとっては、戦争も外交も、ともに剣であり、楯たてである。いずれを軽視することもできないのだ。

　百の勇者たちは雑軍ではあるが、魔神と戦おうという意志では一致している。その意志こそが、魔神と戦うために何より大切なのだ。

「勇者隊が二分できぬことに問題があるのは、承知しております。しかしながら、今度の戦の目標はあくまでもリュッセンの解放に絞るべきと思います。マスケトへの出兵は、必要でしょうが……」

「我らに陽動を務めよ、ということか！」

　ナシェルの言葉に、アロンドは激げつ昂こうし、石床を踏み鳴らした。

　ヴェノン領スカード公の爵位をもつアロンドは、スカードの元皇太子であるナシェルに、敵対心を抱いているのは明らかだ。魔神との戦いで戦功をあげることで、ナシェルがスカードの王位継承者に返り咲くのを恐れているのである。

　だが、ナシェル本人にそのつもりはない。

　スカードの領民たちのことは気になるが、自分の意志で譲渡した王国だ。魔神の脅威が去ったからといって、返還を求めるような恥知らずな真似ができるはずがない。

　ラフィニアひとりを幸せにするだけなら、マイセンから与えられたハイランド内の小さな領地で十分なのだ。

「いかにも陽動です。しかし、精鋭でなければ、少数の部隊による陽動は務まらないものです」

　リュッセン解放を確実なものにするためには、マスケト駐留の軍を足留めしておく必要がある。街に攻めこまれては、リュッセンへの援軍を送ることはできない。より正確に言えば、援軍を派遣しないことの口実になる。マスケト公は、配下の騎士たちの消耗をできるかぎり押さえたいはずなのだ。

「……引き受けようではないか」

　ナシェルの意図を察したのか、ジェスターが静かに発言した。

　発言するとき、竜騎士でもあるハイランドの皇太子は一瞬、ナシェルの顔を見たが、その目はひどく冷たく感じられた。

　理屈では納得できるが、感情的には不愉快だと言っているようだった。アロンドの気持ちを慮おもんぱかっているに違いない。

（連合騎士団の結束は固いようだな）

　ナシェルはジェスターのそんな態度に、むしろ安あん堵どを覚えた。

　今後のモスの状況を考えれば、若い騎士たちがひとつの軍で戦うことには意味がある。いつまでも、モスの国内で争っていてはいけない。魔神の解放もモスが分裂状態にあったがために、起こったのだ。

「マスケト郊外に陣を敷き、敵が出てくれば迎え討とう。それでよいか？」

　返事のかわりに、ナシェルは深く頭を下げた。

「ならば、攻略の目標はリュッセンひとつに絞るとしよう」

　バーランが意見をまとめ、軍議に参加している人々を見渡した。

　反論は出なかった。誰しもが、それが妥当だと思っていたようだ。その正論を言わなかったのは、それが政治的には不利な役どころだからだ。

「リュッセンを攻め落とし、マスケトが我らの側に返れば、あとはスカードまで一本道。ナシェル殿の父君の首をあげるのも簡単なこと」

　バーランが、あえてナシェルの名前をあげて言った。

　ナシェルが武功をあげようとも、それを評価する必要がないことを一同に訴えているのだろう。バーランの外交は、さすがに抜け目がない。

「父の首は、我が手であげてみせましょう」

　ナシェルはしかし、動じることなく答えた。

　もとより、功名などを期待しているわけではない。だからと言って、黙って引き下がるわけにはゆかないのだ。以前とは違い、ナシェルは自分自身の名誉も守らねばならない。それは婚約者のラフィニアのためでもあるし、百の勇者のためでもある。

　国王に承認を得ようと、一同が玉座のマイセンを振り返った。

　マイセンは軍議のはじまりを宣言したあとは、一言もしゃべっていない。軍議の様子を満足そうに見つめているだけだ。

（この優れた若者たちにも、それぞれ活躍の場をやりたいものだ）

　マイセンは内心、そんなことを考えていた。

　モスにはかくも優秀な人材がいる。この山がちの領土では、収まらせるに惜しい人材が……

　マイセンは厳おごそかに軍議の終わりを宣言し、ナシェルたちに具体的な命令をくだしていった。一同は命令を受けると、その場でかしずき、マイセンの命令を復唱してから、玉座の間を退出していった。

　モスの命運をかけた戦いに出撃するために……
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「貴公の剣には、品というものがないのだよ」

　額から流れる汗を拭ぬぐってから、ファーンは赤髪の傭兵に声をかけた。

　憮ぶ然ぜんとした表情である。そして、服の胸のあたりに、べったりと足跡がついていた。

「蹴けりは禁止という申し合せだったか？」

　ベルドがとぼけるように言う。

　裸の上半身が、やはり汗で光っている。朝食が終わってから、ずっと稽けい古こをしどおしなのだ。

「申し合せはしておらん。だがな、剣の稽古のときに、蹴りを入れる人間がどこにいる。試合なり実戦形式の稽古なら、こんな文句はつけん」

　ファーンは服についた埃ほこりを払うと、愛用の剣を半身に構えなおした。

「試合がしたいというなら、受けてたつぞ？」

「いや、せっかく聖騎士どのに剣術を教えてもらうんだ。もう少し、続けよう」

　ベルドは答えて、正規の騎士のように剣を正眼に構えた。

　ファーンに打ちこませて、その技を見るつもりだったのだが、ファーンがいかにも楽しげに剣で打ちかかってくるので、つい蹴りを出してしまったのだ。

　まったく予期してなかったらしく、ファーンはその蹴りをまともに受けた。

　不覚と言えば不覚なのだが、相手が申し合せと違う行動を取るなどとは、ファーンは考えてもいなかったようだ。

　そこがファーンの生まれと育ちの良さなのだろう。もちろん、実戦や試合ではそんな不覚を取る男ではない。

　ベルドたちがいるのは、ナシェルの館やかたの裏庭だった。

　館というより、ちょっとした城で、戦のときには王城オーバークリフの出城としての役割を果たすことになる。

　館には今、ナシェルとラフィニアの他に、騎士見習いとして預けられた少年が数人と、二十人ほどの従卒、それから召し使いと侍女が十人ばかり暮らしている。薬草師のタトゥスも、結局、執事に収まってしまった。

　そして、ベルドたち六人に加えて、先日、ハイランドの双子の王子が食客として寄宿するようになった。平時では考えられないような人物ばかりだが、魔神との戦が終わるまで、おそらく、寝起きをともにすることになろう。

　百の勇者のなかからも、毎夜、何人ずつかが館に招待されるようになっている。それぞれ、なかなかの人物で、ナシェルの人を見る目の確かさが分かろうというものだった。ただひとり、〝聖者〟なる人物だけは例外だったが……

　裏庭には菜園と家畜小屋があり、侍女や召し使いたちが忙しそうに働いている。湧わき水が噴き出る泉もあって、庭のなかを小川が走っている。小川は城の濠ほりに流れこみ、最後にはベレル川に合流するのだ。

　人が暮らすようになって間もないので、今は新しさばかりが目立っているが、そのうちに館としての風格が備るだろう。

　裏庭には、今、ベルドとファーンの他に、フラウスとニース、そしてフレーベがいる。ウォートは王城に詰め、魔神の奇襲に備えて、魔法の防御陣を敷いている。双子の王子は軍議に出かけているナシェルに代わって、百の勇者たちの宿舎のほうに赴いている。

　彼らの素性は、勇者たちのあいだでは周知の事実となっており、ナシェルの代理も十分に務まるのだ。ハイランドの王子なのだから、身分的にはナシェルより上だし、百の勇者としての実績もあるので、不満が出るはずもない。

　双子が名乗りでてくれたおかげで、ナシェルの苦労はかなり軽くなった。彼らは修業中の身なので、王城には入れないということに表向きはなっている。ナシェルには彼らの本心が分かっているので、あまり正体を公にしないよう約束している。もっとも、噂うわさが広まるのは押さえようもないから、そのうち、騎士たちの耳にも届くはずだ。それを、彼らがどう思うだろう。

　そのとき、ふたたび中庭に、剣けん戟げきの音が響きはじめた。

「……まだ続けるつもりなの？」

　フラウスが、あきれたように声をあげた。

　彼女自身も先刻まで武術の稽けい古こをしていたが、今は休憩し、ベルドとファーンの稽古の様子を見物していたのだ。

　どんな体力をしているのか、と思う。

　朝食後に稽古を始めてもう昼を過ぎているのだ。軍議を終えて、そろそろ館の主人であるナシェルが帰ってくるはずの時間である。休みなしに稽古を続けているのが、信じられなくなってきたのだ。

「最近、身体を動かしてなかったからな」

　ベルドは答えたが、ファーンのほうが剣を引いた。

「今日はここまでにしておこう。今度は貴公のほうが、格闘術を教えるのだぞ」

「格闘術と言えば聞えがいいが、オレの場合は喧けん嘩かのやり方だぞ」

「かまわん。何を覚えるかは、わたしが選ぶのだからな」

「可愛かわいげのない弟子だな」

「そんなものあってたまるか」

　ベルドとファーンが言い合うのを聞いて、フラウスは微笑を洩もらした。

　もう少し仲良くすればいいものを、と思う。正反対の性格だから、仕方ないのだろうが。

　フラウスは二人に、厚手の手て拭ぬぐいを投げかけた。

「ありがとう」

　ファーンは感謝の言葉を返し、ベルドは無言で受け取った。

「人間はわしらより非力な種族だと思っておったが、おまえたちを見ていると、それが妄信だったと思い知らされるわい」

〝鉄の王〟フレーベが戻ってきたベルドたちに声をかける。その手に酒杯が握られているのが、いかにも彼らしい。

「力比べでは、フレーベ王に及びません」

　ファーンが上着を脱いで、汗を拭ふきながら答えた。

　ベルドほどの体格はないが、鍛えられた筋肉は鋼はがねのようであった。
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「淑女の前なのですけど」

　フラウスがファーンに笑いかけた。

「今のわたしは、騎士ではありません。それより、あそこにいる男にこそ、忠告してやればどうです？」

　ベルドは全裸になって、菜園の向こうの泉に飛びこんでいる。秋も終わりにちかく、水はかなり冷たいはずだが、おかまいなしといった感じである。

　作物を手入れをしている侍女たちが、彼の裸体を恥かしげに盗み見ている。

　ファーンはベルドが何人かの侍女と関係を持っていることも知っている。館やかたの主人であるナシェルはそういうことには寛容なようで、仕事さえきっちり果たせば、私事には口を挟まないつもりらしい。

「ベルドはあんな人ですもの。言ったってしかたがないわ」

　フラウスは少し焦りながら言った。

（あの男には、甘いことだな）

　ファーンは思ったが、それを口には出せるはずがない。

　ベルドとフラウスが男女の仲であることは、館で暮らす誰もが知っている。聖女と野獣の組み合わせだと思うのだが、他人がとやかく言う問題ではない。

　フラウスはベルドこそがロードスを統一する英雄だと信じきっているのだ。

　赤髪の傭兵ベルドの名前は、確かにロードス全土に鳴り響いているし、彼を救世主のように思っている人々も多い。百の勇者たちも、勇者隊の本当の隊長は彼であると信じている。

　だが、ベルドがロードスの統一王になるのと魔神がロードスを征服するのに、どれだけの違いがあるか、ファーンには疑問だった。

　ベルドがロードスの統一に乗り出すときには、罪もない人の血が無数に流されるだろう。政治に関心がないのだから、そういうやり方しかできない男なのである。そして、征服後に、どういう統治をするかも想像できない。

　そのときには、命に代えても阻止すべきなのではないか、とさえ考えている。

　フラウスはベルドの心は闇やみに覆われており、自分にはそれを払うことができると考えているようだが、その闇がなくなれば、ベルドという人物は、消滅するようにも思うのだ。

（聖女であっても、感情と思考とを切り離すことはできないのだな）

　ファーンには最初、それが驚きだった。

　だが、最近では考えが変わってきている。感情があればこその思考である、と。それは不可分の関係にある。感情のない人間は、命令を与えられる前の魔法像ゴーレムのようなもので、思考しようとさえしないだろう。

　荒野の賢者でさえ、あれほど優れた頭脳の持ち主だが、己のうちにある感情を切り捨てられずにいる。彼の行動や思考のすべては、その感情に端を発していると言ってよい。

　そう言えば、ウォートは最近、ニース高司祭と仲睦むつまじい。彼らも似合いの組み合わせとは言いがたいが、男女の仲というのは結局、そういうものなのだろう。

（ベルドたちといると、いろいろ学ぶことが多い）

　ファーンは最近、そう思うようになっている。

　神の教えを信じ、女性を敬い、ひたすらに武芸を磨き、学問に打ちこんできた。それが騎士としての正しい生き方だと思っていたが、それは自分の独善だったようだ。

　だが、規範であることには間違いないのだ。

　ベルドなど、もっと規範を尊重すべきである。そうすればフラウスの言うとおり、英雄王の資格も出てこよう。

　もっとも、ファーンの見るところ、ベルドよりも英雄王の資質を持った人物は他にいる。そして、ファーンが迷っているのは、もしも彼がロードスの統一に立ち上がったとき、それを阻止せんとするべきか、その傍かたわらで剣を振るうべきかなのだ。

「ファーン卿！」

　館の裏口が開く音がして、若い声が響いた。

　振り返れば、館の主人ナシェルの姿があった。

「全員、食卓にお集まりください。出撃の命令がくだされました」

「勇者隊の初陣というわけか……」

　ひとりごとのように、ファーンはつぶやいた。

　勇者隊は、表向きには魔神と戦うために組織された軍団である。だが、荒野の賢者の真の狙いは、魔神戦争ともいうべきこの争乱を完全に終結させることにあろう。戦うべき相手を、魔神だけには限定してはいないはずだ。

　そして、戦が終わった後には、新しいロードスが誕生するはずだった。

（見極めねばな……）

　戸口に立つ若者の姿を見つめながら、ファーンは心のなかでつぶやいた。




　鏡がある。

　真銀ミスリルを平面に磨いた金属鏡であった。額の部分には上位古代語がびっしりと刻まれている。

〝真実の鏡〟と呼ばれている。古代王国最後のロードス太守が、五色の竜に託した秘宝のひとつである。付与魔術の奥義によって創り出された強力な魔法の宝物であった。

　今、その鏡に映っているのは、ひとつの食卓を囲んでいる人々の姿であった。

　そして、その映像を見つめる人物がひとり。

　自らは〝ロードスを憂う者〟と名乗っている。そして、〝灰色の者〟とロードスの歴史のなかには綴つづられている。

　その正体を知る者は、今のロードスには、おそらくひとり。

　真実の鏡のなかに映っている荒野の賢者ウォートだけ。

　鏡の魔力によって、〝灰色の者〟は魔神解放の真相をはじめ、数多くの真実を知った。荒野の賢者の目的も、ほぼ予測がついた。

　それを阻止するのは〝灰色の者〟の宿命であった。そのためにこそ、〝灰色の者〟となったのだから。

　世界を究極の破滅から救うために。

　そのためには、森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる天てん秤びんは小さく揺れつづけなければならぬ。長い目で見れば、それは均衡しているも同じであるゆえ。

（だが、どうやればよい）

　灰色の者は、自問していた。

　このまま放置すれば、ロードスは荒野の賢者が思い描くとおりになろう。だが、それを阻止しようとすれば、今度は魔神たちによってロードスが支配されるのだ。

（機会を待つしかない）

　しばしの思考ののち、〝灰色の者〟はそう結論づけた。

　おそらく機会は、一瞬しかない。その瞬間を逃すことなく、行動を起こさねばならないだろう。早すぎても、遅すぎても、待っているのは破滅だけである。

「新しいロードスなど永遠に来ないのだよ」

　鏡に映る人々に向かって、〝灰色の者〟は声をかけた。

　額サーク冠レツトにはめこまれた双そう眸ぼうのごとき宝石が、鈍い光を放った。
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　灰色の雲が空を覆っている。

　吹きつける風が冷たい。本格的な冬の訪れが近いことを、その風が感じさせる。

　風竜ワールウィンドに跨またがり、ナシェルは上空から〝勇者隊〟の行軍の様子を見つめていた。

　目指すは、〝高原の国〟リュッセンの王都。

　この街が魔神の奇襲を受けて、陥かん落らくしたのがおよそ半年前。リュッセンの騎士たちは奮戦したが、国王一家を逃亡させるのがやっとであった。この戦いで、リュッセンの竜尾騎士団は、完全に壊滅している。騎士の模範とも言えるその壮絶な最期こそが、モスの諸国を団結せしめ、連合騎士団再編の直接のきっかけとなった。

　先頭を行くのはハーケーン第二王子バーランの補佐のもと祖国解放の悲願に燃えるリュッセン亡命王へスラーが率ひきいるモス連合騎士団の二千騎。そして、バーランが本来、将軍職を務めているハーケーンの竜炎騎士団一千騎が、副将格の上級騎士に率いられて、その後に続く。両騎士団はそれぞれ数千人の兵士、従卒を連れている。

　それから、攻城兵器と食糧や補給物資を満載した荷馬車の姿がある。

　そして、最後尾に長々と隊列が続いているのが、ナシェルが預る勇者隊だ。

　前方を行く騎士団の整然たる行軍に比べると、いかにも雑然とした行進ぶりである。ところどころで列が途切れているし、道からはみだして歩いている者までいる。

　行軍のあいだに、ナシェルは隊列からこっそり離れてゆく人々の姿を、何度となく目撃している。魔神との戦いくさを目前にして、恐れをなして逃亡したのだ。

　ナシェルは、それらの逃亡者を見て見ぬふりをしている。戦う意志のない者には、早々に立ち去ってもらいたいのが本音だからだ。

〝竜のドラゴン尾テイル〟リュッセンは〝高原の国〟の別名が示すように、広大な高原地帯に興おこされた国である。牧畜が盛んで、良質の馬を産することで知られている。モスの騎士団の軍馬は、ほとんどがリュッセンで生産されたものだ。

〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンと〝竜ドラのゴンブ炎レス〟ハーケーンのふたつの大国に挟まれているため、常に慎重な外交を強しいられてきた。

　マスケトのような城じよう塞さい都市ではないので、街へ攻め込むのは難しくない。だが、それだけに王城は堅固であり、攻め落とすのは容易ではない。

　敵が城に籠こもるのか、それとも討ってでてくるかで、戦い方は大きく違ってくる。

　ナシェルとしては城攻めよりも野戦で決着をつけたいと思っているが、敵がどのように動くかは分からない。今回、従軍している竜騎士はナシェルひとりだから、もう少しリュッセンに近づけば、偵察に赴かねばならないだろう。

　もっとも、最初に攻略しなければならないのは、国境に設けられた砦とりでだ。小さな砦だが、山の斜面に建てられているため、攻めるのはなかなか難しい。

　もちろん、攻撃より先に降伏勧告が行なわれる手て筈はずである。敵の士気がどれほどかは分からないが、うまくゆけば戦いにならずに済むかもしれない。

　ナシェルはもちろん、そうなることを願っている。

　降伏した人間は決して殺さぬようにと、出撃前に全軍は申し合せている。

　もっとも、それがどれだけ守られるかは怪しいかぎりだ。戦場はある種の狂気が支配するものだからである。その狂気に取り憑つかれ、慈悲を乞こう相手を刃にかけるということは、よくある話なのだ。

　捕虜は戦が終わった後、ハイランドへ護送され、裁きにかけられることになる。

　魔神に与くみした者に、どんな罰が相応ふさわしいか、ナシェルには分からない。

　ブルーク王への忠誠を貫いたスカードの騎士たちが裁かれ、スカードの王子であったナシェルが裁かれないということには複雑な気持ちだ。

　だが、確実に言えるのは、ナシェルは生まれや立場を忘れ、己の意思で魔神と対決するのを選んだということだ。彼らスカードの騎士たちにも、そうする機会はあったはずなのだ。必ずしも、忠誠心ばかりではない。野心もあってこその決断だったであろう。

　その日は、早めに野営をすることになり、翌朝も比較的遅く、行軍を再開した。

　そして、リュッセン解放の軍勢が国境の砦に到着したのは、昼を過ぎたころであった。

　早速、連合騎士団から使者が出され、降伏の勧告が行なわれた。だが、その返答は否だった。それも使者を弓で射殺すというもっとも非道な方法で、拒絶の意志を示したのである。

　それを見た瞬間、ナシェルは精霊使いのひとりに風の精霊の守りをかけてもらい、砦に向かってワールウィンドを駆りたてた。

　無数とも思える矢が射ちあがってくる。しかし、ワールウィンドに当たった矢は、その硬い鱗うろこを貫くことはできなかったし、ナシェルに向かってきた矢は、精霊魔法の力でひとつ残らず逸されていった。

　ナシェルは敵の弓兵を片端から弩弓いしゆみで狙い射ちにする一方、ワールウィンドに炎を吐かせて、砦の建物を燃えあがらせた。

　同僚を殺され、怒りに燃えるモス連合騎士団の騎士たちは馬から降り、崖がけをよじ登って砦に迫った。砦の敵兵は、ワールウィンドの攻撃で混乱の極みにあったから、騎士たちは楽々と砦に取りつくことができた。

　だが、城壁と城門に阻まれ、内部には侵入できない。攻城兵器も、山の斜面の砦に対しては使えるはずもない。

　立ち往生する騎士たちの頭上に、矢や石、更に熱湯などが降り注ぐ。

　ナシェルはワールウィンドに命じて、砦の壁に体当たりをさせた。石を積みあげただけの簡単な城壁だったので、風竜の強烈な一撃で、見事に崩れ去った。

　侵入路が空いたところへ、騎士たちが殺到してゆく。

（勝ったな……）

　連合騎士団の若者たちが次々と砦に侵入してくるのを見て、ナシェルはワールウィンドを空高く舞いあがらせた。




　国境の砦は短時間のうちに陥落した。

　砦にいた魔神は、三体の下位魔神と一体の上位魔神だけ。だが、この魔神のために、砦に駐留していた部隊は、降伏勧告を受け入れられなかったのだ。

　スカード王に忠誠を誓った上級騎士および隊長格の傭よう兵へいには、必ず魔神が護衛につく。だが、実のところ、それは監視なのだ。もしも、降伏勧告に応じていたら、砦の騎士隊長は、護衛のはずの魔神によって、瞬時に殺されていただろう。

　スカードに潜入したおりに、ナシェルはその事実を知った。

　人間たちが魔神を支配しているのではなく、魔神が人間を支配しているのではないかとの思いをそれで強くしたのだ。

　もっとも、自分の命惜しさに使者を殺し、無駄に部下の血を流したわけだから、弁護の必要はない。バーランは生捕りにした砦の傭兵隊長を斬ざん首しゆに処し、魔神の首とともに街道に晒さらした。

　野蛮な行為であるとナシェルは思ったが、それで騎士団の気勢があがったのも事実である。血に飢えるぐらいの気持ちにならなければ、戦場では気後れするものだ。理性を保ったまま戦場に立てる人間のほうが、むしろ常人ではないのかもしれない。

　国境の砦を攻め落としたふたつの騎士団と勇者隊は更に軍を進め、街道沿いにあった村々を解放しつつ、リュッセンの街へと迫った。

　解放された村人たちは、騎士団を歓喜で迎え、魔神に統治されていた恐怖を口々に語った。何人もの若者が兵士として連れ去られ、若い女たちもその多くがリュッセンの王城で働かされているという。村の財産も、ほとんどが没収された。

　魔神解放以前と同じ統治が行なわれているスカードとは、明らかな差別がある。

　それは武力で占領した王国に対する処置なのか、それとも魔神の王がその本性を現わしつつあるのかは分からない。

　人間を皆殺しにしたいのか、それとも人間を支配して魔神の王国をこのロードスに興すつもりなのか、魔神王の考えはナシェルにも読めない。異界の住人だけに、精神構造が異なっているかもしれないから、擬人化して考えを進めるのも危険なのだ。

　リュッセンの街まであと僅わずかという所に来たとき、西の空に日が落ちた。

　当然、野営となる。

　勇者隊にとって、戦場での敵地での野営は、これが初めてだ。敵が騎士たちなら、夜襲の心配はまず不要だ。日没による停戦は、モスの戦いの不文律だからである。だが、魔神にとっては、夜こそが活動時間だ。襲撃を警戒しないわけにはゆかない。

　ナシェルは長い時間をかけて、勇者たちに野営の準備を指示し、五人のうち一人は見張りに立てておくよう注意した。篝かがり火びを盛大に焚たかせ、松明たいまつも大量に用意させておく。

　準備が終わると、ナシェルは野営地の外れで待機しているワールウィンドに子牛を一頭与え、自身は麵麭パンと干し肉とで夕食とした。

（己おのれが狩った獲物でなければ、旨うまいとは思えぬ）

　食事を取ったあと、ワールウィンドはそんな意志を伝えてきた。

「知っている。しかし、狩った獲物でも、人間だけは食べないでもらいたいな。人肉の味を覚えた竜は、それ以外、食べようとしなくなるという言い伝えがあるから……」

　ナシェルは苦笑まじりに答えたものだ。

　それから、明日からの戦いについて協議するため、ナシェルはベルドたちのところへ戻った。

　ベルドとファーンの二人には、実戦では本隊直属の勇者たちを、指揮してもらうつもりである。はっきりした部隊分けは行なっていないが、傭兵出身者はベルドが率いて、自由騎士たちはファーンが統率することになるだろう。

「魔神は攻めてきますでしょうか？」

　ベルドたちと打ち合わせをしているナシェルの姿を認めて、大地母神に仕える高司祭ニースが声をかけてきた。

　質素な白い神官衣に、べったりと血ち糊のりがついている。彼女は昼間から戦で傷ついた者たちの治療に当たっていたから、そのときについたものだろう。

　それでも、彼女の清せい楚そな美しさは少しも損われることはない。長い黒髪を紐ひもでくくって、まとめている。怪け我が人にんを治療するとき、邪魔にならないようにそうして、そのまま忘れているのだろう。

　多忙であったし、疲れもしたはずだ。だが、この偉大なる聖女は、そういうときにも他人を元気づける笑みをその顔から絶やさないのだ。

　だが、今、その笑みはない。

「根拠はありませんが、来るような気がします」

　ナシェルは、ニースに答えた。

　魔神の主力はリュッセンに駐留している、とナシェルは予想している。その魔神が攻め寄せてきたモスの軍勢をそのままにしておくとは、思えないのである。

　魔神たちの行動はいつも予測が難しい。

〝勇者隊〟の初めての実戦が夜戦になるのは、歓迎できることではない。それでなくても統率が取れていないのに、乱戦になるのは必至だった。

　だが、勇者たちの実力を、ナシェルは信じたいとも思っている。

「覚悟しておきましょう」

　ニースは、力なく微笑ほほえんだ。

　それから、思いだしたように髪をほどき、何度か指ですくって、落ち着かせる。

　長いあいだ紐で結んでいたため、彼女の髪は何段かで緩く波打っていた。艶つややかな黒髪に、炎の色が鮮やかに映っている。

「そこでなのですが……」

　焚たき火びを囲んでいるベルドたちに、ナシェルは声をかけた。

　フロイとリーゼンのふたりを除いて、ナシェルの館やかたの客人たち全員が集まっている。双子の王子は騎士たちと会うのを避けるため、ナシェルたちとは別行動を取っているのだ。

　一同の視線が、ナシェルに集まる。

「疲れておいでだとは思いますが、今夜は全員で、野営地の巡回を行ないたいと思います。魔神が現われたら、それぞれの判断で周囲にいる勇者たちの指揮を取ってください。乱戦になるのが避けられないからには、皆がかたまっているのは良策ではないと思うのです」

　ナシェルは何人かの勇者たちにも同様のことを頼むつもりだった。

　すべて一対一で魔神と戦えるだけの実力の持ち主である。百の勇者たちのなかでも、それほど人数がいるわけではない。

「魔神が襲ってくるかと思うと、恐ろしくて眠れないからね。手伝わせてもらおう。しかし、わたしひとりで行動するのは勘弁してもらいたいね。魔法をかけるあいだ、誰かに守ってもらわなければ……」

〝大ウイ魔ザ術ーズ師スのタツ杖フ〟の先で、地面に何事かを書きつけていたウォートが、顔を上げながら言う。

「わたしが、御一緒いたしましょうか？」

　瞑めい目もくし、一心に祈りを唱えていたふうのニースが、遠慮がちに申し出る。

「少しの間なら、魔神を引き受けることができると思います。それ以上は自信がないので、ウォート様の魔法の力に頼ると思いますが……」

「それがいいでしょうね」

　ナシェルも賛成だった。

　ニース高司祭も戦いの訓練は積んでいるし、その技もなかなかだが、体力的に劣っているのは否めない。彼女が武器として使う細身の小剣では、魔神に致命傷を与えるのは不可能だろう。

　だが、ウォートの魔術と組み合わせれば、驚異的な力となろう。

「わたしたちはいいけれど、ナシェルは休んでいたほうがよくなくって。昼間の戦いでも、あなたがいちばん働いたのだし……」

　フラウスがナシェルの顔を見つめながら言った。

「明日の戦いでも、指揮を取らねばならないのでしょう？」

「まだまだ大丈夫です」

　ナシェルは、明るい声で答えた。

「騎士たる者、無理をせねばならないときもある。ナシェルにとっては、今がそのときだろう」

　ファーンがそう言って、ナシェルへの励ましの言葉を続けた。

「二日や三日程度ならば、不眠不休で働いてみせましょう」

「それは頼もしいこと。だけど、張り切りすぎて、倒れないようにね」

　ナシェルの言葉に、フラウスが可笑おかしそうに声をかけた。

「ならば、行くとするかの？」

　結論は出たとばかり、フレーベがゆっくりと立ち上がった。

　魔神によって滅ぼされた石の王国の鉄の王は、完全な戦支度である。全身をくまなく覆う真銀ミスリルの鎧よろいと、やはり真銀の鉾ほこ槍やりで武装していた。

　勇者隊のなかには、北のドワーフ族の戦士たちも徐々にではあるが集まりつつある。現在はまだ少数だが、そのうち数は増えてくるはずである。北の族長は、鉄の王国に留とどまっているらしいので、当然のように大地の妖精族はフレーベのもとに集まっている。

　勇猛で知られるドワーフ族の戦士たちだけに、やがては勇者隊の中核になってくれるだろうと、ナシェルはひそかに期待している。

「オレたちは適当に野営地を回っていればいいんだな？」

　フレーベに続いて、ベルドも立ち上がった。

　ファーンにウォート、ニースにフラウスもそれに続く。互いに視線をかわして、うなずきあうと、英雄たちは思い思いの方向に散っていった。

「お願いいたします」

　ナシェルは答え、自身も歩きはじめた。

　選ばれた勇者たちに野営地の巡回を頼むためであるし、連合騎士団と竜炎騎士団の将軍たちとも、明日の戦について申し合わせておく必要がある。

　高原の柔らかな草を踏み締めながら、ナシェルは、長い夜になりそうだな、と心のなかでつぶやいた。
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　ナシェルがふたたび野営地に戻ってきたのは、夜もかなり更けた頃だった。

　騎士団を率いる将軍たちとの話し合いが、意外に長引いたためである。

　昼間の戦いの勝利で、両騎士団の士気は非常に高かった。ヘスラー王もバーラン王子も、明日の戦いの勝利を疑っていないようだ。

　水を差すようで気が引けたが、ナシェルはバーランたちに魔神による夜襲があるかもしれないことを警告し、備えを怠らぬよう進言した。

　バーランたちは意外にもナシェルの進言を率直に聞き入れてくれた。魔神たちの恐ろしさを、幾度かの苦い戦いにおいて思い知らされているためだろう。

　話し合いが長引いたのは、明日の戦の布陣について意見が対立したためだ。

　ナシェルは敵が籠ろう城じようした場合には、勇者隊を先陣に立てるよう願い出た。魔法を使えば、敵の城門を突破するのは、比較的容易だと思えたからである。

　だが、先陣を務めるのは、騎士にとってはなによりの名誉だ。その名誉を、勇者隊に譲ることに、バーランたちは難色を示した。

　ナシェルは魔法を使って、どのように敵の城を打ち破ってゆくかを具体的に説明し、それは勇者隊でなければ実行不可能であることを強調した。

　攻城塔や破城鎚、投石機といった攻城兵器を使っての攻撃は正攻法ではあるが、城側にはそれに対する防御兵器もあり、短時間で城を攻略するのは難しい。夜になれば魔神の襲撃を恐れねばならないのだから、何としてでも、明日中にリュッセンの城を陥落させねばならない。

　結局、バーランはナシェルの意見を容認したのだが、それはナシェルの説明に理解を示したというより、勇者隊のお手並み拝見という気になったからのようだ。城攻めは犠牲者が多く出るので、騎士団の戦力を温存したいという思いもあったかもしれない。

　とにかくも、明日の作戦が決まった。

　勇者隊の野営地に戻ると、ナシェルは休む間もなく、巡回を始めた。

　百の勇者の野営地は、夜になっても騒がしかった。

　もとより勇者隊には規律も何もない。酒を飲む者もいれば、賭かけ事に興じる者もいる。見張りを立ててほしいとのナシェルの意向さえ、とても徹底されているようには見えない。

　ナシェルは、しかし、彼らのやりたいようにさせるつもりだった。

　魔神が出てくれば、いやがおうにも戦わねばならない。そのときこそ、彼らの真価が問われることになる。

　だが、夜半を過ぎても魔神は姿を現わさなかった。

　勇者たちの多くは毛布に包くるまって眠りにつき、見張りの姿が篝かがり火びの明かりのなかに、ぽつりぽつりと浮かんでいる。

　ナシェルはその一人、一人に労ねぎらいの言葉をかけていった。

（魔神たちは必ず襲撃しにくる……）

　刻々と時間は過ぎてゆくが、その思いは強くなるばかりだった。

　ときおり夜空を見上げては、魔神たちの姿がないか探し求める。空は曇っていて、星々の明かりはまったくない。月も雲に隠れて、朧おぼろに光っているだけ。

（明日は雨かもしれないな）

　ナシェルは思った。

　今夜がほとんど闇やみ夜よであることや、明日が雨かもしれないことは、勇者隊にとって歓迎できることではない。だが、この程度のことで、天を恨うらむわけにもゆかない。

　そんなことを漠然と思っているときだった。

　轟とどろくような爆発音が、突然、響いた。

　ナシェルは咄とつ嗟さに音の方を振り向き、そこに膨れあがる炎の塊を見た。

「火球の呪文か！」

　ナシェルは思わず叫んだ。

　魔術師たちが使う古代語魔法に属する強力な攻撃魔法である。そして、魔神たちもこの系統の魔法を使うのだ。敵、味方のどちらが唱えたのか分からないが、魔神が襲撃してきたのは間違いない。

　ナシェルは炎の爆発があった場所に走るようなことはせず、周囲と上空を見渡し、魔神の姿を探し求めた。

　そして、見つけた。

　空に舞う黒い影が、ひとつ、ふたつ……

「魔神なのか！」

「どこが襲撃された！」

　百の勇者たちが口々に叫ぶ声が、辺りに響く。

「あわてないで！　むやみに動くと同士討ちになります。その場に留とどまり、松明たいまつを手にしてください。そして、できるだけ散らばるように。魔神たちは、空から魔法をかけてきます！」

　騒然とする勇者たちに警告の声をあげつつ、ナシェルは背中から弩クロス弓ボウを取りだした。

　そして、腰に吊つるした矢筒から矢を三本取りだし、そのうちの一本を装そう塡てんする。

　空が暗いこともあり、さすがに狙ねらいはつけにくい。それでも、何とか狙いを定め、一発目を発射した。

（当たった）

　手には伝わらないが、その実感はあった。

　だが、一発、射ちこんだぐらいで息絶えるような魔神ではない。

　次の瞬間、ナシェルのすぐ近くで、青白い閃せん光こうが帯状に走った。

　その光に打たれ、ひとりの勇者が悲鳴をあげて地面に倒れる。その身体から白い煙が立ち上り、肉の焼ける匂いが漂った。

〈電ライトニン撃グボルト〉の呪文である。やはり、古代語魔法に属する攻撃呪文だ。

　ナシェルは思わず唇を嚙かんだ。

　空から魔法で攻撃されていては、なかなか手が出せない。飛び道具で攻撃するしかないのだが、外れたときには味方の頭上に矢が降りそそぐことになる。

（ワールウィンド！）

　ナシェルは心のなかで叫び、竜笛を取りだした。

　そして、大きく息を吸いこんで吹き鳴らす。

　音はしない。だが、それは人間の耳には聞えないだけで、竜には届くのだ。

　風竜のあげる咆ほう哮こうが、彼方かなたから轟とどろいてきた。

　ワールウィンドはすぐにやってくるだろう。もっとも、今は鞍くらを外しているので、乗りこむことはできない。

　だが、ワールウィンドはナシェルの命令に従い、動いてくれる。魔神たちを上空から威圧することはできる。魔神を地面に降ろすことが、肝心なのだ。

　夜の闇に隠れながら、魔神は空を移動し、ときどき制止しては攻撃魔法をかけてくる。魔神は肉体のみならず、強きよう靭じんな精神を持っているから、一度や二度、魔法を唱えたぐらいでは消耗しない。

（何とかしなければ）

　そう思ったときだった。

　そこかしこから、青白い光の球が夜空に浮かびあがるのが見えた。

　それが味方の精霊使いたちが召喚した光の精霊ウィル・オー・ウィスプであることに、ナシェルは気づいた。ナシェルのすぐ近くにも、一個の光の球が浮かびあがる。光の精霊はゆらゆらと空を泳いで、闇のなかから一体の魔神の姿を浮かびあがらせた。

「そこか！」

　ナシェルは弩弓を構え、素速く狙いをつけた。

　だが、魔神のほうが、一足早く動いた。呪文を詠唱し、閃せん光こうがふたたび地面を走りぬける。

　電撃の呪文を浴びて、何人かの勇者が弾はじき飛ばされる。

　だが、呪文をかけるときには、いかに魔神とはいえ、空中で制止していなければならない。魔神が動くより先に、ナシェルは弩弓の引金を引いた。

　狙いどおりに、魔神の眉み間けんに突き刺さる。

　おぞましい悲鳴をあげて、魔神は地面に落ちた。

「それ！　仕留めろ!!」

　落下地点の近くにいた勇者たちが、それぞれの武器を手に、魔神に殺到してゆく。

　眉間から真っ黒な体液を流しながらも、群がる人間たちに向かって、魔神は鉤かぎ爪づめを振るい、牙きばを剝むいて反撃しようとする。

「うおっ！」

　真っ先に駆けつけた勇者が鉤爪で腹を裂かれ、苦痛に呻うめきつつ仰向けに倒れる。

　だが、魔神の抵抗もそこまでだった。次の瞬間には二本の槍やりで胸と腹を貫かれ、大斧の一撃によって、右足を切り落とされたのだ。

　たまらず、魔神は崩れる。

　その頭めがけ、ひとりの勇者が大剣の一撃を振り下ろした。頭を断ち割られて、魔神は一度ぐらりと揺れてから、前のめりに倒れた。しばらくのあいだ二本の腕が獲物を探し求めるかのごとく動いていたが、それもすぐに止まる。

「討ち取ったぞ！」

　勇者たちから、勝利の雄お叫たけびがあがった。

「お見事です！」

　魔神を仕留めた勇者たちに、ナシェルは賞賛の声をかけた。

　臆おくするところのない戦いぶりは見事であった。ナシェルは勇者隊が十分、魔神に対抗できるのを実感した。

　だが、そのとき、

「もう一体、いるぞ！」

　警告の声がしたかと思うと、ナシェルは背中に衝撃を受けた。

　魔法の攻撃を受けたのだ。〈電撃〉ではなく〈光エネルのギー矢ボルト〉の呪文のようだ。古代語魔法の呪文のなかでは初級に属し、威力も当然、強くはない。

　激痛は走ったが、耐えられないほどではなかった。肉体と精神を鍛えていれば、魔法に対する耐性も身につくものである。魔法の攻撃をひとつふたつ受けたぐらいで倒れているようでは、勇者たちをまとめる資格などないというものだ。

　ナシェルは振り向きざまに、空に浮かぶ魔神に向かって弩弓を発射した。

　狙いは外さなかったが、急所には当たらなかったようだ。魔神は空に舞いあがり、闇のなかに消え去った。

　精霊使いが操る光の精霊がゆっくりと動いてきたが、その光の範囲からも魔神はすぐに離脱していった。当然、二撃目は放てなかった。

「おい、大丈夫か？」

　近くにいた男が、心配そうに声をかけてきた。

「不覚でした」

　ナシェルは苦笑まじりに答えた。

　もっとも、魔法による攻撃は狙われたが最後、避けようがないのだが……

「ま、気をつけねぇとな」

「お互いに」

　ナシェルはそう答えると、闇のなかに消えた魔神の姿を追い求める。

　そのとき、突然、激しい風が巻き起こった。

　そして、次の瞬間、空から何か大きなものが地面に落ちてきた。鈍い音をたてて、それは地面に叩きつけられる。

　ナシェルはその場に駆け寄って、その正体を確かめた。

　魔神だった。全身が無残に潰つぶれ、どす黒い体液にまみれている。

　とどめをさすまでもなく、完全に動きが止まっている。勇者たちも、誰ひとり近づこうとはせず、魔神の骸むくろを気味悪そうに見つめているだけだった。

「誰がやったんだ？」

　近くにいた勇者が、そうつぶやいた。

　ナシェルには、もちろん、その答は分かっていた。

（ワールウィンド！）

　ナシェルは夜空のなかに風竜を探し求めたが、闇に阻まれ、姿は見えなかった。遥はるか上空にいるようだ。そうでなければ、ワールウィンドの翼が巻き起こす突風に、篝かがり火びなど吹き飛んでしまっているはずだ。

（我に使命を与えよ）

　風竜の意思が、虚空から返ってきた。

（今の要領でいい。魔神どもを地面に叩き落としてくれ！）

　ナシェルは心のなかで念じ、命令を伝えた。

　ワールウィンドは竜族のなかでも上位に属する老エルダ竜ード種ラゴンである。そして、もっとも強力な翼を持ち、最速で空を駆ける風エアド竜ラゴンでもある。

　いかに相手が魔神とはいえ、空の戦いで遅れを取るはずがない。これまでにも何体もの魔神をその牙きばで屠ほふり、炎で焼きつくしていた。

（承知……）

　ふたたび風が巻き起こり、ワールウィンドの意思が離れていった。

　ナシェルは状況を確かめるべく、四方に目を向けた。

　百の勇者たちと魔神との戦いは、野営地の各所で繰り広げられていた。

　勇者隊の混乱ぶりは、手に取るように分かる。だが、逃げだす者はいないようだ。雄々しい掛け声が、そこかしこからあがる。

　戦況全体を把握するどころではなかった。ナシェルは勇者たちの幸運を祈りつつ、ひたすら戦場を駆け巡った。
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　魔神の襲撃は、夜明けまで続いた。

　夜が明けたとはいえ、空には厚い雲が覆い、今にも雨が降り出しそうな天候だった。そして、大地には魔神と人間の死体が散乱していた。

　討ち取った魔神の数はおよそ二百、それに対して、勇者たちは千人近くが帰らぬ人となった。怪け我が人にんの数は、その三倍ほど。全体のおよそ三分の一ほどに被害が出たことになる。

　被害を見るかぎり、勝ち戦とはとても言えない。だが、致命的な敗北を喫したわけでもない。

　怪我人をこの場に残しても、およそ八千の軍勢がリュッセンへと進軍できる。

　モス連合騎士団や竜炎騎士団の野営地にも、魔神の襲撃は行なわれた。だが、その規模は大きくなく、敵、味方とも僅わずかな被害が出ただけであった。

「一度の戦いで、二百もの魔神を討ち取ったことは過去にありません」

　ナシェルは勇者たちの代表を集めて、そう呼びかけた。

　笑顔を浮かべ、戦果に満足しているふうを装う。戦とは、第三者が判定するものではない。乱暴な言い方をすれば、負けたと思わないかぎり、負けてはいないのだ。

「出発を遅らせますゆえ、しばらく休んでください。リュッセンの街は目前です。恐怖に怯おびえる住人たちを、魔神から解放いたしましょう」

　ナシェルの言葉に、勇者たちの代表たちは、我が耳を疑った。

「ほんの数刻前まで戦っていたのだぞ、攻撃は明日に延期すればどうだ？」

　そんな不満の声が誰かから返ってきた。

「それが常識でしょうな……」

　ナシェルのそばに控えていた〝聖者〟が、教師が教え子に説き聞かせるような言い方をした。

　彼はいつも三人の戦士を、護衛のように付けている。

「昨夜の悪夢を繰り返したいならば、それでもいいでしょう」

　ナシェルは静かに言った。

　そして、その事実を思い出させるように、無言で勇者たちを見つめていった。

「夜の闇は、魔神たちに味方します。それならば、昼間のあいだに、戦を挑もうではありませんか？　リュッセンの王城を攻め落とし、そこに駐留する魔神の軍団を駆逐すれば、夜襲に怯おびえることは、もはやありません」

「今日中に攻め落とすつもりなのか？」

　正気を疑うように、誰かが発言した。

　その意見に同意するように、ほとんどの代表たちがうなずく。

「そのつもりです」

　ナシェルはあっさりと答えた。

「そうしなければ、肉体的にも精神的にも疲れ切った状態で夜を迎えます。無限の体力を持つ魔神たちに、今夜も襲撃されれば、持ち堪こたえられるとは思えません」

　ナシェルの説明はあくまで淡々としていたが、それだけに、その一言、一言が勇者たちの心に沁しみこんでいった。

「やるしかないということか……」

　誰かが、ぽつりと言った。

「今日中にリュッセンを攻略しなければ、我々の負けです。そして、その敗北によりロードスの命運はつきるかもしれません」

　これだけの大軍を擁ようしてのリュッセン攻めである。失敗すれば、魔神の軍団の実力だけが際立つことになる。そのとき、モスの諸国は、どのような決断を下すか分からない。魔神領となったリュッセン、マスケトは、ハーケーン、ヴェノン両大国の喉のどもとに突きつけられた短剣も同然なのである。

　両国がスカードに降伏するということも、十分にありえる。

　魔神の軍団を率いているのが、スカード王たるブルークであるならば、おそらくそのほうが得策なのだから。

「それならば、今すぐ出発したほうがよくないだろうか？　多少、疲れてはいても、そのほうが城攻めにかけられる時間は長くなる」

　騎士の出とおぼしき勇者が、そんな提案を行なった。

　勇者たちのなかにはうなずく者もいたし、首を横に振る者もいた。

「今すぐ出発するのは、無理というものです」

　反対意見を代表するように、青色の長衣をまとった魔術師が言った。

　疲れているからというのが、その理由であった。

「それでも、戦わねばならないときはある」

　別の誰かが言った。

　その発言がきっかけとなり、勇者隊の代表たちのあいだで討議が始まった。

　ナシェルは発言を控え、それぞれの意見に耳を傾ける。

　有意義な意見もあれば、突拍子もない意見もあった。だが、意見を戦わせるのは、悪いことではない。ひとつの軍との意識を持つきっかけとなる。

　議論は長々と続いたが、やがて平行線を辿たどっていた。これ以上の討論は無益と知った代表たちは、沈黙を守るナシェルを振り返った。

「ナシェル卿きようの御意見をうかがいたいものだ」

　今すぐの出発を最初に提案した勇者が、ナシェルに声をかけた。

「やはり、休みましょう」

　僅わずかな間をおいてから、ナシェルは言った。

「今から出発すれば、確かに長く戦えるように思います。ですが、魔神との戦いに疲弊しきった我々に、長く戦い続けることができるでしょうか？　それよりは、たとえ限られた時間しかなくとも、果敢に攻めたほうが成果が得られると思います」

　ナシェルの言葉のあと、勇者たちのあいだに、しばしの沈黙が流れた。

「……簡単に言ってくれる」

　戦斧を手にした傭よう兵へいあがりの男が、ぽつりと言った。

「城ひとつ攻め落とすのに、たった四半日の時間しかないなんてよ」

「しかし、やるしかない」

　男のそばにいた槍使いの戦士がうなずいた。

　その他の代表たちも、覚悟を決めたようにうなずいてゆく。

「ロードスの意志が、それを望んでいるのでしょう」

　締めくくろうとするように、〝聖者〟が得意の台詞せりふを、ナシェルに言った。

　その台詞を言うとき、彼は恍こう惚こつとした表情を見せる。自分自身の言葉に酔いしれているのだ。

「ならば、勝利は疑いありませんね」

　ナシェルはにっこりと微笑ほほえみつつ、聖者に答えた。

　魔神を見破るという聖者の奇跡は、〝ロードスの意志〟に与えられたものではなく、彼の心にある一種の狂気によって生みだされたものではないか、とナシェルは思うようになっている。

　狂気を司つかさどる名もなき女神は、芸術家と呼ばれる人々のあいだに、ひそかに信仰されている。この狂気の女神は時に、超常的な能力を人に与えると信じられているためだ。聖者は我知らぬうちに、女神の抱擁を受けたのかもしれない。そして、魔神の入れ替わりを見抜く〝目〟を与えられた。

　言わば、〝聖者〟は芸術家である。そう思えば、高潔とは言えないこの人物にも、敬意を抱くことができる。

　そのあと、ナシェルは勇者隊の代表たちに、どのように城を攻めればいいかを示し、魔法使いたちのために魔晶石を配っていった。

　金鱗の竜王が守っていた莫ばく大だいな財宝のなかには、魔晶石と呼ばれる純粋な魔力の結晶体が、大量に見つかっている。古代王国時代には貨幣がわりに使用されていたらしいが、結晶体を使うと、魔法をかけても術者自身の精神の消耗が少なくて済む。

　高価な魔法の宝物である。だが、魔法こそが勇者隊にとっての攻城兵器だから、それをより有効に使うためには惜しんでなどいられぬ出費だ。

「それでは、方々の武勇を祈ります」

　そう締めくくって、ナシェルは軍議を解散した。




「……なかなか、将軍らしくなってきたわね」

　草のうえに気持ちよさそうに横になっているベルドに向かって、フラウスは微笑みかけた。

　長くなってきた髪が風にそよいで、金色の草原のように揺れる。

（そう言えば、この人と旅するようになってから、髪を切っていない）

　フラウスは、ふと思った。

　しかし、まだ戦いの邪魔になるほどではない。

　目を閉じているものの、この赤毛の戦士が眠っていないことは、息で分かる。毛皮をまとっているだけで、半分がた裸の胸がゆっくりと上下している。鎧よろいなど不要とさえ思えるほど、彼の胸板は厚く、硬い。

（この胸に自分は何度、抱かれたのだろう）

　抱かれるたびに、ベルドの心が伝わってくるような気がしている。

　彼の心は外見の荒々しさと異なり、不思議に穏やかだ。だが、その穏やかさの向こう側に、炎のような激情が見え隠れしている。

　その炎を、他ならぬベルド自身が扱いかねている。剣を振るうのも、酒を飲むのも、女を抱くのも、心の内にある炎の吐け口を探そうとする行為なのではないか、とフラウスには思えるときがある。

　そして、その心を閉ざしているのが闇。

　その闇を打ち消し、内なる炎を正しく導けば、ベルドは英雄王としての資質を身につけることになる。それこそが、至高神ファリスから与えられたフラウスの使命なのだ。

「ナシェルが将軍か？」

　フラウスがかけた言葉に、ベルドの眉まゆがぴくりと動いて、その目が開かれた。

「ええ、勇者隊の将軍。誰もが、それを認めつつある……」

「賛成できんな」

　ぼそりと言って、ベルドはフラウスに背を向けるように寝返りを打った。

　フラウスは戸と惑まどいを覚えながらも、ベルドの次の言葉を待った。だが、もともとが無口なこの戦士は、その後を続けようとはしなかった。

「もちろん、あなたは最高の戦士だわ。百の勇者のなかの一人の英雄。双子の王子が連れている吟ぎん遊ゆう詩人が、そう歌っていた。魔アー神クデー将モンを倒した名誉は、あなただけのもの……」

「そんなもの犬頭鬼コボルドに喰くわしてやれ。オレが魔神を倒すのは金のため、そして楽しみのためだ」

「だから、あなたは……」

　心に闇を抱えるのだ、とフラウスは続けようとしたが、言っても無駄なことは分かっていた。

　そこで言葉を切り、困ったように笑う。

　まだ機が熟していないのだ、とフラウスは思っている。魔神との戦いは、今後、ますます苛か烈れつになってゆく。そのなかでベルドは〝一人の英雄〟たる資質をきっと示す。そして、その資質に彼自身が気づいたときこそ、新しいロードスが始まるのだ。

「魔神将を倒せる戦士はあなただけ。だから、今はナシェルを助けてあげて……」

「助けなど要るものか」

　フラウスに背を向けたまま、ベルドは言った。

「オレが助けずとも、ナシェルは魔神などに負けはせんさ。もちろん、オレも戦う。魔神将がいれば、今度もオレが首を取る。だが、それはナシェルのためではない。オレ自身のためだ」

「あなたの助けがなくても、ナシェルは負けない……」

　フラウスは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「ファーン卿がいるから？　それとも、フレーべ王の助力？」

「あれだけの男たちだ。いるほうがいいに決まっている」

　ベルドは答えた。

　しかし、その答は、彼らがいなくてもいいようにも聞える。ベルドは相変わらず言葉足らずで、その意図を理解するのは難しい。

「代わりはいるからな」

「ファーン卿やフレーベ王の？」

　フラウスは驚いて言ったが、分かりきったことは訊きくなとばかり、返事はなかった。

「信じられないわ……」

「それが信じられないとは、おまえの心にこそ闇があるんじゃないのか？」

　ベルドがやっと振り向き、からかうように言った。

「わたしは光の神々の主神に仕えている者です。心のなかに闇などありません」

　フラウスは憤然とした。

　至高神の聖職者として、冒ぼう瀆とくされたも同然である。

「ウォートやファーンが、ナシェルをどう見ているかは知らん。だが、オレに見えるあいつの姿はな……」

　ベルドはそう言うと、フラウスの腕をいきなり摑つかんだ。いつものように強引に、胸に引き寄せられる。

「あなたに見えるナシェルの姿は何なの？」

　フラウスは、やや掠かすれた声で訊きいた。

　周囲の視線が気になって、頰ほおがわずかに赤くなっている。

「獣だな」

　それだけを、ベルドは言った。

「あの礼儀正しい若者が？　それは、あなたのための言葉ではなくって」

　フラウスは笑いながら、ベルドの胸に頰を寄せていった。

　そうすると、彼の心臓の鼓動とともに、彼の心が聞えてきそうなのだ。

「オレ以上だよ」

　ベルドは言った。

「母国を売り飛ばしたり、野生の竜を捕まえようとしたり、それがお行儀のいい人間のすることなものか」

「それは状況が、そうだったから……」

　フラウスは、反論してみた。

　世界が平和なままであれば、ナシェルは小国の名君として一生を終えたはずだ。ラフィニアのような愛らしい女性を妃きさきとし、騎士たちからは忠誠を、領民からは敬意を受けながら……

　ナシェルが戦っているのは、父王が魔神を解放するという愚行に及んだためであり、その過あやまちを自らの手で償おうと思えばこそである。

「おまえには、ナシェルのその姿は見えんということさ。もしかすると、オレだけに見えるのかもしれん……」

　そう言いかけて、ベルドはもうひとり、同じナシェルの姿が見えている者がいることを思いだした。

　ベルドはゆっくりと空を見上げた。

　その空には雲が低く垂れこめ、ぽつりぽつりと小さな雨粒が落ちるようになってきている。

　天空を自由自在に駆けめぐるあの幻獣ならば、自分の言葉に同意するのではあるまいかと、ベルドは心のなかでつぶやいた。
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　細かい雨が降りしきるなか、リュッセン郊外の高原に、戦いの怒号が轟とどろきはじめた。

　しかし、叫んでいるのは、連合騎士団と竜炎騎士団の騎士のみ。王城から討ってでたスカードの軍勢は誰ひとりとして声を出さない。無言のまま、ひたすらモスの騎士たちに迫ってくる。

　それも当然だった。

　スカード側の軍勢に、人間はひとりもいないのだ。加えるならば、魔神もいない。

　古代樹の枝から創られた創造生物、屍人ゾンビーや骸スケ骨ル人トンといった不ア死ン生デ物ツドが、軍団を構成していた。樫の小鬼オークや石ストのーンサ下ーバ僕ントなど、魔法人形パペツトたちの姿もある。

「我が槍やりまで、腐りそうだ！」

　屍人の一体を馬上槍ランスで貫いたあと、バーランはそばに控える二人の従者に向かって言った。

　バーランが着る白銀の甲冑スーツには、竜と炎を意匠化した楯たて型がたの紋章が描かれている。竜はモス公国を表わし、炎はハーケーン王国を表わしているのだ。モス連合騎士団に所属する騎士であることを、その紋章は示している。

　今度の戦におけるバーランの立場は、名誉将軍であるリュッセン王の補佐役である。

　だが、もともと前線に立って指揮を取る性格でもあり、リュッセン王は近衛このえの騎士に守らせて、自身は敵のまっただなかに飛びこみ、直接、敵と戦っている。

　そして、今、バーランの周囲には、屍人や骸骨人といった不死生物がうごめいている。

　人間の死体を死ネ霊クロ魔マン術シーの秘術によって甦よみがえらせた屍人は、目玉が抜け、耳や鼻が削そげ落ちた醜悪な姿をしており、全身からはひどい腐臭を発している。近づいただけで、吐き気をもよおしそうだ。

「とどめをさせ！」

　忠実な二人の従者は、バーランの命令に従って、馬上槍に貫かれ身動きの取れぬ屍人に鉾槍で攻撃を加えた。

　手足を切り落とし、頭を叩たたき割って、屍人の活動を停止させる。

　屍人は動きこそ鈍いが、すでに死んでいるだけに、完全に破壊しなければ動きを止めない。武器などは持ってないが、腕や足を振り回したり、嚙かみつくなどして襲いかかってくる。その様子はさながら、生者を妬ねたみ、亡者の仲間に引き入れようとするかのようだ。

「このような戦に、名誉などないな」

　バーランは吐き捨てるかのごとく言う。

「御意にございます」

　従者のひとりが返事をした。

　バーランが跨またがる栗くり毛げの駿しゆん馬めには、返り血ならぬ屍人の腐汁が飛び散っている。死に対する本能的な恐怖のためか、幾多の戦場を駆けてきた軍馬であるにもかかわらず、ひどい怯おびえを感じているようだ。手綱と拍車で励ましてやらねば、敵に向かってゆこうとさえしない。

　屍人どもは農民や職人など、街や村の住人の姿をしていた。なかには、女性の服装をした屍人さえいる。

「死んでから屍人にしたものか、それとも屍人にするため殺したのか？」

　バーランは、激しい怒りを覚えていた。

「いずれであれ、人間に許される行為ではありますまい」

　もうひとりの従者が答えた。それから、至高神の名を、小声で唱える。

「まったくだな」

　戦いとは政治のひとつの手段にすぎぬというのが、バーランの信条である。

　だが、魔神と戦い続けていると、そのことを忘れてしまいそうになる。国や騎士を捨て、百の勇者に身を投じた騎士たちの気持ちが分かるようであった。

　純粋な怒り、魔神と戦うには、それだけで十分な気がした。

　魔神やそれを操る者たちとは、絶対に共存できない。滅ぼすか滅ぼされるか、ふたつにひとつなのだ。

（おかげで、邪念なく戦える）

　正義の戦など存在しない。戦とは富や権力を巡る闘争なのだ。思想や宗教の違いを理由に争われることもあるかもしれない。だが、そんな実益のない事柄で争う者の気持ちなど、王族であるバーランには理解しえない。

　侵略する側を悪としたがる庶民の感情は理解できる。だが、バーランに言わせれば侵略される側こそ、悪である。侵略されるような状況を許したのであるから……

　だが、今度の戦については、聖戦をしているという実感を覚える。それが、危険な考えであることは承知していながら。

　聖戦を謳うたうことに問題はない。戦には大義名分がいるものだからだ。しかし、戦を仕掛けた当事者がそれを信じ込めば、戦うことが目的となり、何故なぜに戦うかを見失ってしまう。

　正義の戦いはないが、悪しき戦いならば存在する。それは勝利する意味のない戦いだと、バーランは思っている。

（この戦いには、勝利する意味がある）

　バーランは新手の敵に向かい、馬上槍を振るいながら思った。

　それはモスの諸王国が領土を守るためである。王国の戦いは、それだけで十分なのだ。もちろん、領民も大切だ。彼らがいなければ、土地は何も富を生み出さないから。

　バーランは老女の姿をした屍人を、いとも簡単に倒した。

（それにしても、次から次へと湧わいてでる）

　いったい何体の敵を倒したか、バーランは数える気もなくしていた。

　数だけで言えば、敵は味方より遥はるかに多い。だが、知恵などない不死生物や魔法生物だけに、統制はまったく取れておらず、戦い方も心得ているわけではない。

　厳しい訓練を積み、実戦でも鍛えられたモスの騎士たちが遅れを取るはずがない。

　だからと言って、侮あなどれる相手でもない。敵の魔物どもは恐れを知らず、疲れも知らない。全滅させないかぎり、戦は終わらないのだ。

「後続の勇者隊のために、血路を開いているようなものだ」

　バーランは馬上槍の一刺しで骸骨人の頭を砕いたあと、苦笑まじりにつぶやく。

　頭を失っても、骸骨人は手にした棍こん棒ぼうを振りあげ、向かってくる。

「長鎚モールを！」

　突き刺す武器では効果があがらないと、バーランは従者のひとりに武器の交換を命じた。

　命じられた従者が、背中に担いでいた数種類の武器から長なが柄えの先に鉄球がついた物を取り出し、主人が差し出す馬上槍と取り替える。

　バーランは長鎚を一振りして具合を確かめたあと、骸骨人に振り下ろした。

　強力な一撃で、骸骨人の肩から肋あばらまでの骨が微み塵じんに砕け、背骨も胸と腰の二箇所で折れた。

　壊れた陶器の人形のように、骸骨人は地面に崩れ、その動きを完全に止める。

「御主人様が武功をあげればあげるほど、勇者隊の将軍に名を成さしめてしまいますね」

「そうだろうな。口惜くやしいことだが、あの小僧はそういう星のもとに生まれているとしか思えん」

　運命には抗しがたいことを、バーランは知っている。

　時代がどう流れるかを見極め、うまくそれに乗ることが、ハーケーンの未来を託された自分の役割であるとも思っている。

（さて、どう流れてゆくものか？）

　魔神との戦いの行方だけでなく、あらゆる物事に目を配っておかねばならないと、バーランは自らに命じている。それを怠れば、待っているのは破滅だけ。正しく見切れば、栄光の未来が開ける可能性もある。

「ロードス最強の騎士たちよ！」

　バーランは、出せるかぎりの大声で呼びかけた。

「勇者隊の到着前に、片をつけよう。死体や人形など、稽けい古こ相手ぐらいに心得よ！」

　周囲にいた連合騎士団の騎士たちから、それに応じる声が返ってきた。

〝竜の盟約〟に基づいて諸国から集められた若者たちである。だが、その団結は次第に強固になりつつある。そして、それぞれの祖国への忠誠とともにモス公国への忠誠のようなものも目覚めはじめているように思う。

（これだけの力、魔神との戦いだけで終わらせるというのは、な）

　惜しいものだ、とバーランはふと思った。

　そして、同じ思いでいる者も、少なくないのではという気がする。

（だとすれば……）

　魔神との戦の後のことも考えておかねばならないな、とハーケーンの王子は秘ひそかに思った。




　敵の数が多かったことに加え、敵が退くことを知らなかったため、戦いはバーランが予想していたよりも遥はるかに長引いた。

　そして、戦いが終わった直後に、竜騎士ナシェルの率いる勇者隊が到着した。

　戦場には創造生物たる魔神兵スポーンが斃たおされたあとに残る粘液状の物質や、正真正銘の屍しかばねに戻った不死生物、魔法人形たちの素材であった樫かしの木や石の破片が散乱している。両騎士団の騎士や兵士の死体もある。

　ひどい異臭が漂い、二人の従者を伴って戦後の視察を行なっていたバーランは、頭が痛くなりそうだった。

「バーラン王子！」

　丘の麓ふもとで軍を止めた勇者隊の陣地から、ナシェルがただ一騎で馬を走らせてきた。

「ようやく、到着か？」

　バーランは冷やかな口調で、勇者隊を預る若者を出迎えた。

「遅くなって申し訳ありません」

　ナシェルは素直に謝罪してから馬を降り、バーランと両騎士団の戦勝を祝った。

「このようなのが、戦などであるものか」

　バーランは憮ぶ然ぜんとした顔で答えた。

　両騎士団の騎士、兵士は高原に穴を掘って、不死生物の残ざん骸がいなどの処理を始めている。その始末だけでも、日没までかかるだろう。

「敵の雑ぞう兵ひようどもは駆逐した。城に残るは魔神と人間のみであろう。存分に戦うがいい」

「両騎士団の勇戦に応こたえるためにも」

　ナシェルは深く一礼してから、ふたたび馬に跨またがった。

　夕暮れが迫っており、時間の余裕はない。日が沈むまでに、リュッセンの城を攻め落とさねばならないのだ。

「それでは、これにて」

　ナシェルは馬首を巡らし、勇者隊の陣に引き返そうとした。

「待たれよ……」

　だが、何を思ったのか、バーランが呼び止めた。

　何用かと、ナシェルは首だけをハーケーンの王子に向ける。

「絶対に勝て。罪なく殺され、忌いまわしき魔物にされたリュッセンの人々の無念を晴すためにな」

　それだけを言った後、バーランはナシェルの返事を待たずに背中を向けた。

　そして、騎士たちに大声で指示を飛ばしながら、立ち去ってゆく。

「心得ました」

　去り行くバーランの後ろ姿に、ナシェルはもう一度、深く頭を下げた。

　他人を励ますような人物ではないと思っていただけに意外ではあったが、それだけにバーランの心の内が伝わってきた。

　ナシェルは全速で馬を走らせ、隊に戻った。

　そして、百の勇者たちに、声高に戦闘開始を告げた。

「おおーっ！」

　ナシェルの掛け声に応じて、勇者たちから怒号とも歓声ともつかぬ声が巻き起こる。

　そして、勇者隊の進撃が開始された。
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　降り止まぬ雨でぬかるんだ高原を踏み渡り、勇者隊の戦士、魔法使いたちは静まり返ったリュッセンの街路を駆け抜け、王城へと迫った。

　そして、小高い丘の中腹に巡らされた城壁へと殺到する。

　城からは矢や石などが、豪雨のごとく放たれてきた。その攻撃を受け、何人もの勇者たちが倒れていった。だが、城壁に並ぶ敵に対し、勇者隊に加わる魔法使いたちが、強力な攻撃魔法で反撃を仕掛ける。

〈火球〉が爆発し、〈電撃〉が走る。〈炎の嵐〉が吹き荒れ、〈竜巻き〉が唸うなりをあげる。

　昨夜、魔神たちが仕掛けた攻撃をそっくり返したような勇者隊の魔法による猛攻だった。城壁に並んでいた敵兵が、まとめて薙なぎ倒されてゆく。

「あのように派手に魔法を使われるとな……」
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「人々が魔法使いを忌いみ嫌いますか？」

　苦笑混じりに言う荒野の賢者ウォートの言葉を聞いて、大地母神マーファに仕える高司祭ニースが声をかけた。

　彼女の顔に一瞬、微笑が浮かんだが、状況を思い出して、すぐに真顔に戻る。

　ウォートとニースは、丘の麓ふもとに立っている。城壁までだいぶ距離があり、敵の飛び道具による攻撃はここまでは届かない。

「考えすぎかね？」

　ウォートは問い返した。

　荒野の賢者は普段から着ている長衣ローブのうえに、雨よけのための外がい套とうを頭からかぶっているので、鼻から下までしか見えなかった。

「魔法を使えぬ者たちにとって、魔法やそれを操る者たちが恐怖の対象となっているのは事実です。しかし、彼らは、魔法使いに対し、同時に敬意も抱いています」

「その恩恵に預るときにはね」

　ウォートが皮肉っぽく笑う。

「また、そのような……」

　ニースは困ったような顔になった。

　長い黒髪が重く濡ぬれ、大地母神の聖印をつけた額からは水滴が絶えず彼女の顔を流れ落ちてゆく。純白の神官衣も水を含み、彼女の細い身体にべったりと張りつき、裾すその辺りは跳ねあがる泥に汚れている。

　だが、彼女の魂まで汚れることはあるまい、と細かい雨に打たれる聖女を見ながら、ウォートは思った。

　そして、

（聖女殿と話をしていると、どうも子供じみた愚痴を言ってしまうな）

　と、心のなかで続ける。

　困惑しているときの彼女の顔がいちばん愛らしいと思えるためかもしれない。太い眉まゆの端が僅わずかに下がって、少女の面影が現われるのだ。

　彼女に叱しかってもらおうとひねくれた物言いをするのではないか、とさえ思うときがある。

（三十を過ぎたいい大人がな）

　ウォートは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

（生まれや育ちのせいにはしたくないが……）

　自分の生い立ちについて、彼女に話してみたい衝動を覚えたが、すぐに思い直した。わざわざ、恥を晒さらす必要はない。

　なるほどニースは聖女だ、とウォートは改めて思う。自分のような警戒心の強い男に、懺ざん悔げのような告白をしたくさせるのだから。

　ウォートの父親も、やはり魔術師であった。

　アラニアの賢者の学院には属さず、ロードス中央の都市国家ローランの街で私塾を営んでいた独立の魔術師である。

　彼が初老となった頃、まだ二十歳にもなっていなかった母親の心を魔法で縛り、強引に妻に娶めとったのである。そして、生まれたのがウォートだ。

　父は母を、道具としか見なしていなかった。

　子を生ませるための道具、身の回りの世話をさせるための道具。だから、心など不要だったのだろう。だが、子供にとっては、それこそが必要であった。

　母であるその女性に、ウォートは叱られたこともあれば、褒められたこともある。

　しかし、それはウォートの言動に対する客観的な評価でしかなかった。あるいは、反射的な反応である。もしも、彼女に心があれば、理不尽な理由で叱ることもあっただろうし、身びいきだけで褒めることもあっただろう。

　だが、心を縛られた母には、そういう感情の揺らぎはまったくなかった。

（わたしのなかには、人の心に対する恐れと憧あこがれが同居している）

　ウォートは、そう自分を分析している。

　その相反する思いが、自分の根源をなしているのだ、と。

　ニース高司祭には、人の心が分かるという。それはおそらく、他者と心が重なりあうような感覚なのだろう。

　ウォートにとって、人の心とは知識や経験から推測するものでしかない。だが、その推測はほとんど外れない。たとえば、ひとりひとりの心は混こん沌とんたるものであっても、それが社会という集団を形成していれば平均化され、予測可能となるからだ。人々がどのように考え、どのように動くかは、手に取るように分かる。

　だが、ウォート自身には、人々を動かすことはできない。

　そのために必要な何かが、自分には欠落しているからだ。生まれつき備っていなかったのか、子供の頃に失ったのか、いずれにしても取り戻せるものではない。

　そして、取り戻す必要もない、とウォートは思っている。

　しょせん人間は完全ではないのだ。自分にないものは、他人に委ゆだねればいい。そして、ウォートは、委ねるべき相手をすでに見出している。

「……魔術師が嫌われていると、自虐的になっているわけではないさ」

　長い思考のあと、ウォートはニースに言葉を返した。

「物事の裏側ばかりを言うのは、わたしの悪い癖なのだよ。だが、人の善意を信じるというのは、どうも苦手でね。人々の善意に期待して失望するより、悪意を予想して、それをいかに扱うかを考えるほうが得意だし、気が楽だ」

「それは、わたしに対してもなのですか？」

　ニースが澄んだ瞳ひとみをまっすぐに向けてきた。

　ウォートが、何かを言おうとして、それを心に秘めたことに気づいたようだ。

　本当に、彼女には人の心が見えるようだ。それは彼女が聡そう明めいなるがゆえなのだろうか、それとも無む垢くなるがゆえなのだろうか。

　彼女の問いに答える言葉は、ウォートの頭のなかにいくつも浮かんだが、どれを言っても似合わない気がした。

　結局、何も答えられず、彼女の視線から逃れるように、城の攻防に目を転じた。

　勇者隊は、明らかに優勢に戦いを進めている。すでに城の正門に向かって、騎士団から借り受けた破城鎚で突破をはかっている。それを阻止せんとする城兵の攻撃も、徐々にだが弱くなっている。

「魔神どもの姿が見えませんね？」

　それまでの会話を忘れたように、ニースは言葉をかけてきた。

「完全に退きあげてくれたのなら、ありがたいがね。城じよう塞さいのなかに隠れ潜んでいるかもしれないし、いったん退去しただけで、夜になるのを待って襲いかかってくるのかもしれない」

「どちらも歓迎できませんね」

　ニースは無意識に身を縮めながら、ウォートに言った。

「わたしたちは魔神と戦っているのだからね、犠牲は避けられないさ。残酷な言い方になるが、犠牲は大きくてもかまわない、戦に勝ちさえすればね。そして、城を攻め落とし、リュッセンを解放すれば勝ちだ」

「勝てましょうか？」

「勝てるだろうね」

　訊たずねたニースが拍子抜けするぐらい、あっさりとウォートは答えた。

「ナシェルは、なかなかうまくやった。勇者たちを本気で戦わせるために、あえて彼らを逆境においた。常識的に考えれば、こんな夕刻から戦いをはじめて、日没までに戦闘を終了させられるはずがない。ロードスの命運を分けるかもしれないこの大切な戦に、よくも大胆な決断ができたものだ」

　不可能を可能にするために、百の勇者たちは団結し、全力を奮ふるって戦っている。

　王国を捨てた自由騎士、歴戦の傭兵、遺跡荒しの冒険者、光の神々の教団を守護する神官戦士、森の妖精族エルフや大地の妖精族ドワーフなど、勇者隊は確かに寄せ集めの軍隊ではあるが、ひとりひとりの実力は間違いなく高い。

　そういった優秀な者たちが、必死で戦っているのだ。勝敗は見えているも同然だ。百の勇者たちを本気にさせた時点で、ナシェルはこの戦いに勝利したといってよい。

「あのように堅固な城に籠こもっていますのに？」

　ニースは、まだ信じられない様子だった。

「ああ、確かに堅固な城だね。だが、城兵の数が少なすぎる。城がその堅けん牢ろうさを十分に発揮するには、その堅牢さに見合うだけの城兵がいるのだよ。少なければ、却かえってその堅牢さが仇あだになる。勇者隊が今しているように包囲攻撃を行なえば、城兵は分散せざるをえなくなり、手薄な場所ができることになる」

　ウォートたちのところからは見えないが、城内にもすでに味方は潜入しているかもしれない。そう思えるぐらい、城壁に立つ敵の姿が少ない。

「城を守るために数が必要なのなら、不死生物や魔法生物を出撃させねばよかったのではないでしょうか？」

「不死生物や魔法生物を操れるのは、それを創りだした魔神だからね。城に留とどめておいても、役に立たないどころか、足を引っ張るだけだ。奴らを出撃させたのは、正しい判断だよ」

「なるほど……」

　ニースは、うなずいた。

　ウォートの言葉は常に明快である。それゆえ、人々は不安になるのかもしれない。彼を敵に回したらという思いのほうを、より強く感じてしまうのだ。ニースの目には、彼は信頼に足る人物であると見えるし、それゆえ、味方にしておきたいとの思いのほうを強く持つ。

　信仰だけでは人々が救われないことを、ニースは知っている。人間は社会的な生き物ゆえ、政治も法も必要なのだ。

　大地母神の教団は、支配階級の人間に対し否定的な態度を取ることが多いが、それは彼らが領民を搾取することしか考えないからだ。領民のためを思えば、善良で有能な支配者は必要なのである。だが、そのような支配者を望むのは夢想にしかすぎないことも承知している。

　だから、支配者に対し、いつも批判的な態度を取るのだ。そうすることによって、支配者が自己の立場と責任を少しでも自覚するように。領民がより良い扱いを受けるように。

　荒野の賢者には、支配する側に立ちたいとの明らかな野心がある。

　一国の宰相となり、国の統治に腕を振るいたいとの欲望だ。そして、彼ならば、他ほかの誰よりもうまく、国を治めてみせるだろう。

　そのときでも、ニースたち大地母神の教団は、支配者に対し、否定的な立場を貫くのだ。心のなかでは、優れた支配者に賛辞を送りながらでも……

（最後には、わたしはあなたの側に立つことはできない）

　ニースは心の底で、そっと思った。

　ロードスの平和、人々の幸福、たとえ願いは同じでも、ニースとウォートの立場は、光と影、表と裏ほどにも違う。だからこそ、安心できるのだ。自分の力の及ばないところに、思いを同じくする人物がいてくれることに。

「……城門の付近だけは守りは堅いようだが、それも時間の問題だよ」

　ニースがその横顔を見つめているのを意識しているのかいないのか、ウォートは冷静に戦況の分析を続けている。

「時間の問題、ですか？」

　ニースの目には城門を巡る戦いは一進一退のように映り、ウォートの言葉は俄にわかには信じがたかった。だが、荒野の賢者の言葉はときに予言めく。信じられないようなことが、彼の言うとおりに起こるのだ。

　ウォートは魔法の発動体としていつも使っている〝大ウイ魔ザ術ーズ師スのタツ杖フ〟を悠然と構え、懐から魔晶石をひとつ取り出した。

「魔法を唱えるのですか？」

　それを見たニースが、訊たずねた。

「ここからでは、遠すぎると思うかね？」

　ニースは素直にうなずくと、ウォートの続きの言葉を待った。

「魔法にも色々あるからね。それに、これさえあれば、魔法の到達距離を拡大できる」

　ウォートは魔晶石を二本の指でつまみ、雨空に透かすように覗のぞき見た。透明な水晶のなかに、青白い炎にも似た輝きが明滅していた。

　万物の根源にして、万能なる力である〝魔力マナ〟の輝きである。

　創世神話によれば、神々は聖なる言葉によって魔力を紡ぎ、世界を織りあげたとされる。

　人々がいかに忌み嫌おうとも、世界は魔法の産物なのだ。魔法こそが真理であるという魔術師たちの自負は、そこに由来する。

　事実、神聖魔法や精霊魔法を使うときにも、魔晶石は術者の消耗を減少させる。系統こそ違え、結局のところ、魔法は魔力マナの発動に他ならないからだ。

「あなたのおかげだよ。金鱗の竜王を呪いから解放して手に入れた古代王国の財宝のなかに、魔晶石が大量に含まれていたからね。勇者隊の魔法使いたちに配っても、なお余りある」

　その言葉に対し、ニースは何も答えなかった。

　太守の秘宝を守る古竜と対決した二度の記憶は、思い出したいものではない。

「星々が輝ける虚空を星界という。目には映れど、決して到達できぬ異界のひとつ。そして、星界には輝かざる星々の子があり……」

　詩を吟じるように説明しながら、ウォートは呪文を唱えるための準備動作をはじめた。

　彼の集中を乱さぬよう息をひそめながら、ニースは魔法をかけようとする荒野の賢者の姿を見つめた。上位古代語の詠唱、複雑な身振りや手振り。同じ魔法でも、神に祈りを捧げるだけで発動する神聖魔法とは明らかに異なる。

「……我は、汝なんじらを召喚せん。大地を打ち砕く礫れきとなれ！」

　そして、ウォートの呪文は完成した。

　次の瞬間、雨雲を貫いて、真っ赤な光が薄暗い空を走り抜けた。その光は、城門が設けられた楼閣に突きささり、爆音とともに炎を噴きあげた。

　ニースは息を飲み、楼閣が崩れゆくのを見つめた。

「今のが、魔神将にとどめをさしたという……」

「そう、隕メテ石オス召トラ喚イク。召コンジ喚ユア魔レーシ術ヨンの究極の秘術だよ」

　呪文を唱えたために乱れた息を整えながら、ウォートは言った。

　手のなかにあった魔晶石は、微み塵じんに砕け散っている。透明な砂となった魔晶石が、濡れた手にべったりと張りついていた。

「先程、派手に魔法を使うのはどうとか仰おつしやってたように記憶してますが？」

　外がい套とうの頭ず巾きんに隠れがちなウォートの顔を覗のぞきこみながら、ニースは言った。

「落葉を隠すなら森のなか、小石を隠すなら河原のなかだよ。あれほど派手に魔法を使ったのだからね。派手な魔法に、もうひとつ加わっただけのこと」

　ウォートは楽しげに笑ってから、ゆっくりと歩きはじめた。

「そうでしょうか？」

　ニースは首をかしげながら、ウォートの後に続いた。

　城壁を巡る戦いが終わったことを、二人は理解していた。そして、本当の戦いは、これから始まるのだということも。

　雨にぬかるんだ丘の斜面を、ニースとウォートはゆっくりと登りはじめた。
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　地響を立てて、巨大な扉が地面に倒れた。

　王城の城門が、ついに破られたのだ。

　何者かが唱えた魔法によって城門を守る楼閣が破壊され、敵の反撃が止まった好機を、勇者隊の戦士たちは見逃さなかった。城兵に応戦するため飛び道具を手にしていた者までもが破城鎚を抱え、渾こん身しんの力を奮って、城門に叩たたきつけたのだ。

　そのなかには、ヴァリスの元聖騎士隊長ファーンの姿もあった。

「突入するぞ！」

　抱えていた破城鎚を地面に落とすと、ファーンは剣を抜き放ち、背中に担いでいた楯たてを左腕に構えた。

「城内には魔神もおるはず。心して、戦え！」

　魔神によって滅ぼされた南のドワーフ族の鉄の王フレーベの声が、それに続く。

　彼もまた、最後に破城鎚を抱えていたひとりだった。

　城門を突破するためだけに、百人近くの勇者たちが、命を落としている。周囲にはその屍しかばねが累々としている。だが、勝利のためには、避けられない犠牲であった。次から次へと、勇者たちは破城鎚に走り、城門を破壊するための作業を続けた。

　その犠牲が、ついに報われたのである。

　大軍が城内に侵入するには、たったひとつしかないこの城門を破るしかない。

　先刻から、城内でも戦の物音が響きはじめている。少数の勇者たちが、守りの手薄な場所を乗り越えたか、魔法を使うなどして、城内に侵入したのだろう。

　だが、そこでの戦いは、決して楽なものではないはずだ。彼らを無駄に死なせないためにも、早急に城内を制圧する必要がある。

　ファーンは剣を振って、勇者たちに合図を送り、城内へと突入した。

　最初に広がっているのは中庭だ。左右に馬屋や倉庫などが建ち並び、正面には城じよう塞さいが聳そびえている。そこの入口も頑強に守られており、そこを突破するのも容易ではないと思われた。

「迎え撃て！」

　そんな叫びがあがったかと思うと、左右の建物の影から敵兵が溢あふれだしてきた。手に手に、飛び道具を持っている。

　矢弾が放たれ、勇者たちを容赦なく射ち抜いてゆく。

「押し潰つぶせ！」

　申し合せたわけでもなかったが、ファーンは右側の、フレーベは左側の建物に走った。

　ここで立ち止まっていては、後続が城内へ入れない。

　ファーンが率いているのは、ロードス諸国から集まった自由騎士たちである。

　全員が王国を捨てたわけではなく、国王に願いでて、一時的に王国を離れている騎士もいるようだ。彼らには、またモスの情勢を探るという目的もあろう。

　騎士たちは皆、頑丈な鎧よろいを着ており、分厚い楯たても持っている。全身を守れるほどの凧たこ型がたの大楯を前に押し出しながら進めば、よほど強力な弓でないかぎり、射通すことはできない。

　それでも、数人が倒されたが、残った者たちが城兵に向かって、猛然と斬きり込んでいった。

　敵も飛び道具を捨て、剣を抜いて応戦したが、接近戦になれば、重武装の騎士たちの敵ではない。建物の陰に潜んでいた城兵は、たちまち蹴け散ちらされていった。

「残敵を掃討しつつ、城塞を目指せ！」

　血に濡れた剣を頭上に掲げ、ファーンが雄々しく声をあげた。

　細かく降り続く雨が、赤く染まった刃を洗いながしてゆく。

　打ち破られた城門を通って、勇者隊の戦士たちが、次々と雪崩なだれこんできていた。

　ファーンは手勢をまとめると、城壁に沿うように進んだ。

　城壁の上に残っていた敵が、数人ずつかたまって降りてくるが、彼らの戦意はもはや失われていた。身代金の金額を口にしたり、武器を捨てて命いのち乞ごいをしてくる。ファーンはそれらの騎士、兵士たちを一箇所に集め、十人ばかりを見張りに立てておいた。

　そうせねば、命のやりとりで気の立った戦士たちが、皆殺しにしかねないのである。

　そのため、ファーンは他の勇者たちから、かなり出遅れてしまった。

「城塞へのいちばん乗りも果たしたかったですね」

　ひとりの若者が、ファーンに声をかけてきた。

　ヴァリスの騎士見習いだったという若者で、ファーンの噂うわさを聞き、国を捨てて出てきたのだ。

「功を焦る必要はない。この戦で大事なのは、勝つことだ。そして、生き残ること」

「それでは困ります。魔神との戦で、ファーン卿きようの名声が更に鳴り響かなければ……。次期国王の座には、何としてでも即ついていただきます」

　若者は、真しん摯しな顔で言った。

　もちろん、その言葉の陰には、彼自身の野心も見え隠れしている。

　だが、若者はそれぐらいでいい、とファーンは思う。

　そういうファーン自身、騎士としては若いほうだ。だが、子供の頃から周囲に期待されて育ったためか、上を目指そうとする意識が不足している。

　ナシェルの館やかたに滞在して思うのは、自分がもっとも自分らしくいられるという気がすることだ。生まれてはじめて、自由な立場にいるためであろう。そして、信頼に足る人物が、周囲にいるという安心感もある。ベルドやウォートたちとは性格も違えば、考え方も違う。それさえ、ファーンにとっては刺激的ですらある。

　彼らはすでに最高の名声を得ている。しかし、その名声でさえ、彼らの実力に比べれば、十分ではないと思える。

　魔神と戦い、勝利するには、彼らの力が必要不可欠だ。たとえば、万が一、自分が命を落としたとしても、彼らがいるかぎり後事を託して不安はない。そう思えばこそ、前線に立って、存分に剣を振るうこともできる。

（彼らと一緒にいると、ヴァリスの人間であるという意識が希薄になってくる）

　それが良いことなのか悪いことなのか、ファーンには分からない。

　ただ国とは本来、器であるべきで、それ自体に意味がないのは間違いない。大切なのは、そこに住む人々がどのように暮らせるかだけである。国境にも意味はないし、王制であるとか共和制であるとか、政治形態にも意味はない。

　そのことを忘れれば、器そのものが消滅しかねない。今はそういう時代であり、魔神とはそれほどの脅威なのだ。

　そう思った途端、ファーンが目指している城じよう塞さいの入口近くで、耳を劈つんざく爆音とともに真っ赤な炎が膨れあがった。

　火球の呪文である。強力で無慈悲な、破壊の魔法。

「魔神のおでましのようだな……」

　ファーンはつぶやいた。

　城塞へと殺到していた勇者たちが、爆風のため何人も薙なぎ倒され、そのまま立ち上がってこなかった。

　破壊の魔法は、二度、三度と炸さく裂れつし、その度に何人もの勇者が犠牲となった。

「一番乗りを目指していたら、ああなっていたかもしれませんね」

　冗談でも言うように、騎士見習いの若者がつぶやいた。

　不謹慎な言い方だが、それは強気を装よそおうとしているからだ。内心では逃げ出したいほどの恐怖にかられているだろう。

　だが、騎士の名誉は、危険を乗り越えた向こう側にある。

「戦場では、理性を捨てることが、もっとも楽だ」

　ファーンは、若者に向かって言った。

「一時的な狂気にかられれば、死の恐怖からも逃れられるし、人を殺す罪悪感にも捕らわれずに済む。だが、それは騎士の戦いではない」

　理性を保ちつつ命の遣やり取りを演じなければならないのである。

「精神を集中させろ。気力を高めれば、体内の魔力も自然に高まる。そして、魔力と魔力は相殺しあうのだ」

「こ、心得ました……」

　蒼あおざめた顔で、若い騎士見習いはうなずく。

　魔神たちの魔法の攻撃は尚なおも繰り返され、城じよう塞さいの入口に至る短い斜面は、たちまち勇者隊の戦士たちの死体で埋まった。

　怒ど濤とうのような勇者隊の進撃だったが、さすがに動きが止まった。

「怯ひるむな、突き進め！」

　ファーンは勇者たちを叱しつ咤たすると、楯たてを前面に押したてながら、煙が燻くすぶる斜面を一気に駆け登った。

　幸運と言うべきか、魔神たちからの魔法攻撃は続かなかった。

　だが、その代わりに城塞の扉が開かれ、魔神が次々と姿を現わした。そして、先頭をきって進んでゆくファーンらに、襲いかかってきた。

「邪悪なる異界の住人ども！　至高神の命により、貴様らを討つ!!」

　ファーンは高らかに叫ぶと、襲いくる魔神のうちの一体を敵と定めて、迎え撃つ態勢を整えた。

「白き騎士に遅れるな！」

　誰かの叫び声がして、勇者たちがファーンの両側に、ずらりと並ぶ。

　勇者たちは真っ向から魔神と切り結び、残った者たちは開け放たれたままの城塞の入口に飛びこんでゆく。

　雨のために、いつもより早い夕ゆう闇やみが迫っており、視界がかなり悪くなっていた。

　気の早い者は、松明たいまつに火を灯ともして、片手に持っている。雨が降りかかるたびに、松明からは細かな湯気が立ち上っていた。

（夜になれば、魔神は勢いづく）

　ファーンはもちろん、そのことを承知している。

　だが、ここまで攻め込んだのだから、もはや退くわけにはゆかない。夜を徹してでも戦いつづけるだけだ。

　城塞のなかに何体の魔神がいるか知れないが、一体、一体を葬ってゆくことが、今日の戦だけでなく、魔神戦争の最終的な勝利に繫つながってゆくのである。

「御助勢いたします」

　苦戦しているわけではなかったが、ヴァリスの騎士見習いだった若者が、ファーンの加勢に入ってきた。

　ファーンの目の前にいるのは青銅色の肌をした人型の下位魔神グルネルで、ファーンは何度となく戦った経験がある。長く自在に動く尻尾と、魔力を付与した武器を操るので、気をつけねばならないが、魔神のなかでは手ごわいほうではない。

「魔神の攻撃を、ひとつひとつ目で追いかけるな。絵画を細部ではなく全体で見るように、敵の動きを、すべて視界に入れろ。そして、身体を反応させるのだ」

　若い勇者に注意を与えつつ、ファーンは自在に剣を操った。

　まず、魔神の尻尾を切り落とし、左腕と右足を切り裂いた。青黒い体液が溢あふれだし、魔神の足下の地面を濡ぬらす。

　傷を受けるたびに、魔神は奇怪な叫び声をあげたが、まるで痛みを感じていないように、戦い続ける。だが、その動きはさすがに鈍っていた。

　とどめは若者に任せようと、ファーンは数歩、後退した。ちょうどそのとき、一体の有翼の魔神が、ひとりの勇者に炎を吐きかけるのが視界の端に入った。

　まったく予期していなかったらしく、その勇者は灼しやく熱ねつの炎を顔面にまともに喰くらった。

　勇者は地面に倒れ、焼けただれた顔を手で覆いながら、転げまわる。

　放っておけるはずもなく、ファーンは有翼の魔神に斬きりかかっていった。魔神はファーンに向かっても炎を吐いてきたが、その火炎は難なく楯たてで防ぐことができた。

　そして、その攻撃が牽けん制せいにしかすぎないことも、ファーンは肌で感じていた。

　鋭い鉤かぎ爪づめがファーンを切り裂かんと、炎の陰から振るわれていた。

　ファーンは五感を研ぎ澄ませて、その攻撃を見切り、下段から剣を刎はねあげた。確かな手ごたえがあり、魔神が伸ばしてきた腕に深く、刃が食い込んだ。

　それでも、魔神の鉤爪は更に伸び、ファーンの鎧よろいに浅い傷をつけていた。

（この強きよう靭じんさこそが、魔神なのだ）

　ファーンは、あらためて思う。

　だが、その後、連続攻撃を返し、青銅色の魔神を縦横に切り裂き、地面に打ち倒した。

（そんな魔神に、勝てるのだからな）

　人間もまた恐るべき存在だと、ファーンは思う。

　普通の人間は野犬にさえ怯おびえるが、戦闘の訓練を受けた者は、牙きばや爪に代わる武器を持ち、鱗うろこや毛皮に代わる鎧をまとい、脚力で劣るとあれば馬を乗りこなし、最強の獣となりうる。

（神は世界を精霊界、妖精界、物質界の三界に分かち、それぞれに主人を定めたもう）

　創世神話の一節を、ファーンは思いだした。

　精霊界には精霊が、妖精界には妖精が、そして神の御座たる物質界には、人間こそが主人とされた。そして、魔神は〝魔界〟と呼ばれる異界の主人であるという。だが、そのような異界は、神が分けた三界の何いずれにも属していない。

（魔界とは、何処にある？）

　ファーンは根本的な疑問を覚えた。

　魔界は暗黒神ファラリスが支配する世界であるという。だが、その暗黒神は太古に争われた神々の大戦で、光の神々ともども魂だけの存在となり、世界に介入する手段を失ったとされているのだ。

（魔界とは地獄なのか？）

　そういう説があることを、ファーンはウォートから聞いている。

　至高神ファリスの教義によれば、人間は死後、善人は天国へと昇り、悪人は地獄へ墜おちるとされている。

　魔神どもの邪悪さは、悪人の墜ちる冥めい界かいの住人に相応ふさわしいようにも思う。だが、冥界の住人ならば、もっと霊的な存在なのではなかろうか。

　確かに、この世界における魔神の肉体は仮かり初そめのものであり、その肉体は死後、時間がたてば消滅する。だが、魔神たちの行動や戦い方などは、肉体を有する者のそれである。

（魔神とは、別の世界──異なる物質界に生きる人間なのではないか？）

　そんな閃ひらめきが、ファーンの頭のなかに浮かんだ。

　だとすれば、魔神と人間とは絶対に相あい容いれることはできない。物質界は人間の住む世界であり、彼らの故郷ではないのだから。

　だが、魔神たちは望んで、この世界に来たわけではない。

　エルフ族やドワーフ族らの妖精や、ゴブリンやコボルドといった妖魔が神話の時代の大戦で神々によって召喚されたように、魔神どもを召喚したのは古代王国の召喚魔術師たちである。そして、彼らを従僕として支配し、その能力を様々に使った。

　現代のロードスに魔神どもを甦よみがえらせたのも、やはり人間だ。魔神戦争は文字どおり魔神との戦いではあるが、同時に人間が犯した過ちとの戦いとも言える。

（人間とは、かくも罪深き生き物なのだ）

　今更ながらに、ファーンは思う。

　それゆえ、至高神ファリスの教義は必要なのだ。自分を律するための規範がなければ、人間は簡単に堕落する。だが、その法が完全なものではないことは、ヴァリス王国やファリス教団の内情を見るだけで明らかだ。

　人間は罪深く、それゆえ過ちを犯す。

　だが、その過ちを悔い、償おうとする心もある。

　魔神たちと戦うために立ち上がった百の勇者たちは、人間の良心の具象化とは言えまいか。たとえ、その背後に、様々な思惑が絡みあっているとしても……

　有翼の魔神の骸むくろを見下ろしながら、ファーンはそんな思いを抱かずにはおられなかった。

　そのとき、苦しげな呻うめき声がすぐそばから聞こえてきた。

　ヴァリスの騎士見習いの若者があげた声だった。ファーンは若者を振り返り、そして、自分の迂う闊かつさを呪った。

　若者の腹に、魔神の剣が深々と突き刺さっていた。同様に、若者の剣もまた魔神の心臓を貫いている。刺し違えたのか、刺し違えられたのかは分からないが、壮絶な相打ちであった。

「しっかりしろ！」

　若者の傷が致命傷であるとは知りつつ、ファーンはそう叫ばずにはいられなかった。

「ふ、不覚でした……」

　口の端から血を流しながら、若者は切れ切れに洩らした。

「か、勝ったと思ったのに。噂には聞いていましたが、あれだけの傷を受けてなお、動けるとは……」

　ファーンは地面に倒れようとした若者の身体を支えた。

「自惚うぬぼれでした。わたしには、もっと力があると思っていたのに。手負いの魔神一体と相打ちとは……」

　苦しげな表情ながら、若者は笑みを浮かべた。

「それとて、誰にでもできることではないぞ」

　ファーンは若者に呼びかけた。

　だが、その返事はなかった。

　周囲を探してみたが、癒いやし手たる司祭の姿は見えない。

　若者が死にゆくのが、ファーンの手に生々しく伝わってくる。だが、それを止める力は彼にはなかった。

（冥めい界かいへ逝いくなら天国にしろ。地獄へ行けば、また魔神と戦わねばならないかもしれぬから）

　ファーンは息絶えた若者を地面に横たえると、至高神の名を唱え、剣を持つ手でこの光の神の聖印を切った。

　今日の戦で死んだのは、この若者ひとりではない。

（未来へと続く道があるとすれば、それは人間の屍しかばねでできているのだろう）

　そんな思いに、ファーンはかられた。

　その道を、自分が望む方向へと向かわせようとしてきたのが、人間の歴史である。だが、そういった歴史の担い手たちも、いつかは屍となってその道に横たわることになるのだ。

（死のみは、万人に平等なのだ）

　愚にもつかぬこととは承知しつつ、ファーンはそう思わずにはいられなかった。

　気がつけば、城塞から出てきた魔神は、残らず倒されていた。勇者隊の戦士たちは、次々に城内へと侵入し、最後の戦いを行なっている。

　今更、城内に入っても、魔神と剣を交えることさえできないだろう。

　勝利を確かなものにするため、戦後の始末をはじめたほうがいい、とファーンは判断した。夜は迫っているが、野営の準備さえ整っていないのだ。魔神たちの夜襲にも、警戒しなければならぬ。捕虜の処遇など、早急に解決せねばならない問題も山積みであった。

「あれほどの活躍をしておきながら、深刻な顔をしておるの」

　そんな声がかけられ、数人のドワーフ戦士を伴って、フレーベがやってきた。

　彼も城塞内の掃討戦には、出遅れたのだろう。

「城壁に残っていた敵兵は、すべて片付いた。捕虜の数は、千人ばかり。身柄は騎士団に引き渡せばよかろう」

　フレーベの言葉は、ファーンの意図を読み取ったものであった。

　王であった者にしかできない発言だな、とファーンは思った。

「御協力、願えますか？」

「ナシェルもそう望んでおろう」

　フレーベは、うなずいた。

「あの若者は何処に？」

　そう言えば、ナシェルの姿が見えなかった、とファーンはドワーフ王に訊たずねた。

「最初は、竜に乗って、上空を警戒しておった。今は、ベルドらと一緒に、城塞の中よ。将軍として、武功を示さねばならないだろうからな」

「あの若者の良いところは、周囲の期待に最大限、応こたえようとするところです。それでいながら自分自身を見失わない。わたしには、とても真似まねできません」

　他人の期待と、自分の望みとを一致させる。それを苦もなくやり遂げてゆくことにこそ、あの若者の非凡さがある。

「やろうとせんだけだろう」

　フレーベは笑みを浮かべ、白い髭ひげを僅わずかに揺らした。

「ま、人にはそれぞれ役割があるということだ。夜の見張りは、我らに任せてもらおう。一晩くらい寝なくとも、へたばったりはせん」

「そう、お願いできれば……」

　ファーンはドワーフ王にかるく頭を下げた。

　城塞のなかでは、ナシェルやベルドたちが、魔神と壮絶な戦いを繰り広げているだろう。

　武人として、その場にいないことを残念に思う。

　だが、フレーベの言うとおり、自分には自分の役割がある。

　戦後の処理も、また大切な役割なのだ。寄合い所帯である勇者隊には、そういうことを任せられる人材は今のところいないのだ。

（勝利は得た。だからこそ、死ぬな）

　城塞内のナシェルに向かって、ファーンは心のなかで呼びかけた。
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　壮麗な装飾を施された玉座に座り、スカードの宰相位にあるヒューロは、生気のない顔を玉座の間の入口に向けていた。

　開け放たれた扉の向こうからは、石壁を揺るがさんばかりの雄お叫たけびが響いてくる。

　モス諸王国連合の軍が、城塞内に侵攻してきているのだ。

「ベルテ将軍もこのような気持ちで、魔神の軍団を迎え撃ったのだろうか？」

　ヒューロは、抑揚のない声で言った。

　女将軍ベルテとリュッセンの騎士たちは、魔神の奇襲により落城するとき、最後の最後まで奮戦したものだ。国王とその家族を城外に逃がしたあと、ひとり残らず討ち死にしている。

　ヒューロが入城し、ベルテ将軍の死体を発見したとき、彼女の内臓は魔神によって、無残に喰くい破られていた。

　人間の尊厳など、魔神の意識にはない。彼らにとって、人間の肉は食い物にしかすぎず、女性の内臓はなかでも好物ということだけだ。

「この老人の命など、どうなってもよいが……」

　ベルテ将軍だけは、救いたかったと思う。

　彼女は直前に、将軍職を退いていたはずである。

　ヒューロの言葉に答える者は、誰もいなかった。彼の周囲にいるのは、今や魔神だけだった。

　一体の魔神将と二体の上位魔神。

　僅わずかな数のスカードの騎士たちは、皆、城壁の守備に就いていた。他国からの亡命騎士や傭兵部隊の姿も、いつのまにか見えなくなっている。

　侵攻してくる連合軍を食い止めるため出撃したものか、それとも城内から脱出を試みるために立ち去ったのかは分からない。

「いずれにせよ、手後れであろう」

　ヒューロは力のない笑みを浮かべた。

　戦が始まってから、ヒューロは玉座の間から一歩も出なかった。昔から、戦は嫌いだった。騎士の嗜たしなみとして、武術の稽けい古こも積んだし、軍学も修めてはいたが、そのいずれも実戦で通用するとは思えなかった。ブルーク王という傑出した人物を身近に見ていたから、そのことは確信できた。

　無敵と信じた魔神の強さと数の優位が頼みの綱であった。

　だが、モスの連合軍は予想を超える軍勢を集めており、しかも、魔神に対抗するため、数多くの魔法使いを揃そろえていた。

「負けるのも、当然だな……」

　寄せ手の将軍のひとりがナシェル王子であることは、国境の砦とりでからの報告で知らされている。

　ブルーク王が自分を超える逸材と評してはばからなかった若者である。そして、ナシェル王子はその才能を、遺い憾かんなく発揮している。かつての母国を相手の戦いにおいて……

　ナシェル王子が何故なぜ、スカードに帰還しなかったのか、疑問に思っている者は多い。

　ブルーク王とナシェル王子とが不仲であれば納得もできるが、ブルーク王は王子を愛し、そしてナシェル王子も父王を尊敬していた。

　ナシェル王子がブルーク王の行動に異議を唱えたのは、ただの一度。国王が、傭兵隊長ベルドと宮廷魔術師ウォートを地下牢ろうに幽閉したことに対してだけだ。

　石の王国のフレーベ王との〝誓い〟を守っているためであるとの噂うわさも伝わってきている。父ブルークが魔神の入れ替わりであるか、魔神に心を支配されていると思っているためとも囁ささやかれている。

　その何いずれもが正しいのだろう、とヒューロは思っている。

　ナシェル王子は潔癖な性格の持ち主であり、誓いを破ることや、邪悪な生き物を用いることに我慢ができなかったのだろう。

　それに、ブルーク王が魔神の入れ替わりであるとか、心を支配されているという噂は、帰還したスカードの騎士たちのあいだでも囁かれている。

　だが、ヒューロたちスカードの帰還騎士に、選択の余地はなかった。

　盟主国ヴェノンからスカード公として派遣されてきたアロンドは、本国から連れてきた直属の騎士たちを優遇し、スカードの騎士たちの領地を減じたり、役職を解くなどした。

　ブルーク王が率いた魔神の軍団に、王城グレインホールドを攻め落とされたとき、それでもスカードの騎士たちは、モスの諸王国の軍勢と一緒にマスケトへと落ち延びたのだ。だが、そこでは冷酷な仕打ちが待っていた。

　スカードの騎士の多くが騎士資格を剝はく奪だつされ、財産を没収されたのだ。

　あの仕打ちさえなければ、スカードに戻らなかった騎士がほとんどだったろう。ブルーク王の野心に共鳴し、ロードスの支配を目もく論ろんでいる者など僅わずかなのだ。

「ナシェル王子のような決断力や行動力があれば、な」

　それが無益なこととは知りながら、ヒューロはそう嘆かずにはおられなかった。

　ふと気がつくと、周囲の魔神の視線が、ヒューロに注がれていた。

　すでに死ぬ覚悟はできていたが、背筋が寒くなるのを抑えることはできなかった。死の恐怖をも凌りよう駕がする恐怖があることを、スカードの帰還騎士たちは、全員、知ったはずだ。

　魔神と共に行動する圧迫感に耐えきれず、精神に異常をきたした者もいる。ナシェル王子の呼びかけに応じ、スカードから脱出する騎士も現われはじめていた。

　今日の戦に敗れたことで、スカード軍の内部の動揺は大きくなろう。魔神の不敗を信じ、スカード軍に身を投じた者にとっては、思いもかけぬ誤算であるはずだ。

（そのほうが、良いかもしれぬ……）

　その言葉ばかりは、さすがに口にすることはできなかった。

　魔神の力を借りて、ロードスを征服したとて、そのあとの統治がうまくゆくとはヒューロには思えなかった。心ならずも魔神の側に立ったが、魔神を恐れ、嫌けん悪おする気持ちは、普通の人と同様である。

　死ぬのは恐ろしいし、無念でもある。だが、魔神が勝利しなかったことに、どこかしら安あん堵どを覚える気持ちもある。凡庸な才能しか持ち合わせていなかったことも、今度に限っては許せる気がした。

　気が付けば、扉の外から聞えてくる戦いの響きが、すぐ近くまで迫っていた。

　最期の時がいよいよやってきたようだ。

　ヒューロはふらふらと玉座から立ち上がり、周囲にいる魔神をぼんやりと見つめた。

　魔神たちが何を考えているのかは、まるで分からない。彼らには意志というものがないように思えるときがある。死ぬことなど恐れてもいない。高い知性を有していると聞くが、その知性を活用しているようには思えない。

　彼らこそ、誰かに操られているのではないかと思うときもある。ヒューロはそれゆえ、ブルークを信じている。彼が知るかぎり、魔神たちはブルークの命令どおりに動いてきたから。

「魔アー神クデー将モンよ……」

　ヒューロは玉座のすぐ脇わきにいる魔神に呼びかけた。

　四枚の翼を持った人型の魔神だ。頭頂部には太い角がはえ、二本の牙きばが口から突き出ている。ふたつの腕には剣と錫しやく杖じようが握られている。

　四体いる魔神将のうちの一体だった。残る三体のうち二体は、マスケト公とブルーク王の護衛の任についている。そして、もう一体はライデンの郊外で、ベルド隊長に討たれている。

　そのベルド隊長や賢者ウォートが、ナシェル王子を助けていることを、ヒューロは噂に聞いていた。ドワーフ王フレーベが同どう朋ほうの仇かたきを討たんとしていることも、ヴァリスの次期国王と目されていた白き騎士ファーンが母国を捨てて、モスに来ていることも知っている。

　スカードの騎士には、彼らに匹敵する人材などひとりもいない。

　剣術において、それなりの腕を持っていたのは、騎士団長のサイラスぐらいだ。だが、彼はスカードには帰還せず、かねてから噂のあった伯爵夫人と共に、アラニアへと旅立っている。

　騎士としての務めは終わり、後はひとりの男として生きるのだ、とサイラスは言っていた。スカードの帰還騎士は全員、彼を軽けい蔑べつしているが、己の美学を貫いたという点で、ヒューロは立派だと思っている。

「将軍としての最後の役目は、敵に殺されることだ。わたしはそれを果たそうと思う。だが、おまえたちには翼があり、そして魔法もある。逃れようと思えば、逃れられよう。スカード王のもとに戻り、次の戦に備えてもらいたい」

　魔神将に向かって、ヒューロは呼びかけた。

　だが、四枚翼の魔神はまったく反応を示さなかった。

（与えられた役割は、あくまで、わたしの監視というわけか？）

　ヒューロは魔神たちには、何を言っても無駄と知り、もはや考えるのを止めた。そうして、最期の時が来るのを、じっと待つ。

　それには、さほどの時間が、かからなかった。

　両開きの扉から、数人ほどの人間がなだれこんできたのだ。

「ナシェル王子、それにベルド隊長……」

　侵入してきた人間の姿を見て、ヒューロは思わず声をあげた。

　ナシェルが先陣を切って飛びこんでくるとは、予想もしていなかった。それは、傍かたわらにいる魔神将と戦うことを意味している。

「ヒューロ宰相、あなたがこの城を守る将軍だったのですね？」

　ナシェルは、玉座の前に立ちつくすヒューロに呼びかけた。

　玉座の間に来るまでに、ナシェルたちは何体もの魔神を倒してきた。だが、城のなかには、まだ数多くの魔神が潜んでいるようだ。勇者隊の戦士たちは、城内をしらみつぶしにしており、魔神を狩りだしている。

　だが、勇者隊からも大勢の犠牲者を出している。魔神を一体、倒すために、二人か三人ぐらいは命を落としているのではないだろうか？　だが、魔神の数は、そう多くないと聞いている。三人の犠牲で一体の魔神を倒していったら、魔神はいつか壊滅するはずだった。

「お下がりください、王子。ここにいるのは、魔神将。人間の勝てる相手ではありません」

　ヒューロは己の置かれた立場も忘れ、ナシェルに呼びかけた。

　赤子のときから、ナシェルを見てきたのである。容姿も美しく、聡そう明めいな少年であったナシェルを、ヒューロは心から愛していた。敵、味方に別れているからといって、その感情が消えるわけではない。

「降伏してください、ヒューロ宰相。あなたが犯した罪は消えるものではありませんが、後悔の念が多少ともあるのなら、償いを考えていただきたい。魔神に関する情報や、父ブルークの居場所など、知りたいことはいくらでもある。そして、人間が魔神とともに行動していることの恐ろしさや無益さを、訴えてほしい。野心的な人間が、もはや誰ひとりとして、魔神の軍団に身を投じないように。あなたなら、それができるはずだ」

　ナシェルの口調は厳しかったが、その澄んだ声は笑いながら名前を呼んでくれた一年前と、まったく変わっていなかった。

　事情は全部、分かっていると、その目が伝えているように思えた。

　罪を許すと言っているのではなく、罪を償えと言っている。それがいかにもナシェルらしく、彼の言葉に裏のないことが分かる。

　ヒューロの目に、涙が浮かんだ。哀しみのためではなく、言葉にならぬ感情が純粋な形で溢あふれだしたのだ。

「わたしで、お役に立つことでしたら……」

　ヒューロはナシェルに答え、白髪の頭を深く深く、下げた。

　だが、その頭がふたたび上がることはなかった。次の瞬間、隣にいた魔神将が、腕を動かしたのだ。

　目にも止まらぬ早さで、剣が振るわれ、ヒューロの首はごとり、と落ちた。一瞬、遅れて、真っ赤な血が玉座の間に敷かれた絨じゆう毯たんの赤色を、更に赤く染めてゆく。

「ヒューロ！」

　ナシェルの絶叫が、玉座の間に反響していった。

「魔神こそが、やはりスカードの主人のようね」

　フラウスが神聖なる鎚鉾メイスを構え、足を踏みだそうとした。

「魔神将は、オレに任せろ」

　その気配を察知したベルドが剣を抜き放つと、フラウスを制するように真横に広げた。

「また、ひとりで戦おうというの？」

　フラウスが声を荒げて、ベルドの剣を手で押し退けようとする。

　慌てたように、ベルドは剣を引く。だが、

「戦う相手は魔神将だけじゃない」

　と、断固たる口調で言った。

「ベルド隊長の言うとおりです。魔神将の他にも、上位魔神が二体います。わたしたちは、そちらを倒しましょう」

　ナシェルが、二人のあいだに割って入って言った。

「無茶はしないで……」

　フラウスは、ベルドに呼びかけた。

　だが、その声は不覚にもかすれ、ベルドに届いたかどうかも分からない。

　ベルドは剣を構え、唇を舐なめながら魔神に向かってゆく。楽しくてたまらないといった表情。彼の関心は、強敵と戦うことにあるのだ。自分の剣が何のために振るわれるべきか、誰に向かって振るわれるべきかは考えの外にある。もしも、至高神の使者が降臨してきたとして、その使者がベルドの興味を惹ひくぐらいに強ければ、やはり彼は剣を向けるのではなかろうか。

「魔神がいるぞ！」

　ナシェルが背後に向かって大声をあげ、近くにいるであろう勇者隊の戦士に呼びかけた。

　その声に応じて、数人の勇者が玉座の間に駆けこんできた。

「見たこともない魔神だ」

　広間の奥に悠ゆう然ぜんと立つ魔神たちを見つめ、勇者たちのうちのひとりが息を飲んだ。

「上級の魔神たちです。心してください」

　ナシェルは勇者たちに声をかけ、彼らがやってくるのを待ってから、魔神に向かってゆく。

　相手が上位魔神ぐらいなら、一対一でも戦えるぐらいに、ナシェルは強くなっている。だが、それでも、あえてひとりでは戦おうとしない。勇者隊を預る者としての使命感が、そうさせるのだろう。

　それも勇気のひとつの形だと、フラウスは思う。

　ベルドにとって、戦いとは彼自身の勝利を目指すことでしかない。だが、ナシェルにとっては、あくまで魔神を滅ぼすことにある。

　この赤髪の戦士はおそらく、自分が最強の戦士であることを確かめたいのだ。人間の限界を超えた戦士であることを……

　真の英雄王には、それも必要な資質かもしれない。

　神に近い英雄ならばこそ、ロードスの人々はその統治を受け入れよう。ロードスをひとつにするという覇業のための試練であると、自らに課しているのかもしれない。

　だが、フラウスは英雄王を助ける使命を、神から与えられている。自分だけはベルドを手伝ってもいいではないか、と思う。

　だが、ベルドにそういう考えは、まったくないようだった。

　フラウスはナシェルと分かれて、左側の上位魔神に向かっていった。

　二つの首を持つ魔神である。その首は竜のそれであり、竜頭の下位魔神ラグナカングと同族であることが推測された。

　ウォートがある人物から借り受けたという「魔神の書」によれば、魔神にはいくつかの種族があり、それぞれの種族は魔神将や上位魔神、下位魔神といった階級に分かれていると記されていたという。最初は下級の魔神に生まれ、上級の魔神に成長してゆくのか、それとも最初から階級に分かれて生まれるのか、疑問が持たれたが、それに対する答はなかった。

　完全なる自由を標ひよう榜ぼうする暗黒神ファラリスの従僕にもかかわらず、魔神たちの階級は厳格であり、上位者の命令は絶対的なもののように思われる。魔神たちは無秩序に暴れ回っているようにも見えるが、実は高度な戦略に基づいており、魔神将も上位魔神も、その戦略に沿うように行動しているのかもしれないと、ウォートは推測している。

　彼の推測が正しければ、魔神たちは何者かの命令を忠実に実行していることになる。その命令を与えているのが魔神の王なのか、ナシェルの父であるスカード王なのかは、突き止められていない。それさえ判明すれば、魔神戦争は異界の住人対ロードスの住人と図式化され、より強固な団結が得られるはずなのだが……

「聖女殿、お助けしましょう」

　ふたりの勇者が剣を抜いて、フラウスの横に並んだ。

「わたしが正面から魔神をひきつけます。あなたがたは、横から攻めてください」

　フラウスは、そう指示を出した。

「承知！」

　ふたりの勇者はうなずくと左右に散る。

　魔神殺しの聖女として、フラウスの名も勇者隊に鳴り響いている。性別や年齢で、彼女を見下したりする者は誰もいない。むしろ、勇気を司つかさどる精霊バルキリーや戦神マイリーの従属神たる有翼の勝利の女神の化身のように思われている節がある。

　至高神の神官戦士であるフラウスにとって、そう思われるのは遺憾なのだが、それで彼らが存分に戦えるならと、むやみに否定はしていない。今日の戦でも、フラウスが声をかけると、多くの戦士たちが奮起してくれた。

　自分自身にそんな力があるとは思ってもみなかったので、フラウスは戸惑いさえ覚えた。至高神の信者ならともかく、フラウスの呼びかけに応じてくれたのは、荒くれ者の傭よう兵へいあがりや平民出身の勇者たちもいたのである。戦神マイリーや商業神チャ・ザ、大地母神マーファを信仰しているはずの人々なのである。

（そうして、命を落としていった者たちのためにも……）

　フラウスは、心に誓うのだった。

　魔神を滅ぼし、ロードスに恒久の安定をもたらす、と。相手がたとえ上位魔神であっても、遅れを取るわけにはゆかない。

　フラウスが持つ鎚鉾メイスと円ラウン形ドシ楯ールドは、魔神のような異界の魔物を倒すために創造された武器であり、楯たてである。百年以上も前のファリス教団の大司祭が、その死期が近づいたとき、自身の肉体に至高神の降臨を願い、奇跡の力を付与させたのである。ヴァリス王国の象徴である聖なる武具と同じく、神が与え給いし武器であり、楯なのだ。

「邪悪なる異界の住人め！」

　フラウスは二つ首の魔神に向かい、気合いの声とともに武器を叩たたきつけていった。
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　フラウスとナシェルは、ほとんど同時に、それぞれが相手にしていた上位魔神を倒した。

　二人とも何箇所か軽い傷を負い、共に戦った勇者のひとりは、哀れにも魔神の攻撃に頭を砕かれ、絶命した。残る四人の勇者も、無傷ではいられなかった。

　荒い息を吐きながら、魔神がもはや動かないことを確認すると、フラウスはすぐベルドを振り返った。

　上位魔神と戦っているあいだは、ベルドを気遣っている余裕はなかった。ただ、剣戟の音が響いてくるので、赤髪の傭兵がまだ魔神将と戦いつづけていることだけは分かった。

　事実、戦いは続いていた。だが、その戦いはフラウスの想像を絶するものだった。

　ベルドが戦っている相手は、魔神将だけではなかった。

　彼の足下には無数とも思える地虫がうごめいており、顔の周囲には黒煙のように蠅はえの大群が群がっていた。

　地虫はベルドの足に這はいあがり、膝ひざから太ふと股もものあたりまでを赤く腫はれあがらせていた。靴に踏み潰つぶされては油をまき散らし、彼の足を滑らせた。蠅は蠅で、ベルドの顔にある穴という穴に侵入を試みようとしている。

　魔神将が邪悪な魔法を使い、虫どもを召喚したに違いなかった。

　そうした魔法を唱える一方、剣を振りまわし、ベルドを切り刻まんとする。鋭い牙きばが覗のぞく口からは、吐と瀉しや物ぶつにも似た液体を吐きだし、そのしぶきがベルドの肌に飛び散ると、たちまち皮膚が真っ黒に変色してゆく。

「ベルド！」

　我慢ができず、フラウスは魔神将に向かって、〈気弾フオース〉の呪文を叩きつけていた。

　魔神将の横腹に呪文は炸さく裂れつしたが、傷らしい傷は与えられなかった。だが、巨大な剣を振るう手が、一瞬、止まった。

　それは、ベルドにとって十分な隙すきであったはずだ。だが、彼はその隙をつかなかった。いや、故意に見逃したのかもしれない。

　あくまで誰の力も借りることなく、魔神将を倒すつもりのようだ。

「そのつもりなら……」

　フラウスは邪魔にならないぐらいのところまでベルドの近くに駆け寄ると、威力を最小限に抑えた気弾を周囲に炸裂させた。

〝気〟の塊が爆発的に広がってゆく。ベルドや魔神将には、突風が吹き抜けた程度にしか感じられなかったろう。だが、ベルドの周囲にうごめいていた地虫や蠅は、たちどころに一掃されていた。

「下がっていろ」

　無愛想なベルドの声が返ってきた。

　だが、地虫や蠅を一掃したことを責めているわけではない。

（余計な手だしではなかったということね）

　フラウスは、言われたとおりに元の位置へ戻った。

「魔神は思いのままに魔法を使っているのだから、ひとりで戦わなくてもいいはずなのに……」

「大丈夫、ベルド隊長にはまだまだ余裕があります。魔神将の動きは思ったほどではありません。魔法にさえ気をつけていれば、おそらく勝てるでしょう」

　フラウスが不満を洩もらすのを聞いて、剣を構えたままのナシェルが声をかけてきた。

　泥や魔神の返り血で汚れていたが、ナシェルは自分の館で寛くつろいでいるような口調であった。透きとおるような青い瞳ひとみは、ベルドと魔神将との戦いに注がれたまま、両者の一挙手一投足を見逃すまいとしているかのよう。上位魔神を倒した直後だというのに、息さえ乱しておらず、端正な横顔は心憎いまでに落ち着いている。

　ラフィニア王女が心奪われるのも当然だ、とフラウスは思った。

　輝く太陽のような金髪。澄みきった空のような瞳。物腰が柔らかいためか、華きや奢しやな印象も受けるが、彼の体格はベルドやファーンにも見劣りしない。

　ナシェルの言葉どおり、ライデンの郊外で出会った魔神将のほうが、武器を使った戦いに関しては強かったように思える。ベルドもそれを知り、魔神将にあえて魔法を唱えさせたのかもしれない。地虫や蠅の群などで動きを制限されて、対等ぐらいに思ったのだろう。

「やはり、ここだったね」

　そのとき、聞き慣れた声が響いて、荒野の賢者ウォートが玉座の間に姿を現わした。そして、フラウスのところへ、のんびりとやってくる。

「ベルドが戦っている相手は、魔神将だね？」

「あなたのほうが、よく御存じでしょ」

　気軽な口調で訊たずねられ、フラウスは不快感を覚えた。

　ベルドが命懸けで戦っているというのに、剣闘士奴隷の戦いを見物する観客のような態度だった。戦いは強いほうが必ず勝つというものではない。不運に見舞われれば、どんな勇者、英雄でも簡単に命を落とすのだ。

「強力な暗黒魔法を使うはずだ。蘇そ生せいの逆呪文を使われ、抵抗しきれなかったら、いかなベルドとて命を失うね」

「わたしは見ていないけど、そんな呪文を唱えられるのなら、最初に唱えたはずだわ」

「まだ戦っているところを見ると、呪文に耐えたというわけか。だとすれば、さすがだね。強きよう靭じんな精神を持っていることの証あかしだよ」

「精神も、肉体もよ」

　フラウスが胸を張るようにして言う。

　ウォートはまったくだ、というようにうなずき、ナシェルに顔を向けた。

「城塞の内部も、掃討し終わったようだ。今、怪け我が人にんを屋内に運び入れて、ニース高司祭が治療を始めている」

　大量の魔晶石があるから、大勢の怪我人を癒いやすことができよう。勇者隊のなかにも、神聖魔法の使い手がいて、ニースを手伝っている。傷さえ塞ふさがれば、数日の安静で全快する。

「我々は勝ったのですね……」

　ウォートの言葉を聞いて、ナシェルは喜びよりも安あん堵どの思いを強く感じた。

「あの魔神将を倒せば、ではなくって？」

　フラウスが咎とがめるように言った。

「そうでした……」

　軽率だった、とナシェルは素直に謝った。

　彼自身は、ベルドの勝利をもはや疑っていない。しかし、フラウスがベルドを案ずるのは、当然だ。ベルドを英雄王とすることが、至高神ファリスから与えられた彼女の試練でもあり、同時に彼女にとって最愛の人でもあるのだ。

　魔神将との戦いはまだ続いていたが、ベルドの顔からはもはや笑みが消えていた。

　普通の人間であれば余裕を失っていると思えるところだが、ベルドに関して言えばまったく正反対である。

「そろそろ飽きてきたようだね」

　ウォートが鋭く言い当てる。

　ナシェルはにっこりとうなずき、

「ベルド隊長の伝説に、またひとつ武勲が加わりましたね」

　と答える。

「見物しているだけで、よく気楽に言えるものね」

　フラウスが怒りの視線を二人に向ける。

「それは必要なことなのですよ。ベルド隊長にとって、そして、我々にとっても」

　フラウスを宥なだめるように、ナシェルが言った。

「魔神将と戦い、勝つだけならば、わたしたちが手伝えばいい。ベルド隊長が戦わなくても、魔法の援護のもとに、手練てだれの戦士を十人ぶつければ、たぶん勝つことはできるでしょう。しかし、それでは魔神の強さが、かえって強調されるだけです。赤髪の傭兵は魔神将と戦い、余裕を失うことなく勝利を収める。それは彼の勝利であるだけでなく、人間の勝利にもなります。ベルド隊長は、人間が魔神に勝るという生きた証なのです。その証があるかぎり、勇者隊に参加しようとする人々は、後を断たないでしょう。戦場で魔神に出会っても、踏み留とどまる勇気がわき起こるでしょう」

「人間が魔神に勝る？　それは、幻想ではなくって。魔神と一騎打ちをして勝てる人間なんて、そうそういるとは思えないわ」

「そのとおり、幻想だよ。だが、それこそが大事なのだよ」

　ナシェルに代わって、ウォートが答えた。

「幻想に溺おぼれて、死んでゆく者がいるとしても？」

「それでも、だよ」

　ウォートがきっぱりと言った。

「ロードスの正義を守るために、ね」

　そう言われては、フラウスには反論することができない。

　だが、本当に正義のためなのか、という疑問を抱かずにはいられない。ナシェルやウォートは、ベルドや勇者を単に利用しているだけのように思える。

　だが、ベルド自身がそれで満足しているようだから、フラウスには何も言えないのだ。

「必要なのですよ」

　フラウスの耳元に口を寄せ、ナシェルが囁きかけてきた。

「我々にとって、そして、ベルド隊長にとって……」

　ウォートに聞かれぬように言うから、まったく別の話をするのかとフラウスは思ったが、ナシェルは先刻の言葉をただ繰り返しただけだった。

　だが、彼が何を言いたいのか、漠然とではあるが理解できた。ベルドが英雄王になるためには必要な試練であると言いたいのだろう。

　ただ勝つだけでなく、完かん璧ぺきに勝つことが重要なのだ、と。

　そして、その完璧な勝利が、いよいよ現実のものとなった。

　ベルドが気合いの声とともに、剣を持つ魔神将の腕を切り落としたのだ。錫しやく杖じようを持つ手のほうは、すでに力なく垂れさがっている。

　それでも、魔神将は口から吐瀉物を吐き、あくまでも戦いをあきらめない。

　だが、ベルドはその攻撃を難なく見切って、翼といわず、足といわず、魔神将の全身を文字どおり切り刻んでいった。

　それまで長時間、戦っていたのが、何だったのかと思うような連続攻撃である。

　玉座の間に、いつのまにか集まってきていた勇者たちから、歓声があがる。

「これで終わりだ」

　ベルドはそう言いながら、魔神将の首を払い落とした。

　切断された首から体液が噴きだし、ベルドの身体と石床を濡らしてゆく。

「やったわね！」

　フラウスが快かい哉さいの声をあげ、ベルドのそばへ近寄っていこうとした。

　だが、その腕を誰かが摑つかんだ。

　ウォートだった。何も言わないが、いつになく厳しい顔をしている。

「どうしたというの？」

「まだ、終わってはいない」

「終わっていないって……」

　魔神将はすでに全身を切り刻まれ、両りよう膝ひざを床に落としている。首も落ち、翼も三枚までもがれているのだ。いかに強きよう靭じんな生命力を持つ魔神将とはいえ、もはや反撃する手段はない。

「腕が動いている！」

　ナシェルに注意を促され、フラウスもそれに気づいた。

　動いているのは錫しやく杖じようを持ったまま力なく垂れ下がったほうの腕ではなく、完全に切断され、床に転がっているほうの腕であった。剣を離した指がベルドの額に、まっすぐ向けられていた。

「何をするつもり？」

　完全に死んだと思っていた魔神将が、ベルドに向かって、大鉈を投げつけてきたことをフラウスは鮮明に思い出した。

「分からん、暗黒魔法を唱えるつもりなのか……」

「肝心のときに、役に立たない賢者ね！」

「わたしは、全知全能の神ではないのだよ」

　憤然として、ウォートは言った。

「また、悪わる足あ搔がきかい？」

　ベルドはそう言って嘲ちよう笑しようを浮かべたが、魔神将の動きからは、一瞬も目を離さなかった。

「禁呪ってやつかい？　それなら、フラウスかウォートにとどめをさしてもらわないとな」

　剣によって受けた傷では死なない、などといった呪いをかけるのが〝禁ワード呪パクト〟である。その代わり、他の武器によって傷ついた場合には、容易に致命傷となりうる。加護ではなく、呪いとされる所以ゆえんだが、剣や槍たてを使うことの多い騎士を相手にするなら、禁呪による護まもりは有効であろう。

　切断された魔神の指は、相変わらずベルドをさしつづけている。しかし、やがて痙けい攣れんを起こし、ぱったりと動きを止めた。

「こけ威おどしか……」

　ベルドが吐き捨てて、振り返ろうとしたときに、それは起こった。

「あ、あれは！」

　フラウスが、叫びをあげる。

　ベルドの身体を濡らしていた魔神将の返り血が、まるで生き物のように動きはじめたのだ。

「おっ？」

　油断はしていないつもりだったが、ベルドもそこまでは予期していなかった。魔神将の返り血は、ベルドの顔に張りつき、口と鼻から体内に侵入していった。

「がはっ！」

　ベルドは噎むせて、魔神将の血を吐き戻そうとした。

　だが、溢あふれてきたのは真っ赤な鮮血、ベルド自身のそれであった。

「ベルド！」

　我慢できないというようにフラウスが走りだし、地面にうずくまったベルドのそばに寄った。

「今、癒しの呪文をかける」

　フラウスは心を落ち着かせ、神への祈りをはじめた。

　ナシェルとウォートもやってきた。

「魔神将は倒れた。最後の魔法も、聖女殿が浄化してくれましょう。その邪魔にならぬよう、全員、階下に降りてほしい。食事や飲み物なども、運び込まれているはずです。ゆっくりと疲れを癒してください」

　何事が起こったのかと不審がる勇者たちに向かって、ナシェルがいつものように穏やかな口調で指示を与えた。

「我々は魔神に勝ったのです」

　そして、誇らしげにナシェルは宣言した。

　それを聞いて、広間に集っていた勇者隊の戦士たちは空気を震わさんばかりの歓声をあげ、互いに抱き合い、勝利を讃たたえあった。

「酒だ！　酒だ!!」

「街に出れば、女たちも歓迎してくれるぞ！」

　子供のように燥はしやぎながら、勇者たちは玉座の間を後にしてゆく。

「……機転が効くね」

　全員が退出するのを見届けてから、ウォートが心底、感心したように言った。

「ベルド隊長の勝利は完全でなければならないのでしょう？　ライデンで魔神将を倒したときのように」

「そういうことだ。たとえ、それが偽りのものであってもね」

「ベルド！　ベルド!!」

　フラウスがベルドの肩を抱きながら、必死に呼びかける。

　治癒呪文はすべて唱えた。傷を癒し、解毒も施した。かかっているかどうかは分からないが、病を治療する呪文まで唱えた。

　だが、ベルドはあいかわらず苦しそうに呻うめき、頭を抱えている。

（何を施せばいい。どうすれば、ベルドを苦しみから解放できるの）

　フラウスは冷静になれ、と自分に言い聞かせた。

　そのうち、開かれたベルドの口が、何かを伝えようと動いていることに気がついた。

「どうしたの？　何が言いたいの？」

　フラウスはベルドの口の動きを見つめ、ベルドの声にならぬ声を読みとろうとした。

「に……」

　ベルドの口の動きは、ひとつの言葉を繰り返しているように思われた。

「に、げ、ろ？　わたしに逃げろ、と言ってるの？」

　フラウスが、そう訊たずねたときだった。

　獣のような咆ほう哮こうをあげたかと思うと、ベルドがフラウスを払いのけ、いきなり立ち上がった。

　フラウスは尻しり餅もちをつき、茫ぼう然ぜんと赤髪の傭兵を見上げる。

「逃げろ！」

　今度ははっきりと、ベルドが告げた。

「どういうこと！　どうして、わたしが逃げなければならないの……」

　訳が分からず、フラウスは激しく首を横に振った。

　ベルドの全身がわなわなと震えている。筋肉がいつも以上に盛りあがり、浮き立った血管が脈打っているのが、はっきりと見えた。どくん、どくん、とその脈動に自分の心臓の鼓動が一致してゆくような錯覚を覚える。

「フラウス！　下がって!!」

　ナシェルが警告の叫びをあげた。

　その瞬間、ベルドが突如、動いた。

　手にしていた剣を大きく振りあげたかと思うと、フラウスに向かって振り下ろしたのだ。

「ベルド？」

　その動きを、フラウスは惚ほうけたように見つめた。

　頭上から振り下ろされる剣の動きは、信じられないほど遅かった。普段のベルドの剣さばきからは、想像もできないほどである。

　だが、フラウスにはそれを避けることができなかった。目の前に起こっていることを信じることができない。頭のなかが焼け切れて、灰になったような気分だ。

「フラウス！」

　激しい金属音に、フラウスはようやく我に返った。ナシェルが横から剣を伸ばし、ベルドの剣を受け止めた音であった。

「どういうことなの！」

　フラウスは床を転がって、ベルドのところから遠ざかった。そして、救いを求めるようにウォートを振り返った。

「確信は持てないが……」

　ウォートは杖つえを構えて、いつでも魔法を唱えられる態勢を取っている。

　その魔法を誰に向けるつもりなのか、とフラウスは彼に問いたかった。

「暗黒魔法の奥義に、死ラスのト呪ワーいドというのがある」

　厳しい表情を浮かべながら、ウォートが言った。

「死の呪い？」

「術者が滅びるときにのみかけられる最強の呪いだよ。その呪いから逃れることは、難しいと聞いている」

「呪いなの？　いったい、どんな呪いを？」

「友を殺せ、愛する者を殺せ。そんなところではないか？　ベルドは今、呪いの命じるままに行動している。彼自身、抵抗しようとしているのだろうが、魔神将がかけた最後の呪いだ。その強制力に耐えうるのは難しいだろう」

　ベルドはナシェルに向かって、猛然と攻撃を始めている。

　その動きが徐々に、ベルド本来のそれに戻っている。ベルドの剣を巧みに受け止め、受け流してゆくナシェルの防戦ぶりに、赤髪の傭兵の生来の闘争本能が目覚めたのかもしれない。
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「ナシェル！」

　フラウスは、悲鳴をあげた。

「ナシェルは強くなっている。あのベルドの猛攻を見事に凌しのいでいるのだからね。だが、いつまでもというわけにはゆかんだろう」

「呪いならば、解除すればいいだけではなくって？」

「それができればね。だが、呪いを解くには、ベルドの身体に触れなければならない。まるで狂バー戦サー士カーと化しているあの最強の戦士の身体にだよ。それも魔神の呪いに打ち勝つほど最大限に精神を集中させなければならない。わたしには、不可能だと思えるね」

「やるわ！　やってみせるわ!!」

　フラウスは、むきになって答えた。

「無駄だよ。魔神将が命とひきかえにかけた呪いなのだよ。あの強靭なベルドの精神力をも打ち破ったのだ。言っては何だが、フラウスの魔力では、おそらく通用しまい」

「やってみなければわからないわ！」

「分かるよ、わたしには。奇跡でも起こらないかぎり、今のベルドを救う術はない」

　あるいはニースならば、ベルドを救えるかもしれない。魔神将の魔力に打ち勝てるとすれば、フラウスではなく彼女のほうだろう。だが、戦士としての技量に劣る、彼女がベルドの身体に触れられるとは思えない。巨大な体たい軀くの竜が相手ならばともかく、ベルドはその体格からは、想像もできないほど俊敏に動けるのだ。

　ニースに危険を犯させる気にはならなかった。

　だが、このままでは、ナシェルがベルドに切り殺されてしまう。それは、ウォートにとって、自分の希望の終しゆう焉えんを意味する。

「ウ、ウォート……」

　そのとき、ベルドが苦しげな声をあげた。胸の奥から、振り絞ったという印象であった。

　ベルドはそれ以上、言葉を続けられなかったが、ウォートは分かったというように、うなずいた。そして、ゆっくりと上位古代語の呪文を詠唱しはじめる。

「ウォート！」

　フラウスは悲鳴にも似た声をあげた。

　全身に悪寒が走り、視界が狭くなったような気がした。いつになく真剣なウォートの顔を見るだけで、彼が精神を集中させ、最大限の魔力で呪文を唱えようとしているのが分かる。杖を持つ手と逆の手には明るく輝く魔晶石が握られていた。

「何をするつもりなの！」

　フラウスの叫びは問いかけではなかった。

　彼女には、ウォートの意志がはっきりと理解できた。何の呪文を使うかしれないが、ベルドを倒すつもりなのだ。最高の魔術師が、最大の精神力を振り絞って、しかも、魔法の水晶の魔力も借りてである。

　精神を集中させているウォートは、フラウスに見向きもしなかった。

（止めなければ……）

　フラウスの心は、そう叫んでいた。

　彼女自身も気づかなかったが、鎚鉾メイスを握っている右手に力が入っていた。それを一いつ閃せんさせれば、ウォートの呪文を中断させることができる。

　だが、別の心が、おそらくは彼女の理性の部分が、その衝動をかろうじて押しとどめた。魔術師の使う古代語魔法には、命を奪わずとも人を無力化させる呪文がある。ウォートは、ベルドに友情にも似た感情を抱いている。望んで、殺そうとはしないはずだった。

　激しい感情が嵐あらしとなって心に吹き荒れ、気を失ってしまいそうだったが、フラウスはかろうじて意識を保った。そして、ウォートが呪文を完成させるのを、じっと見守った。

「……砕けよ心、凍れよ魂！」

　上位古代語による呪文の声とともに、ウォートは魔力の発動体たる杖を、赤髪の戦士に向けて突きだした。

　その先端から、蜘蛛くもの糸にも似た青白い光が放射される。その光は、ナシェルに向かって、猛然と剣を振るうベルドを包みこむように捕らえた。

　赤髪の傭兵の身体が一瞬、震え、次の瞬間、彫像と化したように動きをやめた。ナシェルを切り倒さんと振り上げていた剣がだらりと下がる。

　それを見て、ナシェルは、深く息をした。

　なんとかベルドの猛攻をしのいでいたが、それもそろそろ限界に近づいていたところだった。次の一撃を受け止められたかどうか、自信はまったくない。本気の剣を受けてみて、あらためてベルドの強さが実感できた。魔神と戦っていても、これほどの圧迫感は受けたことがない。

　大きく肩で息をしながら、ナシェルは沸騰しているような全身の血が、冷めるのを待った。

　そこに、至高神の名を唱えながら、フラウスが駆けよってきた。彼女はナシェルには見向きもせず、飛びつかんばかりにベルドの様子を観察する。

「ベルド！」

　フラウスは呼びかけたが、答はなかった。

　肉体的にはほとんど異常は認められなかった。全身の肌が、彼の髪の色のように上気し、汗がひどく流れているぐらい。だが、その瞳ひとみに生気のかけらもないところが、いつものベルドと決定的に違っていた。

「……ベルドに、何をしたの？」

　恐る恐る振り向いて、フラウスはウォートに訊たずねた。

「心を殺した……」

　疲れきったようなウォートの声が返ってきた。その額には汗がにじみ、肩が激しく上下している。魔法をかけるのにいかに集中したかが、それだけで分かる。

「精神魔術の秘術を使ってね。今のベルドに、何を話しかけても無駄だよ。声は聞こえているが、答えようと思う心がない」

　その呪文は、ウォートの父である魔術師が、妻である女性に対して使った呪文だ。この呪文の束縛から、ウォートの母は一生、解放されることはなかった。しかし、もしも解放していれば、その場で狂い死にしていたかもしれない。

「どうして、そんな魔法を！」

　フラウスは叫んだ。抑えようとしているのだが、どうしようもなく非難の口調になる。

「呪文の効力が永遠に続くからだよ。効力が切れれば、ベルドはふたたび呪いに支配されてしまう。この呪文なら、解除されないかぎり、ベルドの心は死んだままだ」

「それで、解除できるの？」

　恐る恐る、フラウスは問いかけた。

「もちろん、できる。しかし、解除すれば、死の呪いの束縛が復活するだけだ」

「だったら、どうすれば！」

「魔神将のかけた呪いを解くしかない。そして、それは、わたしの領分ではないのだよ」

　呪いを解くには、神の代理人たる司祭の奇跡──神聖魔法に頼るしかないのだ。

「ニース司祭を呼んでくるよ」

　ウォートは言って、フラウスたちに背中を見せた。

「待って！」

　フラウスは、あわてたようにウォートを呼び止めた。

　ウォートは立ち止まり、首だけを振り返らせる。

「魔神にかけられた呪いは、わたしが解く」

　フラウスは、決意を込めて言った。

　ニース司祭のほうが、神聖魔法の使い手として優れているのは認めている。だが、自分の手で英雄王を助けられないようでは、神から与えられた使命を果たしたとは言えなくなる。至高神ファリスから奇跡の力を与えられ、人々から聖女と呼ばれているのは、こういうときのためなのである。

　大地母神の司祭の力を借りるわけにはゆかない。

「魔神将がかけた呪いなのだよ」

　念を押すように、ウォートが言った。

「承知しているわ」

　フラウスは答え、抜け殻のように立つ、赤髪の勇者の胸に手を置いた。

「わたしがかけた呪文も一種の呪いだ。最悪、わたしの呪文だけを解いてしまうかもしれない。そのときには、あなたは死ぬことになるよ」

「覚悟のうえよ」

　フラウスはためらいもなく答えた。

　神から与えられた試練を果たせないなら、こんな命など捨てたほうがましというものだ。

「偉大なる至高神ファリスよ……」

　祈りを捧ささげながら、フラウスは精神を集中させていった。

　精神を可能なかぎり高め、心を研ぎすませてゆく。忌まわしき呪いから、ベルドを解放させる。その一点のみに、心を集中させるのだ。あらゆる邪念を捨て、心を純化させてゆく。

　奇跡を起こすのは司祭ではなく、超越者たる神なのだ。だが、神々の大戦で肉体を失った神はその奇跡を行使する手段がない。それゆえ、神の代理人たる司祭が神に祈り、その身をもって、神の奇跡を代行する。だが、死すべき定めの者には、神が授ける奇跡を完全に受け入れることはできない。それゆえ、行ないうる奇跡は限定的なものとなる。

　司祭の心が神の御心に近ければ近いほど、奇跡の力は強くなるはずであった。フラウスは、我が身に神の降臨を願うほどの気持ちで、解呪の奇跡を行使しようとしていた。

　その代償は己の生命と魂なのだが、ベルドを救うためなら、生命の火が消えようと魂が砕けようと惜しくはない。フラウスは未来の英雄王を救うためにこそ、生を授けられたとさえ思っている。

　フラウス自身は気づいてもいなかったが、彼女の全身が純白の光に包まれていた。それは、彼女自身が光を放っているというより、虚空から光を照射されているように見えた。

「……ナシェル、わたしは幻覚を見ているのかね」

　荒野の賢者と言われた魔術師が、その呼び名には似合わぬ言葉を洩もらした。

　司祭たちが神聖魔法を唱えるのは何度も見たが、このような現象を見るのは初めてであった。

「いえ、わたしにも見えます」

　そのとき、ナシェルは剣を握ったまま、ベルドの背後に回っていた。やっと息が収まって、行動できるようになった。フラウスの解呪が最悪の結果になったときに備えるためである。

　そうならねばよい、とナシェルは願っていた。そして、フラウスの身に起こった不可思議な変化を見て、その願いがかなえられることを、なかば確信した。

「これが、聖女殿の真の力なのでしょうか？」

　神聖魔法ではない正真正銘の奇跡を見ているような気がした。血の臭いの残る広間が、神聖なる礼拝所となったような錯覚さえ覚えてくる。

「……すべての闇よ、消え失せよ!!」

　フラウスの力強い声が、玉座の間に響きわたった。

　解呪の呪文が完成したのだ。

　その瞬間、すべてが、時間までもが止まった気がした。何が起こるのか、ナシェルは息を飲みながら待った。

　沈黙と静寂が、しばし玉座の間を支配した。

「……手を出すなと、言っただろう」

　そして、赤髪の傭兵のベルドの声がした。

「ベルド……」

　気力を使い果たしたフラウスが、放心したようにつぶやくと、ベルドの胸に倒れこむように身を預けていった。力強い腕がそれを抱きとめる。

　ナシェルは安堵の息を洩らして、ようやく剣を鞘さやに収めた。

（なんと偉大な勝利なんだろう）

　ナシェルはウォートと目で合図をしあって、謁えつ見けんの間を後にするために歩きだした。百の勇者たちに、そして、モスの騎士たちに、この勝利を報告しなければならない。

　それは、人間の勝利であった。




　リュッセン解放の知らせは、たちまちモス地方の全土に広がっていった。そして、隣国ライデンやヴァリス、その他のロードス諸国にも伝わってゆく。

　勇者隊を組織し、戦勝に導いた竜騎士ナシェルや魔神将を倒した赤髪の傭兵ベルドの名とともに……

　諸国の支配者たちは、魔神戦争が最終局面を迎えつつあることを認識したのである。そして、それは戦後を睨にらんでの新たな動きへと繫つながっていった。
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　王城オーバークリフの私室に、ハイランド王マイセンは二人の客を招いていた。

　ひとりは竜の炎ハーケーンの第二王子バーラン、もうひとりは竜の鱗ヴェノンの第三王子アロンド。そして、ハイランドの皇太子であるジェスターも同席させている。彼ら三人は、モス連合騎士団を率ひきいる将軍たちである。

　リュッセン解放に成功してから、およそ一ヶ月が過ぎていた。

　激戦のあとだけに、モスの連合軍も魔神の軍団を擁ようするスカードも、大規模な軍事行動を起こしていない。魔神たちの小規模な夜や襲しゆうが、何度かあったぐらいである。

　この間に、母国へ帰還したリュッセン王は、騎士団の再編に着手している。魔神の奇襲に対し勇戦し、戦死した騎士たちの子弟たちが集められ、騎士叙じよ勲くんがなされていった。それでも、戦力の不足は補いようがなく、リュッセン王は隣国ハーケーンの竜炎騎士団の派は遣けんを願い、実質的にその保護下に入ることになった。

　ハーケーンにとっては中立国であったリュッセンを従じゆう属ぞくできたのだから、大幅な勢力の拡大である。逆に、ヴェノンにとっては、自国の領土が減ったわけではないにしろ、勢力的には明らかな後退と言える。

　もうひとつの大国ハイランドは、その勢力に変動はないが、実質的には百の勇者を支配下においているため、その軍事力はモス最大となっていた。金鱗の竜王が守っていた古代王国の莫ばく大だいな財宝を手に入れたこともあり、経済的にも余裕がある。ヴァリスやライデンから大量の食料を買い入れ、魔神にとどめをさすための戦いの準備を着々と進めている。

　次の戦場は、ヴェノン領マスケトである。

　すでに、竜騎士ナシェルが率いる勇者隊が、この城じよう塞さい都市を包囲しており、魔神の軍団を擁するスカード軍の動きを封ふうじこめている。

　マスケトの街は魔神の軍団の精強さを恐れてスカードに寝返ったわけだから、状況が逆転した今、ふたたびモス連合軍に帰属したいと思っていると予測されている。

　それゆえ、ナシェルは強きよう硬こう手段を使わず、マスケト公の翻ほん意いを待っているようだ。毎日、日課のように街の上空を竜に乗って飛び、大声で降こう伏ふくを呼びかけていると聞く。

　しかし、今のところ、マスケト公からの返答はない。

「マスケト公は魔神に入れ替わられたのかもしれぬな」

　マイセンは三人の王子たちに酒を勧すすめながら、世間話でもするかのように話しかけた。

「ないこととは言えませんな」

　バーランが酒しゆ杯はいを差し出しながら答えた。

「しかし、マスケト公は慎しん重ちような人物。スカードの敗北を確信しないうちは、降伏に応じないつもりかもしれません」

「我らの力を、まだ認めていないと？」

　アロンドが言った。酒杯を手にした彼の手に力が入る。

「そう気負うな」

　ジェスターが笑いながら、アロンドを窘たしなめる。

　数ヶ月ものあいだ一緒に軍事行動をしてきただけに、ジェスターはこのヴェノンの王子の性格をほぼ把は握あくしている。自尊心が強く、批判的なことを言われると、過敏に反応するのだ。能力的には優れたところが多いだけに、その短たん慮りよな性格で損をしていると思っている。

「勝ったとはいえ、一度だけのこと。それまでは、負け続けてきたわけだからな。マスケト公に実力を疑われてもしかたあるまい」

　皮肉っぽく、バーランが言った。

「しかし、実力を見せるには、マスケト公と戦うしかありません。できれば、それは避けたいと……」

　年長であるバーランに対し、ジェスターが遠慮がちに反論した。

「我が国への配慮なら、御無用に願おう。マスケト公は魔神に所領を売り渡した裏切者。父も断固たる態度で臨む決心でいるのだ」

　アロンドが力りきんだ声で言った。

　それを聞いて、バーランの口の端に一瞬、嘲ちよう笑しようめいた笑いが浮かんだ。

　マスケト公の離反は、ヴェノン王の了承のもとに行なわれたというのが、なかば公然の事実だからだ。モス連合軍が勝っても、スカードが勝っても、ヴェノンの王家が生き残れるようにとの深しん謀ぼうゆえである。

「今度の戦いくさは、魔神と人間との戦いだと、わしは思っている。人間どうし、それも同じ国の騎士どうしが槍やりを向けあう必要はあるまい。まして、マスケトは堅固な城じよう塞さい都市、無理に攻めれば、いたずらに味方の兵を損そこなうだけだ」

　マイセンが、穏おだやかな声で言った。

「ここは、ナシェルの手腕に期待しよう。マスケトを降ろせば、スカードの街まで数日の距離。全軍を上げて、一気に片をつけようではないか」

「御ぎよ意い」

　三人の王子は声を揃そろえ、かるく一礼した。

　マイセン王が、亡国の王子にして天空の騎士、そして勇者隊を束ねるようになってからは栄光の勇者と吟ぎん遊ゆう詩人が謳うたっているあの若者を高く評していることを、彼らは承知している。

　マイセンの実子であるジェスターは、そのことに嫉しつ妬とを覚えておかしくない立場だが、ナシェルの人格や実力もよく知っているゆえ、仕方ないと思っている。

　彼とてその評価を一いつ朝ちよう一いつ夕せきで得たわけではないのだ。ハイランドに亡命してきた当初は、騎士たちから臆おく病びよう者ものと誹そしられていた。だが、野生の竜を捕まえてきたことで、その汚お名めいを晴らした。民衆の支持を集めているのも、誰よりも多く魔神を倒しつづけてきたからだ。

　そして、勇者隊をまとめ、リュッセン解放に成功したことで、モス諸国の王たちも、彼の武勲を認める他ほかなくなった。

　実際、そのときのナシェルの手て際ぎわは、見事というしかない。夕刻から戦をはじめて、その日のうちに魔神どもがひしめく王城を陥かん落らくさせたのだ。ジェスターは同じことが自分にもできたかどうか問うてみたが、冷静に判断して、答は否いなであった。

　困難な状況に会えば会うほど、ナシェルは内に秘めた実力を発揮し、より高く雄ゆう飛ひしてゆく。どこまでの器なのか、もはやジェスターには計る気もなくなっている。

「そう言えば、先日、カノンとアラニアの使者があいついで、この城を訪たずねてきてな」

　三人の王子にうなずきかえしてから、マイセンは思いだしたように話題を変えた。

「噂うわさには聞いておりましたが……」

　バーランは無関心そうに答えたが、その瞳に宿る輝きが、彼の本心を語っていた。

　ハーケーンの外交を預あずかる立場にあるだけに、彼にとっては聞きのがすことのできない話題なのだ。

「それで、使者は何と言ってきたのですか？」

　ジェスターが訊ねた。

「援軍を派遣する用意があるとのことだ」

「援軍ですと？」

　マイセンの言葉を聞いて、アロンドの眉がぴくりと動く。

「今更ですな。苦戦しているあいだは何の援助も寄越さず、戦いの趨すう勢せいが決まったと見るや、恩着せがましく援軍の派遣を申し出るとは」

「恥知らずの一言につきるな」

　アロンドに同意して、バーランも吐き捨てるように言った。

　もっとも、それが外交というものであることは、彼も承知している。同じ立場なら、自分でもそうしたかもしれない。だが、もっと賢明なやり方があるように思う。アラニアやカノンは、モスのことを小国の群むれと蔑さげすんでいる。それが態度に出たということだろう。

　ジェスターも無言でいたが、その表情を見るかぎり、アロンドやバーランと意見は同じのようだ。

「わしも思いは貴公らと一緒だよ。それゆえ、両国の使者には、援軍無用と答え、早々に帰っていただいた」

「適切なる御処置と存じます」

　バーランが賛意を述べた。

　ジェスターやアロンドにも異論はない。

「魔神と戦いしは、百の勇者と我らモスの騎き士しのみ。ロードスの民には、それを大きく知らしめねばなるまい。魔神を解放せしは確かにスカード王なれど、その負ふ債さいをモスのみが引き受ける理由にはならぬ。ロードスの諸国には、正当なる代価を支払いいただかねば、な」

　マイセンは重々しい口調で言った。

　だが、その言葉が意味することに比べれば、それでも軽い口調と言えたかもしれない。

　三人の王子たちが一瞬、硬直したようになり、次いで互いに顔を見合わせた。

　魔神を討ったあと、アラニアやカノンとの戦があるかもしれぬことを、マイセンは遠回しに言ったのだ。どのように理由をつけても征服戦争に他ならない。だが、両国の民は魔神に対し無力であった支配者に、強い不満を抱いている。魔神を滅ぼしたという事実を最大限利用すれば、モスが攻め入っても、それほどの抵抗はないだろう。それは、占領後の統治が容易であることを意味している。

　魔神の軍団に勝利できるほどなら、アラニアやカノンの騎士団など恐れるにたりない。これまで夢物語とされてきたロードス統一だが、現状はその偉業を可能にしているようだ。皮肉なことに、ロードスを滅亡させるかと思えた魔神の出現によって……

　マイセンが野心を抱くのも当然であるかもしれない。彼とて、戦乱絶えぬこのモスに生まれ育った国王である。勢力拡大の機会があれば、それを逃さぬぐらいの強したたかさは持っている。また、それを持たぬ者に、モス地方の国王など務まらないのだ。

「もうひとつ、モス公王の名で、ライデンの評議会に対し、抗議文を送りつけておいた。魔神との戦を利して、商品の価格を引き上げしは許されざる行為。不当に得た利益については、返還していただくと、な。金貨にして百万ぐらいが妥当ではないかと思うが、貴公らはどう思われるかな？」

「金貨で百万！」

　アロンドが息を飲んだ。

　ヴェノンの国庫にも、それほどの金貨は蓄たくわえられていない。ロードスで通用している金貨一枚は、銀貨にして千枚ほどの価値もあるのだ。

「それで返答はあったのですかな？」

　バーランが険しい表情で、マイセンに訊ねた。

「拒絶されたよ。支払う理由はないとのことだ」

「不ふ遜そんですな……」

　バーランは答えたが、心のなかではそのような要求が受け入れられるはずがないとの思いを抱いた。

　マイセン王の抗議は、不当ではないかもしれないが、言いがかりには違いない。何よりも、要求額が大きすぎる。いかにライデンが豊かとはいえ、それだけの余裕があるとは思えない。評議員たちの全財産を合わせても、マイセンの提示した金額には達しないだろう。

（受け入れられぬことを承知で、要求したか）

　バーランには、そうとしか思えなかった。

　マイセンの聡そう明めいさを、彼は疑ってもいない。皇太子のジェスターも優秀な世継ぎだし、ナシェルという傑けつ出しゆつした若者を婿むこに迎えている。加えて莫ばく大だいな富と強大な軍事力を保有している。この魔神戦争にさえ勝利すれば、ハイランドの未来は無限に開かれているように思えた。

　それゆえ、バーランはハイランドと同盟する道を選択したのである。ハーケーンの皇こう太たい孫そんとマイセンの二女との婚約を成立させたのは、その意志表示に他ならない。

　ヴェノンは今回の魔神戦争では失態を続けており、モス国内における影響力を急速に失っている。ハーケーンとハイランドが強固な同盟関係を結べば、モスは統一されたといっても過言ではない。

　マイセンが存命しているあいだは、モス公国は実体を持ちつづけよう。そして、ひとつにまとまりさえすれば、モスは間違いなくロードス最強の王国なのである。

「スカードを滅ぼした後にも、魔神どもとの戦いを、しばらくは続けねばなるまい。貴公らには苦労をかけるがよろしく頼むぞ」

　マイセンの言葉に、三人の王子は恭うやうやしく頭を下げた。

　モス公王の決意を自らのものとするために……




　その後は酒席となって、それぞれの武勇が主な話題となった。そして、夜もたっぷり更けてから、三人の王子はマイセンの私室を辞した。

　三人は並んで廊下を歩き、それまでの饒じよう舌ぜつさが噓うそのように無言になった。

「……酔えなかった」

　しばらくして、バーランが独白するように言った。

「わたくしもです」

　ジェスターが答え、アロンドもうなずく。

「わたしの部屋に来ないか？　今こ宵よいは飲み疲れなければ、眠れそうにない」

「御一緒しましょう」

　今度はアロンドが答え、ジェスターがうなずいた。

「どうやら、我らの関係も長くなりそうだ。お互い腹を割って話しあおうではないか」

　バーランの呼びかけに、ジェスターたちは進んで応じた。




　カストゥール王国の遺産というべき魔法の鏡の魔力の発動を止め、〝灰色の者〟はモス公王と三人の王子たちの姿に代わって映った自分の顔に、一瞬の戸と惑まどいを覚えた。それは古代王国の付与魔術師であった頃の顔ではなかったから。

　しかし、すぐに思いだす。自分が何度も顔を変えてきたことに。〈変デイス相ガイズ〉の呪文を使ってではない、異なる人間の肉体を支配して、だ。

　そうして、五百年もの時を〝灰色の者〟は超えてきたのだ。

　たったひとつの目的のために……

　その目的とは異なる方向に歴史が動こうとしていることを、〝灰色の者〟は苦にが々にがしく思った。マイセンが白なのか黒なのかは分からない。だが、そのいずれの色にもロードスは染まってはならぬのだ。

　歴史の流れを変えるため、誰かを消さねばならないだろう。

　それはモス公王マイセンなのか、荒野の賢者ウォートなのか、赤髪の傭兵ベルドか白き騎士ファーンのいずれ、あるいは両方なのか。

「それとも……」

　額冠にはめられたふたつの宝石が怪あやしく光った。

「しかし、今はまだ時期ではない」

　自分自身に言い聞かせるように〝灰色の者〟はつぶやいた。

　召喚魔術の奥おう義ぎによって召喚された魔神どもの実力を、カストゥール王国の魔術師たる〝灰色の者〟は誰よりも知っている。時期を誤あやまれば、ロードスは魔神の軍団によって、征服されてしまう。そして、この異界の魔物どもは間違いなく黒である。

　ロードスを覆おおうは、あくまでも灰色の雲でなければならぬのだ。




　　　　２




　マスケトの街を包囲してから、一月が過ぎていた。

　勇者隊を預かる〝栄光の勇者〟ナシェルは、郊外に陣地を張ったまま、街への攻撃は控ひかえてきた。あくまで血を流すことなく、マスケトを開城させたい、と彼は考えている。

　このあいだに、魔神たちの夜や襲しゆうが何度かあったが、いずれも小規模なものでしかなかった。勇者たちにも犠牲者は出たが、十体ほどの魔神を討ち取ってもいる。

　魔神は手て強ごわいが、勝てない相手ではない。勇者隊の者は、そのことをよく理解している。むやみに恐れる必要はないし、かといって侮あなどってはならない。

　精神をすり減らすような包囲戦にも、百の勇者たちはよく我慢し、現在までのところ表だった問題は起こっていない。

　もっとも、それがいつまでも続くわけではないことを、ナシェルは承知していた。そして、あまり時間を無駄にすれば、先の戦いの勝利の勢いが薄れることも……

　決着をつけるべき時が近づいている。

　ナシェルは勇者隊の主おも立だった者たちを、自分の天幕に呼び、そのことを告げた。

「……同感だね」

　ハイランドの双子の王子フロイが言った。髪型以外はそっくり同じ顔のリーゼンが兄の隣でうんうんとうなずく。

「それで、栄光の勇者殿はどのような手を打たれまするか？」

　二人の王子に同行している吟ぎん遊ゆう詩人のユーリーが、抑よく揚ようの効きいた声で歌うように言った。

　双子の話によれば、この吟遊詩人はモスのどこかの国の王族の出身らしい。もちろん、それがどの国なのか、詮せん索さくしてはならないことだとナシェルは承知している。

　栄光の勇者という呼び名を使いはじめたのも彼である。

「マスケト公が降伏に応じないのは、魔神の軍団が駐ちゆう留りゆうしているからだと思うのです」

「あるいは、噂のようにマスケト公が魔神と入れ替わられているか、でしょう」

　ナシェルの言葉に、〝聖者〟がもったいぶった口調で応じた。

　いろいろと問題の多い人物だが、彼の特殊能力は、この一月のあいだに何度となく発揮されたのだ。勇者隊のなかに潜ひそんでいた鏡像魔神が三体、彼によって正体を見破られ、討ち取られたのである。魔神が入れ替わっていた勇者は、最後まで自分が魔神であることを否定したが、命を失ったとたん、醜しゆう悪あくな真の姿を露見させた。

　噂には聞いていたが、実際に目にしてみると、彼の特殊能力の偉大さが身に染しみた。ナシェルは最後の瞬間まで、その勇者が魔神の入れ替わりだと見抜けなかったのだ。万が一、違っていたら、取り返しのつかないことだが、聖者はそのときには自分の命を差し出しましょう、と平然と言った。

　そのことがあって、これまで彼に批判的だった者も、彼を見直すようになっている。

「聖者殿の仰おつしやられるとおりかもしれません」

　勇者隊の陣地では、こちらの噂のほうが主流を占めている。もっとも、噂の出所は聖者自身に違いないと、ナシェルは思っているのだが。

「いずれにしても、問題はマスケトに魔神が存在していることです。そして、我らが戦うべきは、魔神だけであるべきです」

「魔神に味方する人間も魔神と同じではなくって？」

　フラウスが、いかにも至高神の信者らしい発言をした。

「積極的に味方している者は、そうでしょう。ですが、マスケトにいる騎士たちは違っていると思います。マスケト公の命令さえあれば、ただちに魔神に剣を向けるでしょう。おそらくは、喜んで……」

「でも、彼らから返答はなかったのよ。これ以上、呼びかけても時間の無駄と、思うわ」

「そう思います。そこで、発想を変えてみようか、と……」

「発想を変える？」

　フラウスが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「返事が来ないのなら、こちらから取りにゆくしかないでしょう」

「……それはまた、大胆な発想の転換ね」

　フラウスは一瞬、言葉を詰まらせてから苦笑まじりに言った。

「ナシェルの意図は分かるし、支持をしてもいい。しかし、それをどのように実行に移すつもりかね？」

　荒野の賢者ウォートが、静かに訊たずねた。

「方法は考えてあります。ウォート師には、少し無理をしていただかねばなりませんが……」

「わたしにできることならね」

　ナシェルはウォートに礼を言ってから、もう一度、全員を見回すと、マスケト公のところに行くための方法を、説明していった。




「……なんとも大胆な方法だな」

　ナシェルの説明を聞き終えて、ファーンが感心したような呆あきれたような表情で言った。

「オレは気に入ったな。魔神将とまた戦えるところがいい」

　ベルドのほうは、不敵な笑みを浮かべている。

「たまには、わしに譲ろうという気にはなれんか？」

　フレーベが冗談とも本気ともつかぬ口調で、ベルドに声をかける。

「残念ながらないな」

　ベルドが間かん髪ぱつを入れずに答え、魔神将はオレの獲物だと宣言するように付け加えた。

「いかにも、わたしは疲れそうだね」

　そう言ったウォートだが、不満そうな様子は感じられなかった。

（むしろ、喜んでいるみたい）

　荒野の賢者の隣で、人々の会話を聞いていたニースは、この偉大な魔術師の横顔を見つめながら、心のなかでつぶやいた。

　ウォートは、仕つかえるべき主君を求めていた。そしてそれは、彼を使いこなせる人物でなければならない。ナシェルは彼の実力を知っているし、それに敬意を抱きこそすれ恐れることはない。存分に、ウォートを使うだろう。そして、それは彼の望みでもあるのだ。

「正々堂々たる手段とは言えないが、魔神相手にそれは無用であろう」

　カノン出身の自由騎士が、落ち着いた声で言った。

　彼の存在は、勇者隊のなかでも大きくなりつつある。剣の腕前では、ベルドやファーンに匹敵する実力を持ち、冷静な判断を下せる聡そう明めいさも持ち合わせている。カノンでは下級騎士に過ぎなかったというのが信じられないほどだった。アラニアやカノンは歴史の古い王国だけに、人格や能力より家いえ柄がらのほうが重視されている。それゆえ、両国では魔神に対し有効な手段が取り得なかったのだ、とナシェルは思ったものだ。

　他の者たちも見回したが、どうやら異論はなさそうだった。

　ナシェルは微笑ほほえみ、自分の意見を採用してくれたことを、人々に感謝した。そして、実行に移すべく細かな指示を次々と与えていった。




「あの歓声はなんだ？」

　マスケト公デュオンは、東門のほうから聞こえてくる騒そう々ぞうしい声に、わずかに首を傾かしげた。

「モス連合軍が、攻撃を開始したのか？」

　側近の騎士にそう問いかける。

「かもしれません」

　問いかけられた騎士は、確かめて参りましょうか、と主君に訊たずねる。

「そうしてくれ。そして、襲撃が事実なら、そのまま城門守備の指揮を取れ。マスケトを攻め落とすのは簡単ではないことを、奴らに知らしめてやるのだ」

　御ぎよ意いと答えて、騎士は部屋から退出していった。彼の護衛役を務める下級魔神が、影のようにその後に続く。

（うまく戦えよ）

　デュオンは側近の騎士に、そう心のなかで呼びかけた。

　城門を破られないよう、それでいて、敵に与える被害は最小限に戦ってほしいというのが本心なのだ。

　だが、それを口にだすわけにはいかない。彼の背後には、醜しゆう悪あくな姿をした魔神将がいる。

　梟ふくろうのような顔が、いつも彼を見つめているのだ。

（この魔神将を除かぬかぎり）

　スカードの皇太子の呼びかけに答えて、この街を開城することはできないのだ。

　不ふ穏おんな素振りを見せれば、命を奪われ鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーに入れ替わられてしまうだろう。それを恐れるゆえ、彼はこれまでスカード王に対して、従順を装よそおっていた。殺されることを恐れているのではない。連合軍からの離反に踏み切ったときに、命はもはやないものと思っている。魔神に入れ替わられたら、配下の騎士たちの命を救う者がいなくなる。そのことを恐れるのだ。

　しばらくして、扉を叩く音がした。

「ただいま、戻りました」

　先ほど、東門へと向かった側近の騎士の声がした。

「調べてまいったか？」

　デュオンは側近に、部屋に入るように言った。

　そして、扉が開くや否いなや、様子がおかしいことに気がついた。彼を護衛していた魔神の姿が消えていたのだ。その代わりに、騎士を数人、伴っている。

「東門の様子はどうであったか？」

　声が震えぬよう気をつけながら、デュオンは側近のもとへ、ゆっくりと近づいた。

　そして、数歩、歩いたところで、突然、床を転がって、部屋の隅すみへ移動した。背後にいる魔神将から逃のがれるかのような動きであった。

「ナシェル王子とお見受けする！」

　片かた膝ひざをついて起きあがり、マスケト公デュオンは叫ぶように言った。

「いかにも！」

　側近の隣にいたひとりの騎士が答えて、剣を抜きつつ、部屋のなかに走りこんできた。そして、マスケト公を守るかのように魔神将と彼とのあいだに立つ。少し遅れて、側近の騎士も主君のもとに駆けつけた。

「魔神将は、オレの獲物だぞ！」

　別の騎士が叫び、魔神将の眼前へと悠ゆう然ぜんと進んでゆく。

「勝手にしろ！　貴公が死んだら、オレが後を引き受けてやる」

　そう応じた騎士は振り返って、廊下のほうを警戒した。

　そして、彼らの姿がゆっくりと変化していった。顔も鎧よろいも、武器も変わった。そのうちの二人に至っては性別さえ変わったし、もうひとりは背せ丈たけが半分ほどに縮んで、顔が髭ひげで埋まっていった。それが、大地の妖精族ドワーフの特徴であることを、デュオンは知っていた。

「よく来てくれた」

　デュオンは立ち上がると、ナシェルと短く握手をした。

「マスケト公こそ、よくご無事で。それにしても、わたしたちの姿が幻覚であることを、よく見抜かれましたね」

「見抜いたわけではない。魔神たちは上級騎士のそばを一瞬たりとも離れないのだ。その姿がないとすれば、あなたがたが倒したとしか考えられない」

　マスケト公の洞どう察さつ力りよくに、ナシェルは深く感心した。

　部屋に入った瞬間、マスケト公が魔神将に殺されることを、彼は恐れていたのだ。マスケト公が死ねば、配下の騎士たちに降伏を呼びかける者がいなくなってしまう。

「マスケトはモス連合軍に降伏いたします。この街にいる魔神どもを、どうか排除していただきたい」

「そのつもりで参りました」

　ナシェルは答えて、場所を移しましょう、と言った。

　部屋に留とどまれば、戦いに巻き込まれる危険があった。ベルドは今までに三体もの魔神将を倒している。今度も、任せて大丈夫だろう。

　ナシェルは同行を頼んだ仲間たちを見回した。

　赤髪の傭兵ベルドは、魔神将と戦っている。至高神に仕える神官戦士のフラウスは、その背後に控ひかえて、戦いのなりゆきを厳しい目で見つめている。

　白き騎士ファーンとドワーフ王フレーベは廊下に出て、別の魔神が来ないか、見張っている。その側そばには荒野の賢者ウォートと大地母神の愛まな娘むすめニースの姿がある。

　ナシェルたちはウォートの唱となえた瞬間移動によって城内に侵入し、幻覚の呪文を使って姿を変え、城塞の入口までやってきた。そして、マスケト公の側近が門から出てくるのを見て、護衛の下級魔神を倒し、マスケト公のところまで案内させたのだ。

　ここまで来るのに、いったい何個の魔ま晶しよう石せきをウォートは消費したか分からない。だが、その甲斐かいあって、目的は達せられた。

「マスケト公には、配下の騎士たちに魔神と戦うよう呼びかけていただきたい。城門のそばには、百の勇者たちが待機しています。魔神を前にしても怯ひるむことなく、勇ゆう敢かんに戦う者たちです。きっと異界の魔物どもを駆く逐ちくいたしましょう」

　ナシェルはファーンたちと一緒に、廊下を歩きながら、マスケト公に話しかけた。

「心得た。その代わり、彼らの罪は許してやってほしい。責任はわたしひとりで引き受ける」

「公爵……」

　側近の騎士が、主君の決意を聞いて、首をうなだれた。

「ご立派な覚悟ですが、無駄に死ぬことはありません。マイセン王には、マスケト公は魔神に入れ替わられていた、と報告いたしましょう。ご家族とともに、どこかへ落ち延びていただきたい」

「わたしとて騎士だ。覚悟はできている」

「公に責任を取っていただいても、喜ぶ人間は誰もおりません。公王陛下には、ヴェノン王国の責任を問う御意志はなく、マスケト、スカードはヴェノン領と認められましょう」

「スカードまで？　ならば、王子はどうなるのか？」

「スカードをヴェノンに献上したのは、わたしなのですよ。今になって返せと言えるはずがありません。それに、わたしはすでにハイランドに領地を得ております」

「ナシェル王子……」

「わたしはもはや、スカードの王子ではありません。スカード王ブルークは魔神に入れ替わられていると信じておりますが、もしも真の父であったとしても、今のわたしにとって討うつべき敵に他なりません」

　マスケト公は感かん極きわまったように言葉を失い、ナシェルの手を力強く握りしめた。

「……あなたの勇気に、倣ならうことにしよう。死んで楽をするよりも、生きて苦難の道を歩ませていただく」

　ナシェルは微笑ほほえみ、マスケト公の決意に敬意を表した。




　マスケト公の命令がくだされ、公爵配下の騎士たちは、一斉に魔神に対して剣を向けた。同時に城門が開かれ、勇者隊がマスケトの城下へと乱入する。

　戦いはナシェルが望んだように、人間対魔神の様相となった。多くの者が魔神の犠牲となったが、勇者隊とマスケトの騎士たちは勇ゆう敢かんに戦いつづけ、魔神を一体一体、屠ほふっていった。

　そして、赤髪の傭兵ベルドは、三体目の魔神将を葬ほうむることに成功し、その名声をさらに轟とどろかせたのである。

　魔神将は幻覚を見せてベルドを危機に陥おとしいれたが、フラウスが奇跡の力を用いて、その幻覚を打ち破ったのである。正気に戻ったベルドは、一気に勝負を挑み、魔神将を切り刻んでいった。それでも、魔神将は暗黒魔法や古代語魔法を使い続け、ベルドに深手を負わせたが、彼はまったく怯ひるむことなく、剣を振るいつづけ、梟の形をした首を刎はねとばした。

　それでも、この異界の魔物は動きを止めなかった。だが、幻覚も魔法も使えなくなってはもはやベルドの敵ではない。

　ベルドは容よう赦しやなく、魔神将を肉につ塊かいへと変えていった。そして、ついに魔神はその動きを止めたのである。

　フラウスはベルドの傷を癒いやすと、至高神ファリスに〈浄化〉の奇跡を願い、不浄な魔神の死体を完全に消滅させた。

　そのため、魔神将の首まで消え去ってしまい、ベルドはひどく憤ふん慨がいしたのだが、彼女はまったく意に介さなかった。首などを残していると、またどんな邪悪な力を使うかしれないからだ。

　日没までに、戦いは人間の勝利に傾いていった。魔神たちは闇に潜んで、なおも抵抗を続けたが、戦局を変えるまでには至らなかった。

　そして、長く激しい戦いの夜が明けて、ナシェルは高らかに勝利宣言を行なったのである。

　マスケトの街が歓喜の声に包まれたのは言うまでもない。勝利を祝う祝宴が、たちまち街の各所ではじめられた。




　　　　３




　重傷者の治療が終わって、ニースは額に浮かんだ汗を思いだしたように拭ぬぐった。そこに飾られている大地母神の聖印が小さな金属音を響かせる。

　顔を上げると、ふとフラウスと目が合った。彼女もまた、戦傷者の怪我を治癒呪文で治していたのだ。聖職者は他にも何十人かいて、それぞれが仕える神に祈りを捧ささげている。

　これほどの数の司祭や神官が、ひとつの戦いくさのために集ったことは、過去に例がないだろう。魔神がロードスの全住人の敵であることが、今更ながらに実感できた。

「お疲れさま」

　微笑ほほえみながら、ニースはフラウスのところへ歩み寄った。

「そちらもね」

　フラウスはゆっくりと立ち上がって、ニースを迎える。

　そして、二人は並んで歩きはじめた。彼女たちは、マスケトの城塞内に部屋を与えられている。隣りあった部屋なので、帰る方向は同じなのだ。

　城下街では祝宴が続いているが、ニースは参加する気にはなれなかった。大勢の怪我人に治癒呪文を使ったこともあって疲労が激しい。フラウスも、それは同じだろう。

「いよいよ、スカード攻めね……」

　城塞の建物に入ったところで、フラウスが突然、声をかけてきた。

「この戦が終わったら、あなたはどうするつもり？」

「ターバの大神殿に帰りますよ」

　ニースは答えた。

　そんな質問をするフラウスの意図が計りかねた。彼女は最高司祭を助けて、マーファ教団をまとめる立場にある。それ以外の選択ができようはずがない。

「ターバにね。だったら、ウォートのことは？」

「賢者様、ですか？」

　予想もしていなかった問いに、ニースは僅わずかに狼狽うろたえた。

「あの方は……、御自分の道を進まれるでしょう」

　ニースの予測が正しければ、ウォートにとっての真の戦いは、魔神を倒したときにこそ始まる。そして、その戦いにニースは関与する意思はない。自衛のための戦いを例外として、大地母神の教団は戦を否定しているからだ。

「あなたは、それでいいの？」

　フラウスが不満そうに、問いかけてきた。

「いいも悪いもありません。お互いに、進むべき道が違うだけのことです」

　フラウスの質問の意図は分かったが、その問題について、ニースは今まで意識的に考えるのを避けていた。だから、明確な返事ができるはずもない。

「あなた、ウォートのことが好きなんでしょう？」

　はぐらかすような答に我慢しきれないといった感じで、フラウスが単刀直入に言った。

（言われてしまった）

　ニースは一瞬、目を閉じて、マーファの名を心のなかで唱えた。

「……好きなのでしょうね」

　しばしの沈黙の後、ニースは覚悟を決めたように言った。

「最初は、あの方が御自分のことを嫌いでいらっしゃるので、わたしが好きになってさしあげなければと思っただけなのです。でも、今は……」

「マーファの愛まな娘むすめとまで言われているあなたがね」

　フラウスは不思議そうな顔をして言った。

「おかしいですか？」

「意外ではあるわ」

　ニースの問いに、フラウスはかすかに笑った。

「理由は聞かないでくださいましね。それが分かっていれば、どこかで気持ちを止められたはずですから……」

「大地母神の教えでは、男女が愛しあうのは自然なことではないの？　彼が好きなら、素直になればいいでしょう。一緒になればいいのではなくって」

「あなたとベルドのように？」

　ニースは幾分、意地悪な気分になってそう問い返した。

　二人が男女の関係だということは、勇者隊の誰もが知っているところだ。

「わたしの場合は、たぶん、違うわ。一緒になることはないと思う。今頃、ベルドは街まち娘むすめを口く説どいていると思うし……」

　フラウスは間違いなくベルドのことを愛している。だが、その気持ちに溺おぼれるようなことがあれば、神から与えられた試練を果たすことができなくなると、自分を戒いましめている。それに彼にとって、自分は数多あまたいる女性のうちのひとりにしかすぎない、と思う。いつも近くにいるから、求められただけなのだ。

「嫉しつ妬としないのですか？」

「してもしかたないでしょう。ベルドはああいう男なのだから」

「そうですね、ベルドはとても魅力的な男性ですから。彼に身を委ゆだねたいと思う女性は、きっと多いことでしょうね」

「あなたでも、そう思う？」

「わたしにも健康な肉体がありますもの」

　ニースは笑顔を浮かべ、冗談めかして言った。

「でも、わたしは強い人間にはそれほど惹ひかれないようです。たぶん、マーファの御み心こころに触れたからでしょう。迷いのある人間、救いを求めている人間、そういう人にこそ手を差し伸べたくなります」

「慈じ愛あいの精神ね。だから、ウォートなの」

　聞きようによっては、ずいぶん失礼な言葉だった。しかし、フラウスにはまったく悪意は感じられない。彼女は彼女なりに、ウォートのことが好きなのだろう、とニースは思った。

「わたしはあの方を救いたいとは思っていますが、哀れんでいるわけではありません。あの方には素晴らしい能力があり、それを世に役立てようとしてらっしゃいます。あの方の夢がかなったとき、ロードスの民は今より豊かに、そして平和に暮らせることでしょう。それは大地母神の意思にかなうことであり、わたしの願いでもあります。わたしでは救うことのできない人でも、あの方なら異なる方法で、救うことができるのです」

「……あなたにそこまで評価してもらえるなんてね」

　ウォートは幸せ者だわ、とフラウスは思った。

　この大地母神の高司祭は〝マーファの生まれ変わり〟とか〝マーファの愛娘〟、さらには〝竜を手て懐なずける者〟など最大級の賛辞で呼ばれている正真正銘の聖女なのだ。年齢的にはそう離れていないので気安く声をかけているが、大地母神の信者に聞かれたら、どんな抗議がくるかしれない。

「他の人の評価が低すぎるだけです」

　ニースは憤ふん慨がいしたように言った。

　美しい弧を描く彼女の眉がほんの少しだけ、形を崩くずす。

「それでも、あなたはターバの大神殿に帰るというの？」

「ええ、帰ります」

　ニースは何かと決別するように強く言った。

「先ほどの問いの答になるかどうか分かりませんが、わたしには教団を捨てることはできません。信者たちには自然であれと説きながら、自分自身は自然ではいられない。矛盾しているようですが、聖職者とはそういうものだと思っております」

「あなたにとって、信仰とは教団なの？」

「手厳しい問いですね……」

　ニースは苦笑した。

　良くも悪くも、フラウスの言葉は鋭い刃やいばのようだ。

「わたしにとっては、教団も信仰のひとつであるとしか言いようがありません。多くの人を救うには、それはなくてはならないものですから……」

　その点で、ウォートと自分は似ているのかもしれないと、ニースは思った。

　荒野の賢者は自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりながらも、万人が平和で暮らせる王国の実現のため、その頭脳を極限まで働かせている。そして、ニースは自分の心を欺あざむきながらも、教団のために全力を尽くす覚悟でいるのだ。

「いずれかが夢なり信仰なりを捨てないかぎり、二人の道が交わることはないのでしょうね」

　胸に溜まっていた息を吐きだすかのように、ニースはフラウスに言った。

　気がつけば、用意された部屋の前に来ていた。ニースとフラウスは短く別れの挨あい拶さつを交わして、それぞれの部屋に入っていった。




　人々の悲鳴とも歓声ともつかぬ声が、まだファーンの耳の奥に響いている。

　馬鹿騒ぎというのはああいうことをいうのだろう、とファーンは酔いのまわった頭で考えた。

　ベルドに連れだされ、街の大通りを酒を飲みながら、半日ほども歩きまわったのである。歩いているうちに、若い女性たちが集まってくる。ベルドは両脇に女性を抱えて歩きつづけた。そして、抱える女性を次々、取り替えてゆく。

　騎士の家に生まれ育ったファーンには、とても真似のできることではない。しかし、周囲の雰囲気から浮きあがりたくもなかったので、いちばん大人おとなしそうな娘こを選んで、彼女の腕を取ってエスコートするように歩いた。

　そして、今、ファーンはベルドと向かいあって酒を飲んでいる。

　ベルドのことだから、連れ歩いた女性のなかから好みの娘を選んで部屋に連れこむか、フラウスの部屋にでも行くかするだろう、と思っていたのだが、まったく予想が外れた。城塞の前で女たちを解放すると、用意された部屋に戻ろうとしたファーンについて、そのまま部屋のなかまで入ってきたのである。

　珍しいこともあるものだと思いながら、ファーンはベルドの酒しゆ杯はいに酒を注ついだ。

「貴公の名声はたいしたものだな」

　皮肉と取られぬよう気を付けながら、ファーンはベルドに声をかけた。

　赤髪の傭兵の名は、老人や子供にまで轟とどろいているようであった。それに比べれば、ファーンのことを、それと分かった者は遥はるかに少ない。

「魔神将を、すべて倒させてもらっているからな」

　ベルドは関心なさげに答えた。

「謙けん遜そんだな。一騎打ちで魔神将を倒せるのは、貴公をおいて他にいるまい。わたしなら、もっと確実を期すからな」

　酒杯のなかの赤い液体を飲みながら、ファーンは言った。

「おまえにとっては、勝つことが目的だからな。オレは違う」

「戦いそのものが目的というのだろう？」

　ファーンの問いにベルドは答えず、黙って手のなかの酒杯を見つめた。

　いろいろな意味で、超越した男だとファーンは思う。

　ベルドのような人間には過去、会ったことはないし、これからも会うことはないだろう。歴史にも類を見ないのではないだろうか。もっとも、彼のような人間が歴史に名を残すとすれば、魔神のような存在が不可欠だと思える。過去にもいたのかもしれないが、歴史に名を残せなかっただけかもしれない。

　その点、ベルドは時代を得て、生まれてきたと言える。

「荒すさんだ生き方だと思うが、分かるような気もする。わたしにも自分の強さを確かめたいとの思いはある。もしも貴公と戦うようなことがあれば、戦の勝敗に関係なく、一騎打ちを挑いどむだろうな」

「そのときが楽しみだな。魔神将より、楽しませてくれるだろうよ」

　ベルドは笑って、酒を飲みほした。

　ファーンは無言で、ふたたび酒を注いでやる。

「そう遠いことではないかもしれんな。おまえがヴァリスに戻る気なら……」

「それは魔神を倒してからのことか？」

　ファーンが確認のために問うと、ベルドは鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「そのことなら、魔神に勝ってから決めようと思っていたが」

「勝てないと思うか？」

「今の状況が続くなら、負けないだろう。しかし、魔神の軍団には、まだ魔神王がいる。賢者殿が言うには、その実力は神に匹敵するそうだからな」

「戦ってみれば分かることだ」

「貴公らしいな」

　ベルドとファーンは軽く笑いあって、そしてすぐ真ま顔がおに戻った。

「賢者殿の意図は明らかだ」

　ウォートの狙いはロードスに統一王国を興おこすことにある、とファーンは思っている。

　魔神との戦いが終わったあと、乱れきったロードスを、連合なったモスが征服してゆく。それはきっと容易なことであろう。そして、民衆もそれを期待しているかもしれない。魔神の出現前から、ロードス統一への機運は確かにあったのだ。フラウスの神しん託たくも、それゆえ下されたのだと思う。

「それで？」

　沈黙が長かったせいか、ベルドが先を促うながしてきた。

「わたしは、モスの騎士になるつもりはない」

　言葉を選びながら、ファーンは答えた。

「だが、貴公ひとりに任せたくない若者がいるのも確かだ」

「まわりくどい言い方じゃないか」

　ベルドが言って、ニヤリと笑った。

「貴公の楽しみを、奪ったかもしれんがな」

「なに、かまわんよ」

　ベルドは言うと、ファーンから酒さか瓶びんを奪って、瓶のままぐいぐいと呷あおった。

「おまえと飲んでいるのもそれなりに楽しい。戦いと女の次ぐらいに、な」

「それは光栄だな」

　ファーンは皮肉をこめてそう返した。

　ベルドのような順序で物事を考えたことは、彼にはない。何がしたいではなく、何をしなければならないかを、いつも心がけてきた。

　もしかすると、己おのれの意思で行動するのは、生まれて初めてかもしれない。ならばこそ、成じよう就じゆさせたいものだ、とファーンはひそかに思った。

　ひとりの若者に、ロードスの平和を委ゆだねることを、である。




　魔神どもの死体を克明に観察した後、荒野の賢者ウォートは街から聞こえる歓声を背にして、城塞のなかに戻った。

　与えられた部屋に向かって、廊下を歩いていると、戦斧を両手にした小柄だが頑丈そうな体格の戦士の姿が目に止まった。

「フレーベ王」

　ウォートが呼びかけると、大地の妖精たるドワーフの王は振り返った。

「何をなさっておられる？」

「見て分からんか？　魔神を探しておる」

　フレーベの答を聞いて、ウォートは胸の詰まる思いがした。

　彼の王国──南のドワーフ族が全滅したことを今更ながら思いだしたからだ。それはウォートが画かく策さくしたことではない。しかし、責任の一端があるのも確かだ。ブルークに魔神たちの存在を教えた。そして、古代語の手ほどきもした。難解な古代書を独力で解読するほどに習しゆう熟じゆくしていたとは思いもよらなかったが、ナシェルの父であれば、それも当然かもしれない。

「魔神たちは全滅いたしました。どうか、ゆっくりとお休みになってください」

　ウォートの言葉に、フレーベは一瞬、睨にらみつけるような視線を返してから、思いなおしたように戦斧を下ろした。

「分かった、そうしよう」

　そして、溜ため息いきとともに言葉を吐きだす。

「そうしてください。魔神と戦う機会はまだまだあります」

「しかし、確実に減ってきておる……」

　フレーベはひとりごとのようにつぶやいた。

「フレーベ王……」

　ウォートは新たな胸の痛みを覚えた。

　魔神がいるあいだは、フレーベはこの異界の魔物を滅ぼすことに生きる目的を見出せる。だが、その後は、絶望的な現実と向き合わねばならないのだ。

「しばらく、付き合ってくれ。高ぶった神経は酒で鎮しずめるにかぎるからな」

「ベルドやファーン卿きようほどには無理ですよ」

　酒は別に嫌いではないが、酔うと魔法が使えなくなるので、いつもは控えているのだ。だが、今のフレーベの誘いを断れるほどには、ウォートは無神経ではない。

　フレーベはウォートを伴ともなって、マスケト公の私室に来た。ナシェルがいるかとも思ったが、彼の姿はなかった。その代わり、戸と棚だなに置かれていた酒瓶を目ざとく見つけて、それを引っ張りだしてきた。

「ヴァリス産の蒸じよう留りゆう酒しゆか、案外、安物を飲んでいるな」

　酒瓶の貼紙ラベルを見ながら、フレーベがつぶやく。

「かなり強い酒ですね。魔神将の監視にさらされていた重圧のせいか」

　昨日、魔神将とベルドとが、この部屋で壮絶な戦いを繰り広げたのだ。マスケト公の脱出のときに片づけられたので、壁や絨じゆう毯たんにその痕あとを残すのみだが、普通の神経の持ち主ならこんな部屋で酒など飲まないだろう。

　しかし、ウォートとフレーベは気にした様子もなく、床の上に腰を下ろし、同じ酒瓶からじかに飲んだ。

　口のなかに煤すすけたような味が広がる。喉のどが焼けるかと思うような強い酒だ。もっとも、北のドワーフ族が造る火スピ酒リツツには及ばない。ブルーク王がその酒を愛飲していたことを、ウォートはふと思いだした。

　最近になって、ウォートは薬草師のタトゥスから、ブルークが悪性の腫しゆ瘍ようを喉に患わずらっていたことを聞いた。余命はおそらく数年ほどで、彼が魔神の力に頼ろうとしたのは、生きているあいだに、ロードスの統一を実現させたかったからだと知った。

　運命の別れ道というのはたしかにあるのだな、とウォートは思う。

　道は変わったが、ウォートは目指していた場所に、なんとか近づきつつある。いや、すでに目の前に見えていると言って過言ではない。

　マイセン王はロードス統一を決断し、モスの他の国々も、彼に従う意思を示している。アラニアやカノンの住人は魔神と戦うモスの武ぶ勲くんを讃たたえるとともに、無力であった自国の支配者たちに反抗しつつある。ヴァリスでは王国とファリス教団との関係が険悪になり、一触即発の状態だ。風と炎の砂漠の二つの部族の抗争も、ロードス中央部の都市国家の対立もあいかわらず。そして、ライデンは戦を利して暴利を貪むさぼった報いを受けようとしている。

　すべてがウォートの意図したとおりに進んでいる。あるいは、歴史は最初から、彼が願っていた方向へと流れていたか、だ。

「事は成じよう就じゆした！」

　ナシェルが勝利を宣言したとき、ウォートはそう叫さけびだしたい衝しよう動どうにかられたものだ。

　その流れを変えようとするものは、もはやひとつしかない。そして、それは当面の敵たる魔神ではなく、ロードスの歴史の影に暗あん躍やくしてきた古代王国の亡霊に他ならない。

　ウォートとフレーベはまったく無言で、ただ交互に酒を飲みつづけた。

　しばらくすると、酔いがまわってきたようで、ウォートは強い眠気を感じるようになった。

　そして、ひとつ欠伸あくびが出たとき、

「そろそろ上がろうかの？」

　と、フレーベが声をかけてきた。

「申し訳ない」

　ウォートとしては、もう少し付き合いたいところだったが、これくらいが限度だと思えた。

　そして、二人はそれぞれの部屋に引き上げるべく床から立ち上がった。

「賢者よ」

　フレーベが静かに、しかし、深い決意を秘めた声で言った。

「麦酒エールの誓いは、まもなく終わる。それとともに、わしの役目もな」

「フレーベ王……」

　何か言葉を返さなければと、ウォートは思った。

　だが、ロードス最高の頭脳と謳うたわれる彼をもってしても、返すべき言葉は見つからなかった。

「あの若者のこと、よろしく頼むぞ」

　ドワーフ王はそう言って、分ぶ厚あつい手を差し出してきた。

　その手を握る資格があるのだろうかと、ウォートは一瞬、躊ちゆう躇ちよを覚えた。

　だが、ドワーフ王の目にかすかに光るものを見て、ウォートは意を決して、その手をかたく握りしめた。

「お任せください」

　他人の涙に感じる心が自分にもあったことを、ウォートは感情を司る精霊に深く感謝したいと思った。

　それはあるいは、酔いがもたらしたものかもしれないし、ニース高司祭が覚かく醒せいさせてくれたものかもしれない。だが、理由などどうでもよかった。

　命あるかぎり、ドワーフ王の言葉を忘れるまいと、ウォートは深く心に誓った。

　だがそのとき、彼の誓いとはまったく逆の決意をかためた者がいたことに、さしものウォートも気づくことはなかった……




「時は来た」

　真実の鏡が映しだす映像を見つめながら〝灰色の者〟は宣言するかのように言った。

　ロードスの空が晴れ渡るのも、暗雲に包まれるのも避けるには、今をおいて他にない。

〝灰色の者〟は真実の鏡を台座から外すと、それを脇に抱えた。

　排除するべき人間も、ようやく分かった。

　その人物さえいなくなれば、ロードスは滅ぶこともなく、統一されることもない。小さな争いが永遠に続いてゆくはずであった。これまでのロードスがそうであったように。

「万物の根源にして、万能の力……」

〝灰色の者〟は、上位古代語の呪文を静かに唱となえはじめた。

「……我が双脚は時空を超える」

　そして、瞬間移動の呪文が完成した。




　　　　４




「帰還命令？」

　マスケトの街まちを解放した五日後のこと、ナシェルはひとりの竜騎士の訪問を受けた。そして、竜騎士はマイセンからの命令を伝えたのである。

　その命令とは、ハイランドへの帰還であった。戻もどるのは、ナシェルひとりでいいという。

「さよう、公王マイセン陛下、直じき々じきのお言葉です。ナシェル卿きようには、ただちにハイランドに帰還いただきたい」

「かしこまりました」

　ナシェルは丁てい重ちように答えた。

　命令とあっては従うしかない。だが、今頃、自分を呼び戻そうとする公王の意図は分からなかった。二度の戦いで結束が強まったとはいえ、勇者隊が寄り合い所じよ帯たいであることに変わりはない。勝利による気の弛ゆるみも心配で、ナシェルとしてはあまり長く隊を留守にしたくないのだ。

「公王陛下におきましては、ナシェル卿に直接、労ねぎらいの言葉をおかけしたいのでしょう。それとも、姉姫様が寂さびしかろうと、お気を遣つかわれたのかもしれませんな」

　ナシェルの当とう惑わくに気がついたのか、竜騎士が豪ごう快かいに笑った。

（そうだといいが……）

　竜騎士には笑顔で相あい槌づちを返したが、マイセンやラフィニアの性格を知るゆえ、彼の言葉のようなことはないだろう、とナシェルは思った。

　何か火か急きゆうの、しかも内密の話があると、予想された。

「わたしがお供ともするゆえ、急ぎ支し度たくをなされよ」

　竜騎士は使者の態度に戻って、ナシェルに命令をくだした。

　ナシェルは恭うやうやしく頭を下げて、命令に従う旨むね使者に答えた。

　そして、数刻の後には、風竜ワールウィンドを駆って、ハイランドに向かったのである。




「竜騎士ナシェル、只ただ今いま、戻りました」

　王城に着いたのは、翌日の夕刻であった。ナシェルはワールウィンドを竜舎に入れると、そのままの足で、玉座の間に向かった。

　今夜は館やかたに泊とまるが、明日にでもナシェルは勇者隊の駐ちゆう屯とんするマスケトの街へ戻るつもりだった。たとえ、一晩だけでもラフィニアは、自分の帰りを喜んでくれるだろう。

　だが、玉座の間に入ったとたん、ナシェルは張りつめた空気のようなものを感じ、ひどく緊張した。玉座を見れば、公王マイセンが厳しい表情で、彼の方を見つめていた。その周囲には、モス連合騎士団を預あずかる将軍、バーラン、ジェスター、アロンドの三王子が控ひかえている。彼らの表情にも、やはりただならぬものが感じられた。

（いったい何事が起きたのか）

　ナシェルは悪お寒かんにも似た気分を覚えた。よい知らせではないことを、その時点で覚かく悟ごする。

　唇くちびるを固くひき結んで、ナシェルは玉座の前へと進みでていった。そして、五歩ぐらいのところで、深しん紅くの絨じゆう毯たんに片かた膝ひざを落として畏かしこまる。

「竜騎士ナシェルよ……」

　マイセンが一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいをみせた後、厳おごそかな口く調ちようで呼びかけてきた。

「はっ」

　ナシェルは畏まったままの姿勢で、かるく頭を下げる。

「勇者隊の将軍職から、貴公を解任する。次の命令があるまで、離り宮きゆうにて謹きん慎しんいたせ」

「解任？」

　マイセンの言葉に、ナシェルは弾はじかれたように顔をあげ、玉座の公王を見つめた。予想もしていなかったが、玉座の間に張りつめていた雰ふん囲い気きを考えれば、この突とつ然ぜんの命令にもさほど驚おどろきを感じなかった。

　だが、それを素直に受ける気にはなれない。様々な苦労をしたあげく、ようやく百の勇者たちの信頼を得たのである。今、将軍を交代させれば、せっかくの結束が水の泡あわとなりかねない。

「解任の理由をお聞かせ願えませんでしょうか？」

　ナシェルがマイセンに訊たずねると、

「その理由は、わたしから伝えよう」

　との声が上がり、右手の柱の影から一人の人物が姿を現した。

「ロードスを憂うれう者？」

　ナシェルはその人物と一度だけ、会ったことがある。

　スカードにおける魔神との戦いのとき、地ち下か牢ろうで出会ったのだ。仮面で顔を隠した、謎なぞの魔法戦士。その夜の戦いの勝利と、その後のモス連合軍の崩ほう壊かいを予言して、ふたつとも的中させている。魔神こそが自分の敵だ、と魔法戦士は言っていた。だが、それだけではない、隠された意図があることを、ナシェルは感じていた。

　あの日と同じように、ロードスを憂う者は仮面をつけていた。目鼻はそれに隠れ、顔ははっきりと分からない。見えているのは、鋭角的な線を描く顎あごと紅べにを差したように赤い唇のみ。額には仮面とは別に、人間の双そう眸ぼうを模したような形の冠かんむりを着けている。額サーク冠レツトの瞳ひとみにあたるところには、深紅の宝石が埋めこまれ、怪あやしい光を放っていた。

　ゆったりとした服を着ているため、身体からだの輪りん郭かくも分からない。その声も男性にしては高く、女性にしては低い。性別さえ不ふ詳しようの、まさに謎の人物だった。

　彼、もしくは彼女が、なにゆえこの場にいるのか、ナシェルには不思議だった。マイセンが正体さえ明らかにしないような人物を、信用するとは思えない。しかも、公王に代わって、ナシェルの解任理由を伝えるという。

「御説明願いましょう」

　ナシェルは、仮面の魔法戦士に向き直った。

　勇者隊の将軍を解任される理由が奈辺にあるのか、ナシェルには思い当たることはない。ここは魔法戦士の説明を待つしかなかった。

　魔法戦士は短く上位古代語の呪じゆ文もんを唱えて、何かを自分の目の前に出現させた。

「鏡？」

　ナシェルの目には、それは台座に据すえ置かれた金属鏡に見えた。おそらくは、古代王国時代に創つくられた魔法の宝物であろう。

「これは真実の鏡という。古代のロードス太たい守しゆが所有せし五つの秘宝のうちのひとつ。守護竜ブラムドが守っていたものを大地母神の教団が譲り受け、今はわたしがお借り申している」

　太守の秘宝のことは、ナシェルもウォートから聞いて知っていた。

　マイセン王が金きん鱗りんの竜王を古代王国の呪じゆ縛ばくから解放したときにも、〝生命の杖つえ〟なる魔法の宝物を手に入れている。使い方は、今、ウォートが解明中だが、あらゆる肉体の損そん傷しようを瞬しゆん時じにして回復させる能力を持つようだ。まさに秘宝というに値する魔法の品であった。

「そして、この宝鏡は真実のみを映しだすのだ」

「真実を映す？」

「さよう。現在と過去における真実を、だ。魔法的に遮しや断だんされていないかぎりな。そして、わたしはあなたに、魔神解放の真相をお見せしよう」

「魔神解放の真相を……」

　ナシェルは思わず息を飲みこんだ。

　過去の真実を映しだせるのなら、それも可能かもしれない。そして、その真実は彼が求めてやまなかったものでもある。おそらくそれは、彼にとって残ざん酷こくなものであろう。だからと言って、目を背そむけるわけにはゆかない。父ブルークと妹リィーナの正体が、明らかになるかもしれないのだ。

「こちらへ……」

　魔法戦士はナシェルを呼び寄せ、真実の鏡の前に立たせた。それから、上位古代語とおぼしき言葉を二言、三言、発する。

　その言葉に反応して、鏡のなかに映っていた映像がぐにゃりと歪んだ。それまで緊張のため青ざめたナシェルの顔を映していたのが、どこかの部屋の一室に変わった。

　ナシェルはその部屋に見覚えがあった。

「ここは！」

　忘れもしないスカードの王城グレインホールドにある王女リィーナの私室であった。

　魔法戦士が発した次の古代語の命令に応じて、向かいあって座る父と妹の姿が鏡のなかに現われた。二人の会話の声が、鏡の映像のなかから流れてくる。まるで窓から覗のぞいているような気分であった。

　そして、ナシェルは魔神解放の真相を知ったのだ。




「父上……、リィーナ……」

　長いあいだ、ナシェルは言葉を失ったあと、やっとそれだけをつぶやいた。

　いくつもの感情の奔ほん流りゆうが渦うずを巻いて、彼を奈な落らくの底へとひきずりこんでゆく。そんな気分であった。

「わたしのために、魔神が……」

　父ブルークが魔神を解放したのは、ロードスを征せい服ふくしようという野心のためではなかった。ロードス征服はひとつの過程にしかすぎず、真の目的はナシェルをして、ロードス統一の英雄王たらしめんとすることにあったのだ。

〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンが、スカード併へい合ごうに動いたことが、すべての発ほつ端たんであった。

　ヴェノンの第三王子アロンドと妹リィーナを結婚させ、しかる後に、父ブルークとナシェルを暗殺する。それだけで、ヴェノンはスカードを併合できるのだ。南のドワーフ族との交易を独占していたゆえ、スカードには豊かな富があった。その富を手に入れ、ヴェノンはモスに覇は権けんを唱えんと企てていたのである。

　ヴェノンの態度は強きよう硬こうで、縁えん談だんを断れば武力行使に及ぶつもりであった。

　しかし、リィーナにはアロンドとの結婚を受け入れる気はなく、一緒になるぐらいなら死んだほうがましとまで言っていた。思いこみの強い性格ゆえ、彼女なら本当にやりかねない、とナシェルには思えた。

　ヴェノンとの戦いは、避けようのない状じよう況きようであったのだ。

（しかし……）

　と、ナシェルは思う。

（戦いくさになれば、勝っていたのは、スカードであったろう）

　親しん戚せき関係にあるハイランドからの援えん軍ぐんも期待できる。〝麦酒エールの誓ちかい〟に基づいて南のドワーフ族も参戦してくれよう。しかも、当時のスカードには赤髪の傭よう兵へいベルドと荒野の賢者ウォートがいたのだ。二人の存在が戦局に、どのような影えい響きようを与えるかは、これまでの魔神との戦いを見れば明らかである。

　しかし、父ブルークは大国ヴェノンを相手にして、勝利するとは信じられなかったのだろう。優れた戦せん略りやく眼がんの持ち主であっただけに、戦略的な劣れつ性せいを過大に評価したのかもしれない。

　それゆえ父は、魔神の解放を決意したのだ。

　魔神は間違いなく最強の戦力となる。魔法的な支配下にあるため、裏切る心配もない。もっとも、それは魔神を支配下におきつづけることができれば、である。古代王国時代の召コ喚ンジ魔ユア術ラー師たちでさえ、しばしば魔神を暴走させて、大きな災さい厄やくを招いたとの記録がある。魔術師ならぬ身に、魔神を支配しつづけることが可能であるとは思えなかった。

（父や妹はすでに魔神に入れ替わられている。もしくは、魔法で心を支配されている）

　ナシェルはそう信じている。

「魔神の迷めい宮きゆうで、何が行なわれたかは真実の鏡の魔力をもってしても分からない。彼の迷宮は、強力な結界で守られているゆえ。だが、想像するのは容易なことだ。ブルーク王は魔神の解放に成功したものの、おそらくは解放した魔神に殺されるか、操あやつられるかしたのだろう」

　魔法戦士は、ナシェルの考えを肯定する発言をした。

「それを証明することはできないのか？」

　ナシェルは、魔法戦士に訊ねた。

　人々の多くは、スカード王がまだ人間の心を持っていて、野心のために魔神を操っていると信じているのである。そこに心の隙すきが生じ、魔神の軍団を擁ようするスカードに味方してはどうかとの誘ゆう惑わくに繫つながるのだ。

「試みてはみた。だが、ブルーク王らが魔神の入れ替わりかどうかを見抜くことはかなわなかった。聖者なる人物に判別してもらうしかないかもしれないな」

「肝かん心じんなところで、役に立たんとは、な」

　皮肉まじりに、バーランが舌打ちした。

「魔法とて万能ではない。万能であれば、魔法王国カストゥールが古代王国などと呼ばれておるまいよ」

　魔法戦士は僅わずかに口くち許もとを歪めた。

「わたしが思うに、ブルークが魔神を支配しているのなら、別のやり方を選んだであろう。南のドワーフ族を滅ほろぼすことはなかったし、鏡の森のエルフ族やリュッセンを攻こう撃げきすることもなかっただろう。魔神どもをロードス各地に分散させたりもしないはずだ。外交を交えつつ、正攻法をもって、ヴェノンを討うち、モスを支配下におく。そして、ロードスの征服に乗りだすはずだ。高こう潔けつなるナシェル王子は、おそらく父君の企てに反対されたであろう。それでも、ブルーク王は決心を変えない。あなたは父の打倒を決意する。そして、ブルーク王の真の意図は、魔神とともに、あなたに滅ぼされることにあった。魔神を支配した邪じや悪あくな王を討った偉大なる英雄を生みだすために……」

「そして、わたしがロードスの統一王に……」

　血を吐くような思いで、ナシェルは言った。

「ブルーク王の望みが、ただの妄もう想そうではなかったことは、今のロードスを見れば明らかであろう。道は違ったかもしれぬが、ロードスの未来はまさにブルークの思おも惑わくどおりになりつつある。あなたは勇者隊を率ひきいて、魔神を滅ぼしていたであろう。そして、魔神戦争の余よ波はで乱れるロードス全土を平定する。荒野の賢者や、モスの公王陛下の野心が、ブルークの望みをいみじくも実現してみせるわけだ。愚おろかな共きよう謀ぼう者しやというしかあるまいな」

　魔法戦士は嘲ちよう笑しようするように言った。

「無ぶ礼れいであろう！」

　ジェスターが〝ロードスを憂うれう者〟を睨にらみつけた。

　しかし、玉座のマイセンは、微み塵じんも表情を変えない。

　あるいはマイセンやウォートは、スカード王の真意に気づいていたのかもしれない。だが、二人はそれぞれの夢、あるいは野心の実現のため、あえてそれに乗ったのかもしれない。

　ナシェル自身には、もちろんロードスの統一王になろうという野心はなかった。

　しかし、マイセンやウォートをはじめ、周囲にいる者たちがそれを期待しているらしい雰ふん囲い気きは肌はだに感じていた。そして、魔神戦争が魔神を滅ぼしただけでは終わらぬことも、ナシェルは理解している。

　なにより、ナシェルは百の勇者たちの行く末を案じていた。彼らの多くは、故郷へは帰れなくなった者たちである。アラニアやカノンでは、百の勇者たちの追放令を布ふ告こくしているからだ。魔神が滅びたからといって、布告を取り消すとは思えない。

　たとえ故郷に帰れたとしても、勇者たちがその武ぶ勲くんに相応の待たい遇ぐうを受けることはない。そして、ひとたび戦士となった者が普通の暮らしに戻もどるのは難むずかしい。百の勇者であったという誇りが邪魔にもなる。結果的に、彼らの多くは無法者と化してゆくだろう。

　勇者隊をただ解散させるだけでは収まりがつかないのだ。そして、彼らを永遠に養いつづけることはハイランドにもできない。

　しかし、勇者隊の力をロードスの統一に向けたとしたらどうであろう。彼らには、ロードス統一王国の騎き士し、貴族となる機会が与えられることになる。

「……あなたの指し摘てきは正しいと思う」

　ナシェルは仮か面めんの魔法戦士を振り返って言った。

　魔神と戦うために、彼は歴史の舞台に登らざるをえなかった。そして、その舞台から降りることができなくなっていた。結局、用意されていた脚本どおりに、役割を演じつづけていただろう。そして、芝居の結末は、魔法戦士が指摘したとおりであったかもしれない。

「しかし、なぜ今なのだ？　あなたが明らかにした真実は、大きな波は紋もんを呼ぶことになる。あなたはそれを承知しているのか？　ロードスの未来を憂うれうといった、あなたの言葉は噓うそだったのか？　あなたこそ魔神に味方する者ではないのか？」

　ナシェルは問いながら、魔法戦士の前に歩みよっていった。

「わたしに言わせれば、今しかなかったのだよ。魔神が滅びた後では、歴史の流れは変えられなかったであろう。わたしは真しんにロードスの未来を憂いている。それゆえ、ロードスの統一を望まぬ。しかし、ロードスが滅びることも望まぬ。それゆえ、魔神はわたしにとって滅ぼすべき敵。これからの行動をもって、それは示そう」

　魔法戦士は、静かに答えた。

　その言葉に噓はない、とナシェルには感じられた。

「それで勝てるのか？」

　誰だれにも聞かれぬよう、抑おさえた声でナシェルは魔法戦士に訊たずねた。

「分からない。あなたを欠いたことで、戦局は一変するゆえ……」

「それを承知で、行動に及んだのだな？」

　魔法戦士は無言でうなずいた。

　それを見て、ナシェルは自分の運命を認める気になった。そして、心のなかでうねりをあげる感情の波を押さえながら、冷静に考えをめぐらせる。

　魔神に勝利するため、自分にできうる最後のことを……

　もはや、ナシェルは亡ぼう国こくの王子ではいられない。天空を駆けるハイランドの竜騎士でも、勇者隊を率いる栄光の勇者でもいられない。

　ナシェルはもはやロードスを混乱に陥おとしいれた元げん凶きようでしかないのだ。それがたとえ、彼が望んだものではないにしても。

　そして、それがどのように波は及きゆうしてゆくかを、ナシェルは考えてみた。

　勇者隊の崩ほう壊かい、モス連合の瓦が解かい、そしてロードスの滅めつ亡ぼう……

　最悪の事態まで、予想が広がった。自分ひとりがいなくなっただけで、そこまで状じよう況きようが変わるとは信じられぬほどだった。

　だが、そうなのだ。

　ナシェルは言うなら、魔神と戦うという人間の決意の象しよう徴ちようであった。たとえば、ベルドが魔神に勝利しうるという人間の力の象徴であるように。

　魔神を解放した邪悪な父王と戦う正義の王子という役割を演じてみせることで、ナシェルは人々を結束させた。ウォートやマイセンが、そのように仕向けたということもある。そして、ナシェルは進んでそれを受け入れた。そうする義務が、自分にはあったからだ。

　魔神を解放したのが、父だということ。

　麦酒の誓ちかいを果たさねばならないということ。

　魔神を倒すことを、ナシェルは天空の神々すべてに向かって誓っていた。その後のことは、彼にとっては二義的なことでしかなかった。果たさなければならない責任を果たしてゆくだけのことである。具体的には、魔神を倒すために力を借りた人々に、その借りを返すことだ。

　しかしもはやナシェルは魔神と戦う象徴でいられなくなった。魔神の解放が、彼のために行なわれたことであったからには……

　象徴を失って、魔神と戦うために連合していた人々の足並みは乱れてゆこう。それは魔神戦争初期の、混乱した状況に戻ることを意味している。あの時期、人間が魔神に対し、いかに無力であったか、ナシェルは思い知っている。

（それならば……）

　取り得る手段は、もはやひとつしかなかった。そして、ナシェルはそれを実行に移す覚かく悟ごを決めた。

「マイセン王！」

　ナシェルは玉座にいるモス公王を振り返った。

　彼の厳しい表情は、先刻からまったく動いていない。公王の心中はどのようなものだろう、とナシェルは思った。

　ブルークの企みに愚おろかに利用されたという事実が、これからのマイセンには重くのしかかることになる。モス公王として、それは致ち命めい的てきな失態である。おそらく、彼は公王位の返上を決めているだろう。そして、苦戦が予測される、これからの魔神との戦いに心を痛めているはずだ。潰ついえた野心を惜おしむ気持ちもあるかもしれない。

　マイセンの左右にいる三人の王子の表情も、マイセンのそれと似ているように見えた。

　魔神解放の真相を求めていたものは、彼らのなかにひとりとしていなかったのである。真相がどうあれ、魔神は滅ぼさねばならないことに変わりはないのだから。

　そして、滅ぼすことに成功した後に、そのために払った犠ぎ牲せいを取り戻そうとするのは、王族である彼らにしては自然な発想だった。しかし、真実を知ってしまった以上、彼らはそれを黙もく殺さつすることはできない。彼らがそうしたくても、ロードスの未来を憂う仮面の魔法戦士が許さないだろう。真実の鏡を用いて、魔神解放の真相を人々に知らしてゆくだけのことだ。

（真実を求めていた者がいたとしたら、それはわたしだけかもしれないな）

　ナシェルはふと思った。

「マイセン王よ……」

　ナシェルはふたたび玉座の主に呼びかけた。彼にとっては実の伯父おじにあたるハイランドの竜騎士王に……

「申し開きがあらば、申せ」

　マイセンが重い口を開いた。

「そのようなものはない。ただ、ここに至って、我が父ブルークとともに企てた謀ぼう略りやくが露見したことが口惜くやしいかぎりだ。もはや、わたしはスカードに帰るしかあるまい」

「な、何を言うか！」

　マイセンの脇わきに控ひかえていたヴェノンの第三王子アロンドが、驚おどろきと怒りが入り交じった声をあげた。

「公王陛下に対し、無礼であろう！」

「敵に対し、無礼もあるまい」

　ナシェルは冷やかに応じた。

「貴公らは魔神に勝てると思っているかもしれぬ。だが、魔神は今まで負けてみせていただけということを、わたしは貴公らに教えてやろう。全ロードスを、征せい服ふくすることによってな。英雄王の名を歴史には残すつもりであったが、もはや魔神王と呼ばれるしかあるまい」

　ナシェルはそう叫さけぶと、まっすぐバルコニーに向かって走った。

「逃げる気か！」

　ヴェノンの第三王子が、怒りの声をあげて追いかけようとする。しかし、玉座のマイセンが腕を横に広げて、それを制した。

「この場はな！　だが、忘れるな。我こそが魔神王なのだ！　わたしは、かならずこの城に帰ってくるぞ。絶対の征服者としてな」

　ナシェルはそう言い残すと、バルコニーから身を躍おどらせ、中庭へと飛び降りた。

　地面までかなりの高さを飛んだので、さすがに足を痛めた。だが、それを堪こらえて中庭を駆け抜け、裏庭へと回る。

　そこで竜笛を吹いて、ナシェルはワールウィンドを呼んだ。

　風竜はすぐ近くの竜舎にいる。すぐに、姿を現した。

（何用か？）

　眠そうな風竜の意識が流れこんでくる。竜は一日の大半を眠ってすごすのだ。そして、休眠期ともなれば、何年間も続けて眠る。

（ワールウィンド、わたしを乗せて飛んでくれ！）

（承知……。それで、何処へ飛ぶ？）

（最終的にはスカードだ！　だが、その前にやり残したことがある。とりあえず、どこか人里離れた場所に行ってくれ）

　そして、ナシェルは竜にまたがると大空高く、舞い上がった。
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　夜の闇やみが空と大地を覆おおっている。

　ナシェルとワールウィンドはハイランドの西にある山の麓ふもとの小さな草原で休んでいた。この辺りは、軍馬の放牧が行なわれている一帯で、人目に触れる心配はあまりない。

　ナシェルは竜から降りると、胸に溜たまった息を深く吐はきだした。

　その息がすぐ白いものに変わる。ハイランドの王城から脱出したときの興こう奮ふんも冷め、ナシェルはひどく身体からだが冷えるのを感じた。モス地方には、まもなく冬が訪れる。

　ナシェルは草原に倒れこむように転ころがると、しばらくのあいだ目を閉じ、身動きひとつしなかった。その間に、彼の胸のなかには、様々な思いが去きよ来らいした。

「父上……、リィーナ……」

　ナシェルはそうつぶやいてから、ゆっくりと立ち上がった。

　いつまでも、考えに耽ふけっている場合ではない。彼にはやらねばならないことがあった。

　そして、ナシェルは虚こ空くうの一点を見つめた。

「ロードスを憂う者よ。あなたは今、わたしを見ているはずだ。あなたに、お願いしたいことがある。今すぐ、ここに来てほしい」

　まるでそこに人が浮いているとでもいうかのように、ナシェルは呼びかけた。

　それから、視線を戻して、ナシェルは待った。ロードスを憂う者、仮か面めんの魔法戦士がやってくるのを……

　はたして、すぐに魔法戦士は姿を現した。〈瞬テ間レ移ポ動ート〉の呪じゆ文もんを用いたのである。

「よく来てくださいました」

　ナシェルは微笑ほほえみを浮かべ、魔法戦士に感謝の言葉を述べた。

「わたしに願いが、あると？」

　魔法戦士は幾分、怪け訝げんそうに言った。

「わたしはあなたを陥おとしいれたのだよ。それに先ほど、マイセン王らに演じてみせた芝居は、どのような意い図とのもとに行なわれたか？」

「あなたは真実を示してみせただけではありませんか。それがどのような意図のもとに行なわれたのであれ、わたしにはあなたを恨うらむ資格などありませんよ」

「憎にくんでくれてもよい。あなたの未来を、わたしは確かに奪うばったのだから」

　それは、その通りだ。このロードスに、もはやナシェルの安住の地はない。

「わたしの未来など、どうでもいいのです。しかし、あなたはロードスの未来を閉ざしたのかもしれない。わたしはそれを心配しております」

「閉ざさせはせんよ」

　仮面の魔法戦士は、そう答えた。

　だが、その声に自信のようなものは感じられない。

「わたしがお願いしたいのは、まさにそのことなのです。そのために、これからわたしがやることの手伝いをお願いしたい」

「わたしに手伝えることならば、そしてそれがロードスの未来のためになるのならば、な」

　魔法戦士の答に、ナシェルは満足した。

　ナシェルが頼みたいことはこの魔法戦士でなければできないことだし、そしてロードスのためになると信じてもいる。玉座の間で演じた芝居は、そのための布ふ石せきだった。

「玉座の間で打った芝居のとおり、わたしはこれからスカードに向かいます。そして、スカード王に、面会を申し込もうと思うのです」

　ナシェルは静かに語りはじめた。

「世の人々には、わたしこそが魔神の王に他ほかならず、その陰いん謀ぼうを暴あばかれたゆえ、スカードに帰還したとの噂うわさを広めていただきたい。わたしは世間を欺あざむきつづけてきたのだ、と。人々は間違いなく、わたしを憎ぞう悪おするでしょう。それこそが魔神と戦う人々の心をひとつにします」

　ナシェルはこれまで魔神と戦う人間の意志の象しよう徴ちようであった。だが、これからは魔神に対する人間の恐きよう怖ふと憎悪の象徴となるのだ。

「スカード王はおそらく魔神の入れ替わりぞ。面会の場で、あなたは殺されることになる」

「その前に、わたしは父を斬きります。人間に変身しているあいだの鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーは、その人間の能力に制約されるもの。父は優れた剣の使い手ですが、今のわたしなら勝てると思います。そして、死ねば鏡像魔神は正体を現わすもの。死体がそのままなら、それは真の父であったということになります。魔神に心を操あやつられていたのなら、わたしは父をその呪じゆ縛ばくから解放したことになります。父が自分の意志で魔神を操っていたのなら、わたしはその罪を裁さばいたことになるのです」

「そして、結果はいずれであっても、もはや人間が魔神を操っているという可能性はなくなる……」

「そういうことです」

　ナシェルはかすかに微笑んだ。覚悟を決めればこそ、そうする余裕も生まれたのだ。

「ブルークが面会を拒きよ絶ぜつし、その前にあなたを討うつようなことがあれば何とする？」

「そのときには、あなたが真実の鏡によって、明らかにした父の真意と矛む盾じゆんすることになります。父は間違いなく魔神の入れ替わりか、魔神に操られているのですよ」

　簡単な謎かけリドルである。おそらく、子供にでも分かる。

「そして、これからスカードで起こることを、あなたは真実の鏡をもって、限られた人々に伝えてください」

　世の人々には、ナシェルは魔神王であったということで十分だが、諸国の王には魔神と対決するしか道がないことを知らしめるため、真実を明らかにせねばならない。そして、彼が信頼し、尊敬してやまない英雄たちにも、真実を知ってほしい。ナシェルが進んでスカードに赴おもむいたことを理解してもらいたい。

　人々の怒り、百の勇者たちの怒り、モスの騎士たちの怒りを結集すれば、きっと魔神に勝利できる。今のモスには、ロードスでもっとも優れた人間たちが集まっているのだから。

　ナシェルは真実を見せるべき人々の名前を順に、挙あげていった。

　公王マイセンとモス連合騎士団の三将軍。

　勇者隊からは、荒野の賢者ウォート、赤髪の傭よう兵へいベルド、白き騎士ファーン、大地母神の愛まな娘むすめニース、至高神の聖女フラウス、ドワーフ王フレーベ、ハイランドの双ふた子ごの王子フロイとリーゼン、カノンの自由騎士、それから〝聖者〟。彼ならば、真実の鏡を通しても、魔神の入れ替わりを見破ってくれるかもしれない。

　ナシェルの説明は、終わった。

　それを聞いた魔法戦士は長く沈ちん黙もくし、納なつ得とくがゆかぬというように、ナシェルの顔を見つめていた。それから、ようやく口を開き、

「分からぬ」

　と、言った。

「分からぬ、と言われましても……」

　魔法戦士の言葉に、ナシェルのほうが戸と惑まどった。彼としては分かりやすく説明したつもりなのである。

「あなたの行動が効果的であることは、わたしにも分かる。分からないのは、なぜ、あなたがそれをするのか、だ。おそらくはすべてを、命さえも失うことになろう」

「そうなるでしょうね」

　ナシェルは答えた。

　命を捨てる気はないが、死地に飛びこんでゆくのは確かだ。そこから脱出するのは難むずかしいし、脱出しても、帰る場所はどこにもない。世の人々にとって、ナシェルは今や魔神の王なのだから……

　しかし、ナシェルは自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけではない。

「わたしが得られるものは真実です」

　ナシェルは静かに答えた。

「わたしは、魔神解放の真実を求めていました。真実の鏡の魔力で、多くのことが分かりましたが、ひとつだけ明らかになっていないことがあります。その最後に残った真実を、わたしは知りたい。父や妹の正体を確かめたいのです」

　父は愚おろかであった、とナシェルは思う。

　しかし、愚かしいまでに、自分を愛してくれたということ。それは子として、嬉うれしくもあった。かくも父に愛された子が、他にいるだろうか。その愛に応こたえるために、ナシェルに残された唯ゆい一いつの方法は父を、あるいは父の姿をしたものをこの手で斬ることである。他人の手にかけさせるわけにはゆかない。

　ナシェルは仮面の魔法戦士に、思いを告白していった。

「……あなたこそまさに真の王だ。ロードス統一の夢を人々が託たくした気持ちがよく分かる」

　魔法戦士は、彼の他に真の王と呼べるべき人間を、一人だけしか知らない。カストゥール王国の最後の王だ。

　魔法戦士はそして、流れるような声で、上位古代語の呪文を唱えた。

　呪文が完成したとたん、魔法戦士の姿はゆっくりと変じていった。紫し紺こんの長衣ローブに身を包んだ、若い女性の姿が現れる。

「仮面を外はずすのが礼儀なのでしょうが、その姿は仮のものでしかありません。ゆえに、わたしの姿をあなたに見せるには、幻覚の魔法を用いるしかないのです。御ご容よう赦しやください」

　魔法戦士は声も口調も変えていた。それがこの〝ロードスを憂うれう者〟の真の声であり、話し方なのであろう。

「アルナカーラ、カーラと申します。カストゥール王国は付エ与ンチ魔ヤ術ンタ師ー一門の生まれにて……」

　魔法戦士はそう名乗り、自分の正体を明かしていった。それが彼女にとっては、最大の敬意の表し方なのだということが、ナシェルには分かった。

　古代王国の女性魔術師──彼女の正体は驚おどろくべきものであったが、今のナシェルにとってはもはやどうでもよいことだった。ただ、この女性が最大の敵を作ったことを、彼女のために哀れに思うだけだ。

（あなたは、滅びの種を自みずから撒まいたのだ）

　彼女が滅ぶときには、きっとその人物はその場にいよう。直接、手を下すことはないだろうが、決定的な役割を果たしているに違いない。

「願いがあれば申してください。わたしにできることでしたらかなえましょう」

〝ロードスを憂う者〟カーラはナシェルにそう申し出た。それが最後の願いになる、と思えばこそだろう。

「それでは、ラフィニアを……、わたしの婚約者をここに連れてきてくださいませんか？」

　ナシェルは、迷いなく答えた。

　そして、ナシェルの願いは数刻の後に、かなえられることになる。




　泣き腫はらしたようなラフィニアの目を見て、ナシェルは彼女がすべての事情を知っていることを理解した。

　ロードスを憂う者が、すべてを彼女に伝えたのだろう。そして、カーラという名の古代王国の女性魔術師の姿は、もはやない。ラフィニアを連れてくると、すぐまた瞬間移動の呪文を唱え、姿を消したのだ。

「ラフィニア……」

　ナシェルは婚約者の名を呼ぶと、彼女の身体をそっと抱き寄せた。

「ナシェル……」

　ナシェルの胸に顔を埋うずめ、ラフィニアはしばらくのあいだ、涙を流しつづけた。それから、ゆっくりと顔を上げて、背伸びをして彼と唇くちびるを重ねた。

「呼んでもらえるなんて、思わなかったわ」

「どうして？　あなたは、わたしの婚約者なんだよ」

　ラフィニアの口から出た意外な言葉に、ナシェルは戸惑いを覚えた。

「でも、わたしなんか、あなたの心のなかでは小さな存在だって思っていたの。あなたの心は、魔神との戦いで一杯だから……」

　魔神との戦いで、ナシェルの心が一杯なのは間違いない。だが、心とは案外、器用なもので、一杯のはずの心もラフィニアのことを考えはじめると、いくらでも想おもうことができるのだ。

　ナシェルはそのことを、彼女に告げた。

「愛しているよ、ニア。最初、あなたのことを妹のようにしか思っていなかったのは事実だ。でも、あなたから想いを告白されて、わたしの心は動きはじめたんだ。短かったけれど、一緒に暮らすようになって、あなたへの想いはどんどん強くなっていった。ニアから告白してもらえなかったら、たぶん、わたしはあなたにこんな想いを抱かなかっただろう。だからといって、今のわたしの心に、噓うそも偽いつわりもない。ベルド隊長とフラウス侍祭のような運命的な出会いではないかもしれない。ウォート師とニース高司祭のように、自然に育っていった愛でもない。だけど、どういう出会いをしようと、どう育ってゆこうと関係ないんだと思う。大切なのは過去じゃなく、今の気持ちだけだ」

　ナシェルはそこで言葉を切って、ラフィニアの細い両りよう肩かたをしっかりと摑つかんだ。そして、彼女の瞳ひとみを見つめる。深く澄すんだ秋の青空のような瞳。夜空の闇やみを映して、今は黒っぽく見える。しかし、彼女の瞳の色をナシェルはいつでも思いだすことができる。太陽の輝きのような髪の色もそうだ。肌はだの色も、唇の色も、ナシェルは片かた時ときも忘れることがない。

「愛している」

　そして、ふたたび言った。

「心の底から、愛している。たとえ、今のわたしに、その資格がないとしても……」

「資格なんて！」

　ラフィニアは激はげしく首を横に振って、ナシェルの言葉を否定した。

「そんなものはいらない。わたしが愛しているのは、あなたの身分や評判ではないのだもの。スカードの王子でも、ハイランドの竜騎士でも、勇者隊の将軍でもない。それは、あなたに付ふ属ぞくするほんの小さなものでしかない。あなたがたとえ、魔神の王になっても、わたしの心は変わらない」

　ナシェルはラフィニアの言葉を嬉しく思った。

　ナシェルにとっても、彼女がハイランドの王女であるということは、もはや些さ細さいなことであった。たとえば、彼女が貧しい村娘であったとしても、気持ちは変わらないだろう。

　愛を育はぐくむためには、いろいろな要素が必要となる。容よう姿しもそうだし、身分や富もそうだ。だが、育まれた愛は、それを育んだ要素をすべて不要としてゆくものだ。政略結婚からでも仲なか睦むつまじい夫婦は、たくさん生まれている。運命的な愛だけが真実の愛などではない。真実の愛にまで育まれたものが、運命的と言うしかないのだ。

　しかし、ナシェルにとって、ラフィニアの心が変わらないということは、同時に辛つらくもあった。今の彼は、もはや死人も同然である。これから死し地ちに赴おもむく身であり、生き延びても帰る場所はどこにもないのだ。

「ラフィニア、わたしは……」

「言わないで！」

　ナシェルが別れを告げようとしたのを察し、ラフィニアは悲鳴にも似た声をあげて、その言葉を遮さえぎった。そして、厚い胸にもう一度、飛びこんで、そのまま静かに言葉を続ける。

「あなたにお供ともしよう、とも考えました。妻つまとして、あなたと一緒にスカードに帰るのは当然ですもの。でも、それではあなたの足手まといになる。一緒に死ぬのは簡単だけど、わたしはもっと難しい道を選ぼうと決めました。わたしは、あなたを待つことにします。ハイランドを捨てて、誰だれも知らない場所で……」

「そこに帰ってこい、というのだね」

「はい」

　ラフィニアは顔を上げて、ぎこちなく微笑ほほえみながら言った。

「帰っていただきます。あなたは今まで誰もができないと思っていたことをやり遂げてきたんですもの。今度も、きっとできます。わたしはそう信じています」

「ニア……」

　彼女の瞳には、揺ゆらぎはなかった。本当に、信じているのだ。ナシェルがスカードから帰ってくることを。そして、帰るべき場所を、その身をもって作ろうとしている。

　なんという強さだろう、とナシェルは思った。

　ナシェルは今や、ロードス全住人の敵なのだ。そんな男と、彼女は運命を共にしようというのである。

　そこまで決意されてはな、とナシェルは覚かく悟ごを決めた。

「帰れるかどうかは分からない。でも、わたしの知恵と力のかぎりを尽くして、帰る努力はしてみるよ。ニアの信頼に、応こたえるために……」

　ラフィニアはもう一度、微笑もうと試み、今度はそれに失敗して、涙を溢あふれさせた。その涙を隠そうと、彼女はもう一度、ナシェルの胸に顔を埋めた。

　それからは、もはや二人に言葉は要いらなかった。愛し合う男女にとって、もっとも自然な行為に、彼らはその身を委ゆだねていった。それは別れを惜おしむためではない。再会を確かなものとするための契ちぎりであった。

　夜空の星々と一体の竜が、若い二人を静かに見守っていた。
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　ハイランドの王城オーバークリフの玉座の間は、重苦しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　広間に詰めているのは、モスの公王マイセンと連合騎士団の三人の将軍たち、そして赤髪の傭兵ベルドや白き騎士ファーンら、ナシェルが指名した勇者たちである。

　全員の視線の先には玉座があり、そこには今、真実の鏡が置かれていた。傍かたわらには仮か面めんの魔法戦士が立ち、上位古代語の呪じゆ文もんを唱となえて、鏡の魔力を操作している。

　そして、その魔法の鏡には、風竜にまたがるナシェルの姿が映しだされていた。

　我こそが魔神王なのだと叫さけんで、ナシェルがこの広間から姿を消して、すでに十日以上が過ぎている。そのあいだ、彼はモスの山中に潜ひそみ、機が熟じゆくすのをじっと待っていた。

　そして今、彼の姿は、スカードの王城グレインホールドの上空にある。これから城に向かって、下降しようとしているところであった。

　運命の時が刻々と近づきつつあることを、広間に集まった者たちは感じていた。

「……真実の鏡によって、マイセン王をはじめとする方々には、わたしの姿が見えていることと思います。わたしは最後の真実を明らかにすべく、ただ今からグレインホールドへ参ります。魔法によって、わたしを救出せんと思う方がおられるかもしれません。ですが、すべてが終わるまで、それは御無用に願います。それは危険であるばかりでなく、真実を明らかにする機会を永遠に奪うばい去るかもしれないからです」

　風を切る音に混じって、ナシェルの言葉が、鏡から流れてきた。

　ナシェルこそが魔神の軍団の真の主人であったとの噂うわさは、すでにモス地方の全域に広まっている。一月も経てば、ロードス全土に広まっていよう。

　公王マイセンを害しようとして失敗したとか、魔神に抱かれてハイランドの王城から脱出したという、ありもしない流りゆう言げんまでが飛び交っている。民衆はナシェルが予期したとおりに怒り狂い、彼の館やかたには、大勢の群衆が詰めかけていた。

　だが、そこにはもはや誰だれも住んでいない。

　ナシェルの婚約者であったハイランドの第一王女ラフィニアは、薬草師のタトゥスと共に、何処かへと姿を消している。人々の噂によれば、王女はナシェルによってスカードへと連れてゆかれ、そこで魔神の生いけ贄にえにされたということになっている。

　その噂を聞いたとき、

「これこそが、噂というものの真の恐ろしさだ」

　と、荒野の賢者ウォートは吐き捨てるように語った。

　そういった民衆の心理に、彼は誰よりも通じており、それを利用することで、ナシェルをロードスの統一王にせんと画かく策さくしていたのだ。

　古代王国の亡ぼう霊れいともいうべき女性魔術師〝灰色の者〟によって、その夢を絶たれたと知ったとき、ウォートは手にしていた大ウイ魔ザ術ーズ師スのタツ杖フを叩たたき折ることで、その心情を露あらわにした。強力な防護魔法が付与されていた大魔術師の杖はすぐに再生したが、彼はふたたび手を伸のばそうとはしなかった。

　ハイランドの玉座の間に集つどうほとんどの者たちが、これから死地に赴こうとする若者を悼いたみ、そんな状じよう況きように彼を追い込んだ仮面の魔法戦士に、怒りや憎しみ、あるいは哀れみや蔑さげすみを抱いている。

　しかし、魔法戦士と戦うことの無む益えきさは、誰もが理解していた。

　魔法戦士は真実を暴あばいただけであり、その後のナシェルの行動は、彼自身の意志によるものだ。そして、彼の願いはただひとつ、真実を明らかにし、魔神を滅ほろぼすことである。魔神と戦うという意志を示している以上、魔法戦士と戦うことは、ナシェルの意志に反することになる。

　それでも、玉座の傍らに立つ魔法戦士に向けられる人々の視線は、あるいは鋭く、あるいは冷やかであった。

　その魔法戦士は、真実の鏡にナシェルの姿を映しつづけるべく、上位古代語の呪文を唱えつづけている。

　そして、ナシェルはグレインホールド城のバルコニーに近づきつつあった。

「……マイセン王、あなたから受けた数々の御ご恩おんを、このような形でしかお返しすることができず、誠まことに申し訳なく思っております。魔神どもとの戦いは、最終局面に向かいつつあります。これからの戦いに、わたしはもはや参加できませんが、モス連合騎士団と百の勇者たちの勝利を信じております」

　鏡の向こうから、ナシェルが呼びかけてくる声が聞こえた。

　マイセンは僅わずかに眉まゆを動かして、ナシェルの言葉にうなずいた。

　モス公王としての最後の責せき務むを、彼は果たすつもりでいる。いかなる犠ぎ牲せいを払っても、魔神を滅ぼすつもりだった。それが鏡に映る若者への贖しよく罪ざいにならぬことは承しよう知ちしているが、彼には他にできることはないのだ。

「……連合騎士団の三将軍たちよ、あなたがたの武ぶ勲くんはすでに比類なきものですが、最後の勝利のために、さらに力を尽つくしていただきたい。そして、戦の後は、モスの平和の礎いしずえとなるよう、お願いいたします」

「言われるまでもない」

　ナシェルの言葉に、アロンドが渋しぶい顔をしてつぶやく。

　スカードを併へい合ごうせんとしたヴェノン王国の野望が、事件の発ほつ端たんであったということが真実の鏡によって明らかにされている。そして、それにはヴェノンの第三王子たる彼自身も深く関わっていた。それゆえ、彼の立場は決してよくはない。魔神との戦いで武勲をあげなければ、悪評を押さえこむことは難しいのだ。

　ハーケーンの第二王子バーランは表情ひとつ変えず、ハイランドの皇太子ジェスターは唇をひき結んだまま、ナシェルの言葉を聞きとどけた。

　せっかく連合なったモスである。魔神戦争が終わってもこのまま団結を続け、無む益えきな戦いは避さけたいと、二人は同じ考えを抱いていた。これ以上、国土を荒こう廃はいさせては、他国の侵しん略りやくを招きかねないのだ。

「……ベルド隊長、強さを追い求めるあなたの姿勢にはいつも感服しておりました。あなたのご指導があればこそ、わたしも強くなれました。しかしながら、魔神に勝利して後は、人の弱さにも視線を向けていただくようお願いします。真理はそこにもあり、それを知ることで、あなたの名声は更に轟とどろくでしょう。フラウス侍祭も、きっとそれを望んでおられるはず。そして、至高神の聖女よ、あなたはあなたの信じる道を歩みつづけてください。その道の先に、輝ける未来が広がっていることを、わたしは祈っております」

　鏡のなかのナシェルはそう呼びかけてきたが、ベルドはそのとき、鏡には視線を向けておらず、どこまで若者の言葉を聞いたかは分からなかった。分かったのは、彼が何の反応も見せなかったということだけだ。

　もうひとりのフラウスのほうは、床ゆかに敷かれた深しん紅くの絨じゆう毯たんに視線を落とし、胸に下げた至高神ファリスの聖印を左手で握りしめながら、祈りの言葉を唱えつづけていた。ナシェルの身に奇き跡せきが起こることを願いながら……

　ベルドこそがファリス神が啓けい示じした英雄王だと、フラウスは信じている。だが、ナシェルにも同じ器があったことに、彼女はようやく気がついていた。なぜ、これまで気づかなかったのか、不思議なほどだった。ナシェルは常つねに、その器を示しつづけていた。ただ、ベルドの強さの陰に隠れて、見えなかっただけのことだ。この若者こそが、ベルドのことをもっともよく理解していたし、ベルドもまた彼のことを信頼していた。

　ナシェルに協力してもらえば、もっとはやくベルドを目覚めさせることができたかもしれない。そうであったなら、ナシェルを襲おそった突とつ然ぜんの悲劇も回かい避ひすることができただろう。

　フラウスにはそれが悔くやしくてならなかった。

「……ウォート師、偉大なる賢者。あなたは、わたしのことで御自分を責めておられるかもしれない。しかし、わたしがこのような決断を下せたのは、あなたの教えがあればこそです。広い視野を持ち得ていなければ、わたしは無む駄だに命を捨てたか、ただ逃げだしていたことでしょう。夢にはかなえられるものとかなえられないものがあります。ですが、夢の実現だけが、人間にとって生きる目的ではありません。あなたの才能が荒野に埋もれないことを、わたしは願ってやみません。ロードスの人々が今よりも平和に、そして豊かに暮らすためには、あなたの知恵と知識は必要不可欠です。大地母神の愛まな娘むすめたる清き聖女とともに、魔神との戦いに疲れ果てたロードスの民の幸せのため、どうか御ご尽じん力りよくください」

　その言葉を聞いて、ウォートは隣にいるニースに視線を向けた。

「わたしからも、お願いします……」

　ニースが他人には聞かれぬよう、顔を寄せて囁ささやきかけてきた。

　彼女の顔には、いつもの冷静さや穏おだやかさはなかった。必死に訴えかけているのが、その表情から分かる。ニースのそんな表情をウォートは初めて見たし、おそらく他の誰だれも見たことはないだろう。

　しかし、ウォートは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあと、ゆっくりと首を横に振った。

「わたしには、人々を幸せにするような資格も能力もない。それよりも、わたしには別の役割があるように思う。わたしは、それを果たすよ」

「別の役割？」

　ニースが不安そうな表情で、ウォートに訊たずねた。

「魔神を倒すために、禁断の魔術をすべて使ってみせることだよ。魔法の恐ろしさを人々に知らしめるつもりだ。愚かな魔術師が野心を抱いたとき、ロードスのすべての住人が敵となるぐらいにね。そして、わたしは魔神の迷めい宮きゆうを監かん視しする守人になる。悲劇をふたたび繰り返さぬために、わたしは残る生しよう涯がいを費ついやすことにするよ」

「そうですか……」

　ニースは肩を落とし、消え入るような声でつぶやいた。

　反論の言葉はいくらでも思いついた。だが、今の彼に何を言っても無む駄だなことは分かっていた。今回のことで、彼が心に負った傷はあまりにも深く、ニースにもそれを癒いやす術すべはない。時間が、彼の心を変えてくれることに、期待するしかないのだ。

　ニースにできることは待つことだけなのだ。そして、彼女はそれを決意した。何年でも、何十年でも待つことを……

「……ファーン卿きよう、あなたにお会いして、真の騎き士し道どうの何たるかを、わたしは教えられました。正義が無形のものではないことを知りました。どうか、あなたの正義を貫つらぬいてください。きっと、それが次の時代のロードスに、平和をもたらしましょう。武力ではなく、人格と名声によってそれがなしうることを、お示しください」

「心得た」

　ファーンは短く答えた。

　彼はそれを鏡のなかの若者に託たくそうと思っていた。だが、それがもはやかなわない以上、自分で成し遂とげるしかない。

　ファーンは、ヴァリスの王位を継つぐ決意をこのときかためた。そして、魔神戦争後、いかにしてロードスを平和にするかを考えた。ロードスを統一するのではなく、連合させることを。

「……フレーベ王、あなたとの誓ちかいを完全に果たせなかったことだけが、心残りでなりません。しかし、魔神への復ふく讐しゆうは、果たされるものと確信しております。わたしは、これから魔神どもと対決します。しかし、死ににゆくわけではありません。かならず生き延びて、わたしが帰れる唯ゆい一いつの場所に向かうつもりでいます。もはや、誰のまえにも、姿を現わすことはないでしょうが……。これが、あなたに誓う最後の約束です」

「この期ごに及んで、まだ、おまえは……」

　フレーベはつぶやき、その先は心のなかだけで続けた。

　自みずからは死し地ちに赴おもむこうとする身で、あくまでもナシェルはフレーベに生きろ、と言っているのだ。いかにも彼らしく、自分が死ぬつもりではないことを宣言することで。他人に対して、細かな気き遣づかいのできる者はいくらでもいる。大胆な発想を得意とする者もいるし、それを実行する勇気とそれを成功させる行動力を持つ者もいるだろう。だが、それらをすべて持ち合わせていた者が、過去にいただろうか。

　死ねなくなった、とフレーベは思った。

　少なくとも、無駄に命を捨てることはできなくなった。魔神たちを滅ぼして後、もしも生き延びていたなら、石の王国の廃はい墟きよで暮らし、あの大だい隧すい道どうを守ろう、と心に決めた。

「……フロイとリーゼン、勇ゆう敢かんなるハイランドの双ふた子ごの王子。君たちがいてくれて、わたしは何度も救われた。君たちのことは、親友とも、兄弟とも思っている。だからというわけじゃないが、百の勇者たちのことは、君たちに託したい。君たちならできるだろうし、君たちでなければできないと思う。彼らはきっと魔神を滅ぼしてくれる。そして、その栄えい誉よは、君たちのものになる。君たちの武ぶ勲くん詩しは、あの吟ぎん遊ゆう詩人が歌い広めるだろう。だけど、物語は真実を伝えるものじゃない。陽気な君たちには、悲劇など似合いやしない」

　ナシェルの言葉を聞いて、フロイとリーゼンは、髪型以外はほとんど同じ顔を、互いに向けあった。

「親友だから、兄弟だから、苦労も分かちあえ、ってさ」

　フロイが不満そうに言った。

「まったく、勝手なことばかり言ってくれるね」

　話しあって確認するまでもなく、彼ら二人はナシェルの真意に気づいていた。しかし、それを実行するのは至し難なんの業わざでもあった。力を入れすぎてもいけないし、手を抜きすぎてもいけない。そして、一瞬の機会を見み極きわめて、最後の行動に移らねばならない。

「そうしようかとも、考えていたけどな」

「あそこまで言われたら、やるしかないよね」

　フロイとリーゼンはそう言葉を交わすと、いつもの笑顔を浮かべて、うなずきあった。

「……カノンの自由騎士よ、そして聖者殿」

　ナシェルはそれから、カノン自由騎士たる勇者と〝聖者〟と呼ばれる青年に呼びかけた。

　自由騎士には、彼と行動を共にする勇敢なる若者たちの将来を頼み、〝聖者〟には真実の鏡を通して、誰が魔神の入れ替わりかを見抜いてくれるよう頼んだ。

　それから──

「わたしは、スカードの王子ナシェルだ！　我が父、スカード王に面会を申し込みに参った!!」

　ナシェルはそう叫さけびながら、バルコニーのすぐ脇わきにまで、竜を寄せていった。

　無数とも思える有ゆう翼よくの魔神が頭上を舞っているのが、彼の目には映っていた。すぐに攻こう撃げきしてくる気配はないが、退たい路ろを断たれているのは明らかである。

（あの魔神たちを撒まいて、戻ってこられるか？）

　ナシェルは風竜に向かって、思念を送った。

（承しよう知ち……）

　いつものように、ワールウィンドは答えてきた。

　ナシェルが下したいかなる命令も、この風竜はすべて引き受け、そして果たしてくれた。だが、それもこれが最後だ。これからのことが終わったら、ナシェルはワールウィンドを解放するつもりであった。

（くれぐれも、無理はするなよ。それから、わたしの意思が感じられなくなったら、おまえの使命はもはや終わりだと思ってくれ。わたしが与えた名も、捨ててくれていい。風が象しよう徴ちようするのは、自由。それに飽きていたおまえだが、そろそろ懐なつかしくなってきているだろう）

　ナシェルは風竜にそう伝えると、彼を鞍くらに固定していた革かわの帯ベルトを外はずした。それから、鞍の上に両足を乗せて、大きく跳ちよう躍やくする。そして、グレインホールドのバルコニーに降り立った。

　正面にある大きな硝子ガラスの扉とびらを開けば、スカード王国の玉座の間がある。そこには、王や王女が側そつ近きんの者と一緒にいるはずであった。

　ナシェルはゆっくりと扉に近づくと、銅製の把とつ手てを握った。

「スカードの王子ナシェル、入る！」

　運命の扉を開いて、ナシェルは玉座の間に踏み入った。
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　明るい場所から暗い屋内に入ったので、玉座の間の様子はすぐには分からなかった。

　もちろん、目を瞑つむっていても、この広間の全景を、ナシェルは思い浮かべることができる。生まれてから、ずっと暮らしてきた城なのだ。

　しかし、懐かしい感じはまったくしなかった。魔神デーモンどもが棲すむようになって、異界の臭においが染み着いてしまったためだろうか。魔神どもの本ほん拠きよ地ちにやってきたという事実を、ナシェルは、あらためて心に刻んだ。

　そのとき、背はい後ごから、ワールウィンドの咆ほう哮こうが聞こえてきた。

　魔神との戦いが、始まったのだろう。

　ワールウィンドは竜族のなかでも上位種にあたる老エルダー竜ドラゴンである。そして高速で天を翔かける風エアド竜ラゴンでもある。大空を舞台に戦うかぎり、いかに相手が魔神でも、遅れを取ることはないはずだった。

　やがて、目が慣れるにつれ、広間の様子が明らかになってきた。

　多種多様な魔神どもが、両側の壁に沿って、彫ちよう像ぞうのごとく並んでいる。その間に挟はさまるように、スカードの騎士たちの姿が見受けられた。よく知った顔であったが、彼らの表情は一様に暗く翳かげり、かつての面おも影かげは完全に消え失うせている。ナシェルを見ても、誰も声をあげようとしない。歓声であれ、罵ば声せいであれ、いずれかがあっておかしくはないのだが……

　表情が変わっているということは、魔神に入れ替わられていないことの証あかしだろう、とナシェルは思った。

　そうであれば、これからナシェルは彼らを本物の地じ獄ごくへ付き合わせることになる。

　同情は覚えるが、それは彼らが選んだ運命でもある。騎士団長サイラスのように、国も身分も捨てる生き方も、できたはずなのだ。

（魔神の味方として死ぬより、魔神によって殺されるほうが名めい誉よだろう）

　ナシェルはスカードの騎士たちに、心のなかでそう呼びかけた。

　そして、玉座を振り向く。

　はたして、そこには父ブルークの姿があった。その顔も、姿も、ナシェルの記憶のままである。傍かたわらには、妹リィーナが控ひかえており、憂うれいを帯びた微笑を浮かべて、彼の方を見ていた。彼女もまた、以前とまったく同じに見えた。

（だからこそ、二人とも魔神に入れ替わられているのだ）

　ナシェルはこれまで抱きつづけていた思いを、更に確かなものとした。

　もはや、いかなる躊ちゆう躇ちよも感じる必要はなく、父と妹の姿をしたものを斬きることができる。その正体を明らかにすれば、ナシェルはスカードに来た目的を達成したことになる。

「父上……」

　玉座の主ぬしに向かって、ナシェルは敬意をこめて挨あい拶さつを送った。

　魔神に、媚こびているわけではない。

　父が自分のことを思っていてくれたという事実に対し、敬意を表したのだ。しかし、そのために父が行おこなった行為については、まったく認めていない。それは愚ぐ行こうという以外にない。それによって、ロードスの住人がいったい何人、命を落としただろう。

「噂うわさは聞いておる。ハイランドにいられなくなったようだな？」

　懐なつかしい声が返ってきた。

　ナシェルが覚えている父の声と、まったく変わりがない。

　十日以上もモスの山中に身を潜ひそめていたのは、ナシェルこそが魔神王であったとの噂が広まるのを待っていたからだ。その前に姿を現しても、城のなかには入れてもらえなかったであろう。

「さようです」

　ナシェルはうなずくと、父の方へ歩み寄っていった。

　鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーは姿や記憶を盗ぬすんだ相手の影えい響きようを受けると、ナシェルは以前、ファーンから聞いたことがある。それが真実だとすれば、父の姿をしたものは、自分を殺すことにたとえ一瞬であれ躊躇ためらいを覚えるはずだ。

　その不意をついて、一太刀で首を刎はねる。

　魔神が入れ替わっているのなら、それでは死なないかもしれないが、正体を明らかにするだけなら、それで十分である。首を刎ねられて、生きている人間などいるはずがないからだ。

　それができる間合いまで、近寄らねばならない。

　ナシェルは無表情を装ったまま、玉座へと一歩ずつ近づいていった。

「帰ってくるというなら、これまでわしに逆らった罪は許そう。魔神どもの先頭に立ち、ロードス征せい服ふくのため、全力を尽つくすがよい」

　玉座の主が、そう呼びかけてきた。

　そのとき、ナシェルは玉座まで五歩ぐらいのところに来ていた。まだ少し遠かったが、これ以上、近づくのはいかにも不自然だった。

　畏かしこまるような態度を装って、ナシェルは床ゆかに片かた膝ひざを落とした。

　そして、その体勢から、前方に向かって、狼おおかみのごとく跳躍した。

　跳とびながら、腰こしの剣を引き抜く。

　気合いの声が、自然に洩もれた。

「それが、おまえの返事か？」

　父の姿をした者が、声をあげた。

「魔神などに許しは乞こわん！」

　ナシェルは叫び返した。

　それまで、身動きひとつしなかった魔神や、スカードの騎士たちが呪じゆ縛ばくから解かれたように動きはじめる。

　だが、そのときには、ナシェルは最後の一歩を踏み込んで、剣を一いつ閃せんさせていた。

　確かな手て応ごたえが、ナシェルの右手に伝わってくる。

「父上……」

　ナシェルは我知らず、そうつぶやいていた。

　その言葉と同時に、父の首が熟じゆくした果実のように床に落ちた。そして、首を失った身体からだが、深く玉座に沈みこんでゆく。そして床に転ころがった首が、玉座にもたれた身体が、ゆっくりと鏡像魔神のそれに変じてゆくのを、ナシェルは確かに見た。

　その瞬しゆん間かん、ナシェルの心に、一瞬の空白が生じた。それまで張りつめていたものが切れて、彼の年齢に相応の感情がこみあげてきたためかもしれない。

　そして、そのとき……

「兄様……」

　妹リィーナの声が、耳元近くで聞こえた。

　同時に、熱い塊かたまりが、ナシェルの脇わき腹ばらを貫つらぬき通した。それはナシェルの臓ぞう腑ふを剔えぐって、更に奥まで滑すべりこもうとした。
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「リィーナ！」

　激げき痛つうに呻うめきながら、ナシェルは反射的に横に跳とんだ。

　不覚であった。父だけではなく、妹も魔神に入れ替わられていることを、ナシェルは予測していたのだから。

　妹の方を振り返ると、巨大な大剣を手にした妹の姿が、そこにはあった。大剣は漆しつ黒こくの刃をしており、真っ赤な血がべっとりと張りついていた。

　意識が急速に遠ざかってゆくのを、ナシェルは感じた。

　傷の痛みのためというより、まるで魂を抜きとられたような感覚だった。脇腹の傷口からは、熱い液体がどくどくと溢あふれでて、足を伝って床を濡ぬらしている。そして、たちまち、血ち溜だまりとなった。

　受けた傷が致ち命めい傷しようであることを、ナシェルは遠ざかりゆく意識の下で悟さとった。このままでは、すぐに血が足らなくなる。

（死ぬわけにはゆかない……）

　ナシェルは最愛の人のことを思い、気力を奮ふるい起こした。

　脇腹に受けた傷口を手で抑おさえて、出血を最小限に止める。そして、ふらつく足を叱しつ咤たしながら、バルコニーに向かって歩いた。そして、ワールウィンドに、ここに来るよう思念を送る。

「ナシェル王子！」

　誰だれかが叫ぶ声が、聞こえてきた。

　声のほうを振り返れば、スカードの騎き士したちが魔神どもと戦いはじめている光景が目に入った。王と思っていたものの正体をその目で見て、ようやく我に返ったのだろう。

　彼らは明らかに劣れつ勢せいだったが、その顔には安あん堵どにも似た表情がうかがえた。魔神とともに暮らすのは、それほど神経が摩ま滅めつすることであったのだろう。

　スカードの騎士たちは、ようやく人間の心を取り戻もどすことができたのだ。彼らは、魔神どもをナシェルに近づけさせまいとして奮ふん戦せんしているようだった。彼らの最後の忠ちゆう誠せいに、ナシェルは深く感謝した。

（わたしは、帰らねばならないのだ……）

　精神と肉体に残された力の限りを尽くして、ナシェルは歩いた。

　しかし──

「行かせはしないわ。やっと、わたしのものになったのだもの……」

　ナシェルの行く手を遮さえぎるように、黒髪の少女が目の前に立ちはだかった。

　妹の姿をしたそれは、妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべながら、ナシェルを抱こうと左腕を差し伸べてきている。そして右手にはナシェルの腹を剔った漆黒の刃の大剣が握られていた。軽々と持ってはいるが、その刀身は、少女の身長ほどもある。普通の人間が、ましてや少女が、片手で持てる代しろ物ものではない。

「愛していました、ナシェル兄様。本当に、昔から……。やっと、この手に抱くことができます。兄様、ナシェル兄様……」

「黙だまれ！」

　差し伸べられた手を、ナシェルは払いのける。

「貴様こそが、魔神王なのだな！」

　叫びざま、最後の力を振り絞しぼって、剣を振るった。

　リィーナの姿をしたものは、まるで避さけようともせず、肩から胸のあたりまでが、ざっくりと裂さけた。破れた服の下から、白い肌はだが露あらわになる。まだ幼い胸の頂いただきには、桜さくら色いろの蕾つぼみが淡く色づいている。開いた傷口からは、肉と骨が覗のぞいていた。

　だが、血は一滴も流れない。

　そして、リィーナの姿をしたものは、まったく動じた様子がなかった。

「……そうだよ、スカードの王子」

　少女の唇くちびるが動き、妖あやしい笑みを形作る。

「我こそが、魔神の王だ。だが、我が肉体は、リィーナ姫のそれに他ほかならない。そして、おまえの妹は、心の底から、おまえを愛していたのだよ。それは兄妹の愛ではない。男と女の愛だ。我は骸むくろとなったおまえを、これから存分に抱く。そして、おまえの肉を喰らい、リィーナ姫の望みどおり、ひとつになる。だが、安心されよ、おまえと姫とのあいだには血の繫つながりはない。それゆえ、我は解放されたのだから。我が夢のなかで、二人、淫みだらに抱きあうがよい。それこそが、我が力となるのだ」

「魔神め！」

　ナシェルはもう一度、剣を振るおうと、手に力を込めた。

　だが、指の一本も動かなかった。傷口から溢れだす血とともに、生命と魂がともに流れでているかのようであった。

（もはや、これまでか……）

　目の前が暗くなってゆくのを感じ、ナシェルは崩くずれるように、両膝を床に落とした。立ち上がろうと試みたが、それは無む駄だな努力に終わった。

（ラフィニア、すまない……）

　心のなかで、ナシェルは最愛の人に詫わびた。

　魔神王の手が、ゆっくりとナシェルの顎あごにかかった。

　リィーナの顔が妖しく迫せまってくる。真っ赤な唇が開かれ、それよりも赤い舌が伸びてくる。このまま、魔神王に抱かれて、息絶えることになるだろう。

　ナシェルがそう覚かく悟ごを決めたときであった。

　バルコニーへと通じる硝子ガラス戸どが、激音とともに吹き飛んだ。そして、巨大な生き物が、ナシェルの方に首を伸ばしてきた。

（ワールウィンドか……）

　薄れゆく意識のなかで、ナシェルは風竜が口を開くのを見た。

　魔神の王が俊しゆん敏びんな動きを見せて、風竜の頭に黒き刃の大剣を叩たたきつけた。

　硬い鱗うろこが割れ、そこから血が泉のように溢れだす。だが、ワールウィンドは怯ひるんだ様子もなく、ナシェルの身体を慎しん重ちようにくわえると、そのまま大空へと飛ひ翔しようした。

　魔神王が続けて何かの呪じゆ文もんを唱となえ、風竜の全身はその衝しよう撃げきに震ふるえたが、舞い上がる速度はぐんぐんと加速されていった。

（よく来てくれたな）

　竜特有の硫い黄おうの臭においを感じながら、ナシェルはワールウィンドに、思念を送った。

（しかし、わたしはもう助からないようだよ）

　言葉はおろか、思念を送ることさえ、限界に近づいていた。

（我も、そうだ。我が肉体はもはや機能しておらぬ。今は、竜の魔力で空を飛んでいる）

　風竜が伝えてきた事実は、ナシェルにとって衝撃的だった。彼もまた、致命的な傷を負っているというのだ。

（すまない……）

　この風竜だけはいかなる見返りも望むことなく、ただ名前と使命を与えられたという理由だけで従いつづけてくれた。

（共に朽くちてゆく身で、いったい何処へ飛ぼうとしている？）

　ナシェルは最後に残っていた気力のかけらを使って、風竜に思念を送った。

（我ら風竜だけが赴おもむける場所へ。天空の彼方かなたへと、汝なんじを連れてゆく）

　星になるのか、とナシェルは思った。

　この竜とともに、夜空に輝く星になるのか、と。

（それも……、いいだろう……）

　そして、ナシェルの意識は闇やみに包まれた。

　しかし、それは地の底の闇ではなく、夜空の星々を包みこむ透明な闇であった。
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　遠く離れた二つの城では、激しい戦いが繰り広げられていた。

　ひとつはスカードの王城グレインホールド、そしてもうひとつはハイランドの王城オーバークリフである。戦いの舞台は、共に玉座の間だ。

　ナシェルがスカード王の首を刎はねて、その正体を明らかにした瞬しゆん間かん、真実の鏡によってそれを見届けた二人の魔術師は、〈瞬テ間レ移ポ動ート〉の呪文を唱えようとした。

〝灰色の者〟と荒野の賢者の二人である。

　だが、彼らの呪文が完成するより先に、玉座の近くに何体もの魔神が突とつ然ぜん、姿を現したのだ。

「見ていたのは、わたしたちだけではなかったわけだ」

　呪文を中断させられ、ウォートは忌いま々いましげにつぶやいた。

〈逆カウン感ター知センス〉の呪文を使っていたのだろう。魔神が強力な魔法使いであることは承しよう知ちしていたが、これまでの戦いにおいて、魔法は多用していなかったので、予測しきれなかったのだ。

　間近に出現した魔神が襲おそいかかってくるのを、ウォートは魔法の発動体たる魔術師の杖つえで受け止めた。防ぼう護ご魔法すらかけていない樫かしの木の杖は、魔神の攻こう撃げきに耐たえきれず、真ん中から二つに折れた。だが、魔神の最初の一撃は、それでからくも防ぐことができた。

　荒野の賢者の隣にいた聖女ニースが、小剣を抜くと、果か敢かんに魔神に挑いどんでいった。

　不意をつかれはしたが、その場にいるのは並の人々ではない。一人でさえ、何体もの魔神を相手にできる英雄たちなのだ。

　そのときには、ほぼ全員が反撃の態勢を整え、それぞれが相手と定めた魔神に向かっていた。瞬間移動でやってきた魔神どもは、滅ほろぼされるためにきたようなものだ。

　しかし、ウォートにとっては、自分の目もく論ろみが潰ついえたことに、歯がみをする思いだった。

　ナシェルを救出するための、唯ゆい一いつの機会を逃のがしてしまったのだ。

　ウォートは戦いを避さけながら、真実の鏡のところへ歩み寄った。間に合ってくれ、と心で念じながら。

　しかし──

「ナシェル！」

　真実の鏡に映った光景を見て、ウォートは血を吐くような叫び声をあげた。

　彼は見たのだ。

　ナシェルの脇腹に、巨大な剣が突き刺さっているのを。そして、その黒き刃の大グレート剣ソードを手にしているのは、スカードの王女リィーナに他ならなかった。

　魔神王がブルーク王ではなく、リィーナ王女であることを、ウォートはある程度、予測していた。ブルークは、無む垢くなる処しよ女じよであったリィーナの肉体を扉として、魔神王を召しよう喚かんしたはずだからだ。そして、王女との血の絆きずなによって、魔神王を支配するつもりでいた。

　だが、ブルークはそれに失敗した。

　儀式の手順に間違いがあったのか、それとも召喚の扉のほうに問題があったかの、いずれかの原因によって。

　おそらくは後者であろう、とウォートは想像している。

　聞くところによると、リィーナ王女の母である妾しよう妃ひナターシャは、淫いん蕩とうな性格であったらしい。王女が不義の子であったということも、十分にありえることだ。

　警告しておくべきだったかと思ったが、ナシェルほどの若者が、妹だけは本物だと思うはずがない。油断をしたのか、それとも魔神王の攻撃をかわしそこねたのかのいずれかだろう。

　そして、もはや、すべてが手遅れであった。

　鏡を通して見ただけでも、ナシェルが受けた傷が致命的であることが分かる。彼を救うことは、もはやウォートには不可能であった。

　絶望という言葉の意味を、ウォートは生まれてはじめて知った。

　自分の夢が失われたことを知ったときより、彼が受けた衝撃は激しかった。あのとき、感じたのは、激しい怒りであった。しかし今は、虚こ空くうに叩たたき落とされたような喪そう失しつ感かんが、心のなかに吹き荒れている。

　ウォートは、真実の鏡に向かって、無言でうなだれた。

（わたしは、ブルークと同じだ）

　ナシェル自身が望んでもいない期待を勝手にかけて、自身は愚おろかな行動に走った。この若者ならば、自分らごときが何も手を貸さずとも、覇は王おうへの道を駆け登っていっただろう。

　その未来を、ブルークもウォートも、自分自身の夢とともに閉ざしてしまったのである。そして、若者の命さえも、奪うばってしまった。

（もしも、わたしにナシェルへの手た向むけができるとしたら……）

　ウォートは長い準備動作と呪文の後、〈転送アポート〉の呪文を唱えた。

　呪文の完成と同時に、彼の手には〝大魔術師の杖〟が出現した。二度と握るまいと思っていたが、この杖を手放すにはまだ早すぎるようだ。魔神どもがロードスから駆く逐ちくされるそのときまでは、この魔法の発動体はなくてはならない物であろう。

　ウォートは魔神たちの方に振り返ると、その杖を大きく振り上げた。そして、〈分デイス解イン消テグレ去ート〉の呪文を唱えはじめた。




　オーバークリフ城における戦いは、一方的な結果に終わった。

　姿を現した魔神どもは残らず倒され、味方はひとりの犠ぎ牲せい者しやも出さなかった。数人が軽い怪け我がを負ったが、二人の聖女が、すぐにその傷を癒いやした。

「ナシェルは、どうなったの？」

　戦いが終わったと見て、フラウスが額の汗を拭ぬぐいながら、真実の鏡の方に走り寄ってきた。

　鏡の前には、荒野の賢者が立ち、鏡に映る映像をじっと見つめている。

　ウォートは鏡を見つめたまま無言で、首を横に振った。

「死んだというのか？」

　それを見たドワーフ王が呻うめくように言った。

「間違いないでしょう。死体は彼の風竜が、何処かへ運んでゆきましたが……」

　ウォートは答え、真実の鏡の前から脇わきに寄った。

　そこに映る光景を確かめようと、全員が玉座の近くに移動してきた。

　グレインホールド城を舞台にした戦いも、すでに終わっていた。向こうは魔神どもの一方的な勝利である。

　鏡に映るのは、スカードの騎士たちの屍しかばねであった。彼らは最後の一人まで勇ゆう敢かんに戦い、そして死んでいった。

　その死体を喰らっている魔神たちの姿が、今は見える。そのなかに、ナシェルの骸むくろがないことを、人々はそれぞれが信じる神に感謝した。

　と、そのとき──

　鏡の向こう側から、ゆっくりと近づいてくる影が見えた。

　黒髪の少女であった。

　スカードの王女リィーナである。だが、誰だれひとりとして、彼女がその姿どおりの少女であるとは思っていない。

　王女は、いや、その姿をしたものは、いつのまにか一いつ糸しまとわぬ姿になっていた。ナシェルから受けた傷はもはや跡あと形かたもなく、白大理石のごとき肌はだを惜おしげもなくさらしている。

　右手には闇色の刃の大剣が握られている。

　古代書には、〝魔神王の剣〟と記されていたことを、ウォートは思い出した。強大な魔力が秘ひめられているらしいが、それがどのような効果であるかまでは説明されていなかった。

「魔神王……」

　荒野の賢者は限りない憎にくしみをこめて、そうつぶやいた。

「あの少女が？」

　ウォートの言葉に驚おどろいたように、ニースが訊たずねた。

「そう、彼女こそが魔神王だよ。そして、ナシェルを殺したのも、こいつだ」

　魔神王は、真っ直ぐに近づいてきている。一歩ごとに、その姿が大きくなった。おそらく、魔神王には鏡のこちら側が見えているに違いない。

「結界を張らねばならないな」

　仮か面めんの魔法戦士が、ひとりごとのようにつぶやいた。

「だろうね。しかし、今は間に合わないようだ……」

　ウォートは答えると、全員に真実の鏡の前から下がるように言った。

「まさか、魔神王が……」

　そのニースの声が終わるか、終わらないかのうちに、

　鏡のなかに魔神王の姿が、いっぱいに広がっていた。そして、何事か呪文を唱えながら、鏡のこちら側に向かって、手を伸ばしてきた。

　鏡の表面から、その手が突き出てきた。

「次元の扉を開けるつもりか」

　ウォートはつぶやいた。

「こちらに来ようというの？」

　フラウスが聖なる鎚鉾メイスを握りなおし、円ラウン形ドシ楯ールドを魔神王に向けて構えた。

「好都合ではないか」

　フレーベが言って、ずいっと一歩、前に進みでる。

「魔神王は、邪じや神しんにも等しい実力を持っているとされています。決して、油断はしないように」

　ウォートが、戦士たちに警けい告こくの声をあげた。

　魔神王が魔神将以下の魔神の軍団を従じゆう属ぞくさせているのは、その実力のゆえなのだ。

「手を出すなと言おうと思っていたのだが、な……」

　ベルドが、不敵な笑みを浮かべた。

「今回ばかりは譲ゆずらぬぞ」

　ファーンがベルドの言葉を遮さえぎり、その意思を示すように、彼の隣に並んだ。

　そのとき、魔神王は、まるで窓まどを開いて入ってくるように、鏡のなかから上体をせりだしてきていた。

「万物の根源、万能の力……」

　ウォートは腰に吊つるした魔ま晶しよう石せきを取り出すと、戦士たちに次々と防ぼう御ぎよ魔法をかけていった。

「大地母神よ、我らに祝福を与えたまえ……」

　同時に、ニースがマーファ女め神がみに加護を願った。

　そして、ついに魔神王が真実の鏡を抜けて、その全身を現した。

「人間どもよ……」

　少女の唇が動き、言葉がつむぎだされた。

　使ったのはロードスの日常語であったので、魔神王と対たい峙じするすべての人々が、その言葉を理解した。

「……我は汝なんじらに召しよう喚かんされ、数百年もの時を魔界でもなく、人間界でもない場所で虜りよ囚しゆうとして過ごさねばならなかった。その苦しみ、その屈くつ辱じよくを、そっくり汝らに返そう。この世界から、すべての人間、妖よう精せいを根絶やしにすることで……。そして、この世界を第二の魔界とするのだ」

「滅ほろびるのは、おまえたちのほうよ！　不ふ浄じようにして邪悪な異界の魔物ども!!」

　フラウスが、毅き然ぜんとして応じた。

　そして、その声が戦いの合図となった。

　赤髪の傭よう兵へいが、白き騎き士しが、ドワーフ王が、そしてモスの公王らが、魔神王に向かって殺さつ到とうしてゆく。

　魔神王はロードスの日常語でも、古代語でもない言葉を使って、何事かをつぶやいた。

「魔神どもの言葉だ。邪神の魔法を使ってくるぞ」

　ウォートの警告が終わらぬうちに、魔神王の全身から、衝しよう撃げ波はが放射された。

　魔神王に斬きりかからんとしていた戦士たちが、その衝撃波を受けて、文字どおり吹き飛ばされてしまう。

「……雷いかずちよ！　我が敵を縛しばれ!!」

　仮面の魔法戦士の唱えた呪文の声とともに、彼の左手にはまった指輪から、電撃が走った。

　その雷らい光こうは網あみ状じように広がり、魔神王の全身を包みこんだかに見えた。

　だが、一いつ瞬しゆんの後に、その雷の網は朝日を浴びた靄もやのように消え失うせた。

「効きかぬか！」

　魔法戦士が舌打ちする。

「古代王国の魔術師たるおまえの魔力をもってしても、魔神王のそれを打ち破れんとはな」

　ウォートは呪文で攻撃するのをあきらめ、戦士たちの援えん護ごに徹てつすることに方針を変えた。

「……魔力を封ふうじる結界となれ！」

　ウォートは魔晶石を一個、左手で摑つかむと、古代語魔法の呪文を唱え、大魔術師の杖の先端を、ドワーフ王に向けた。

　その瞬間、フレーベの全身を、青白い球状の光が包みこんだ。

「対抗魔法の結界を張りました。魔神王の魔法は、もはや、あなたを損そこないません」

　フレーベは心得たようにうなずき、魔神王に向かって、再度の突とつ進しんを試みた。

　戦斧を振り上げ、魔神王の頭に向かって、それを振り下ろす。

　魔神王は、それを避さけようともしない。

　斧おのの刃は少女の額にまで、深く食い込んだ。

「大地の妖よう精せいよ、おまえの怒りはその程度か……」

　魔神王はつぶやき、ドワーフ王に向かって、大剣を振るった。

　フレーベは、背はい後ごに転ころがるようにしてそれを避けた。だが、完全には避けきれず、大剣の切っ先が、彼の腹を真一文字に裂さいた。

「フレーベ王！」

　ニースが悲鳴をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　わしの腹は厚いからな！」

　見るまでもなく、傷が内臓にまでは達していないのは、フレーベには分かった。

　血はどくどくと溢あふれているが、この程度のことで死ぬようなら、石の王国における最初の魔神との戦いで、十回以上は命を落としているだろう。

　フレーベは床ゆかに手を着いて、立ち上がろうとした。

　しかし、膝ひざに力が入らず、ふたたび後ろ向けに転がった。

「どうしたことだ？」

　立ち上がれなかったことに、フレーベ自身が驚おどろきを覚えていた。

　そのときになって、視界が狭せまく、暗くなっているのに気づいた。心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねのように鳴っている。体力よりも、気力のほうが、激はげしく消しよう耗もうしていた。

「まるで魂たましいが砕くだかれたようだ……」

　フレーベは、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　鋼はがねの肉体と魂を持っていると信じていただけに、彼が受けた衝しよう撃げきは大きかった。

「あの黒き剣の魔力か」

　青ざめた表情のニースが駆け寄ってきて、フレーベに癒いやしの呪文をかけた。たちまち、彼の傷が塞ふさがる。

「大丈夫ですか？」

「迷めい惑わくをかけた……」

　フレーベは己おのれのふがいなさに、歯がみをした。

　顔を上げると、ベルドとファーンが魔神を挟はさみこむように、攻撃をしかけている光景が、目に入った。ハイランドの双ふた子ごに劣おとらぬような連れん携けい攻撃で、魔神王に剣を叩きつけている。

　魔神王は、それらの攻撃のほとんどを受けていた。だが、受けた傷からは血も流れず、すぐに再生してゆく。

　そして、的確な反撃をファーンとベルドに見舞う。

「ウォートよ！　こいつには、武器は効かないのか？」

　魔神王の攻撃を、紙かみ一ひと重えでかわしながら、ベルドが怒鳴った。

「魔神王は魂だけの存在とされている。そして、その魂は不ふ滅めつだそうだ」

　ウォートも大声で言い返す。

「ありがたいお言葉だな」

　ベルドはファーンと一瞬、顔を見合わせ、そして苦笑を浮かべた。

「後で、お代はいただくよ。知識を披ひ露ろうするのが、わたしの仕事なのだからね」

　ウォートは軽口を叩たたいた。

　だが、どうすれば魔神王を滅ぼせるか、彼は先ほどから必死で考えていた。

　単純に、肉体を滅ぼせばいいと思っていたが、魔神王の再生能力は彼の想像を絶しており、ベルドたちが束たばになっても、完全に破は壊かいすることは、不可能と思えた。

　その前に、彼らのほうが魔神王の剣を受けることになろう。

　あのフレーベ王が、一太刀を浴びただけで立ち上がれなくなったのである。恐おそるべき魔力が付与されていると思って、間違いない。

　ベルドとファーンの両雄は、さすがによく戦っているが、彼らとて死すべき定めの人間である。いつかは必ず失敗を犯おかすし、体力や気力がいつまでも保もつわけでもない。

「やはり、魔法を使うしかないか……」

　ウォートは覚かく悟ごを決め、手持ちのなかでもっとも高い魔力を蓄ちく積せきした魔晶石を取り出した。

「ニース高司祭！　フラウス侍祭！」

　そして、彼は二人の聖女を呼んだ。

「わたしはこれから魔神王の肉体を滅ぼすために、分解消去の魔法を使う。魔神王の魔力に打ち勝つために、お二人には同調をお願いしたい」

「分かったわ」

「承しよう知ちしました」

　フラウスとニースは答えて、それぞれの神に祈りを捧ささげはじめた。

「正義を司つかさどる光の神ファリスよ……」

「慈じ悲ひ深き大地母神マーファよ……」

　祈りの言葉とともに二人から純化された魔力が送られてくるのを、ウォートは感じた。そして、その魔力が満ちるのを待ちながら、呪文を唱える準備動作に入った。

「魔力の根源、万能の力……」

　その呪文の言葉が示すように、世界は魔力によって創られ、魔力によって営まれている。そして、分解消去の呪文は、対象を物質と力の極小単位にまで分解し、文字通り消しよう滅めつさせるのだ。

　アラニアの賢者の学院ではもちろん、禁忌タブーとされている究極の破壊魔法だ。ウォートは先ほど数体の魔神を、この呪文で消滅させたが、魔神王が相手では、そう簡単にはゆくまい。

　ウォートは精神を集中させ、彼自身の魔力を最大にまで高めてゆく。魔晶石に蓄積された魔力、フラウスとニースの同調、それらすべての魔力を合わせて、呪文に送りこむのだ。

「……混こん沌とんより生まれしものよ、混沌に帰れ!!」

　そして、ウォートの呪文は完成した。

　その瞬間、魔神王の全身が、まるで太陽が降こう臨りんしたような輝きに包まれた。

　近くにいたファーンとベルドは目を焼かれまいと、反射的に腕で顔を隠かくす。

「やったのか？」

　ファーンが言った。

「どうかな……」

　ベルドが半信半疑といった感じで、応じた。

　ウォートが最大の魔力を使って唱えた呪文である。いかに魔神王でも、抵抗できるとは思いたくない。

　しかし──

　光のなかから、漆しつ黒こくの影が突とつ然ぜん、突きだされてきた。

　さすがのベルドもかわすことができず、脇わき腹ばらを浅く、剔えぐられた。同時に、頭と胸を棍こん棒ぼうで殴なぐられたような衝撃が襲おそう。

　ベルドは後退し、そこで膝を落とした。

「ベルド！」

　フラウスが悲鳴をあげる。

「心配するな。このぐらいでは、くたばらん」

　ベルドは言ったが、身体が鉛なまりになったような気分だった。

　やがて、ウォートが唱えた魔法の光は完全に消えて、魔神王が悠ゆう然ぜんと姿を現した。少女の裸ら体たいには、傷ひとつついていない。

「あれでも、効きかないのか……」

　ウォートは愕がく然ぜんとして、それから激しく咳せき込んだ。今の呪文で、気力を残らず使い果たし、とてもではないが、次の呪文を使うことはできない。

「まさに、不ふ死じ身みだな」

　魔神王のことを軽く見ていたわけではない。だが、これほどの実力を持っているとは、思いもしなかった。この魔神王ひとりだけで、ロードスを滅ぼすことも可能なのかもしれない。

「……賢さかしいな。魔ま術じゆつ師しよ。汝なんじらの呪文ごときで、我は倒せぬ」

　魔神王は言うと、上位古代語の呪文を唱えた。

　それを阻そ止しせんと、ファーンが斬りかかっていったが、魔神王は左腕でその攻撃を受け止め、そのまま呪文を完成させた。

　三つの閃せん光こうが走り、フラウスとニース、そしてウォートに突き刺さった。

「くっ！」

　疲ひ労ろうが激はげしく、ウォートは魔神王の魔力に抵抗することもできなかった。

　魔神王が使ったのは、〈光エネルのギー矢ボルト〉という初級の呪文であったが、まともに胸を射い抜ぬかれて、ウォートは大量の血を口から吐き出しながら、床に転がった。

「賢者様！」

　ニースがウォートの肩を抱いて、治ち癒ゆ呪文を唱えはじめる。彼女自身も左足に魔法の矢を受け、そこから血を流している。

「……逃げるんだ」

　ニースの神官衣に染しみだしてゆく血を見つめながら、ウォートが苦しげに言った。

「奴やつを倒す方法を見つけぬかぎり、勝ち目はなさそうだ」

　ウォートはふたたび激しく咳き込んで、口から血を溢あふれさせた。

「賢者様……」

　ウォートの胸の傷を呪文で塞いで、ニースは呼びかけた。

「わたしのことはかまうな……」

　傷は治ったが、疲労のほうがひどいらしく、ウォートは起きあがることさえできなかった。

　一瞬の迷いのあと、ニースは小さくうなずいて、立ち上がった。

　魔神王のほうを見ると、白き騎士ファーンがまだ戦いつづけていた。そして、傷を受け、後退したベルドに代わって、ハイランドの皇太子ジェスターと双子の弟たちが、ファーンを援えん護ごしようと、魔神を取り囲んで、攻撃をしかけている。

　しかし、魔神王は妖よう艶えんな微笑を浮かべたまま、ほとんどの攻撃は当たるにまかせ、戦士たちの息の根を止めようと、強力な反撃を返している。

　その一撃を受けただけで、フレーベやベルドといった戦士たちが、後退せざるをえなかったのだ。まともに受ければ、間違いなく命を失うだろう。

「このままでは、全ぜん滅めつしてしまう。この場は逃げて、魔神王を倒すための方法を見つけだすのだ。灰色の者が力になろう。賢者の学院のラルカス学長を頼ってもいい」

「ウォート……」

　石の床にうずくまったまま、必死になって訴えてくる魔術師を、ニースは悲しみに満ちた視線で見下ろした。そして、ふたたび顔をあげたとき、彼女の表情は、決意を秘めたものに変わっていた。

　ニースはゆっくりと魔神王の方を向いて、マーファの名をつぶやいた。

（魔神王を倒すため、わたしにできることは、これしかない……）

　自分の肉体を器として、マーファを降臨させることである。

　神の魂を受け入れて、その奇き跡せきを願うのだ。神は肉体を失ったことで、奇跡を起こす術すべを失った。それゆえ、神は最高位の司祭の肉体に魂を降臨させることで、かつての力を取り戻もどすことができる。しかし、神の魂を受け入れた器は、その超越した存在力に耐たえきれず、生命はおろか、魂さえ消しよう滅めつするとされている。

　ニースは静かに瞑めい目もくし、胸の前で両手を組んだ。

「慈悲深き大地母神、多産と豊ほう穣じようを司る女神よ。あなたの従僕の願いを、お聞きとどけください。我が身に降臨し、偉大なる奇跡を起こしてくださいますよう。魔神王を浄化し、彼らの世界へ送還賜たまわりますよう。傷ついた者を癒いやし、力をお与えくださいますよう……」

「ニース司祭、まさか……」

　彼女が唱える祈りの言葉を耳にして、ウォートは激しい動揺を覚えながら、彼女の後ろ姿を見つめた。

「やめるんだ、ニース！　それをしては、あなたが……」

　ウォートの声は絶ぜつ叫きように近かった。だが、その声さえも制して、

「大地母神マーファよ!!」

　ニースの祈りの声が、玉座の間に響き渡った。

　その瞬しゆん間かん、室内が淡あわい輝きで満たされた。

　光はニースの肉体から発せられていた。だが、その光はひとつの影も生みださなかった。

　その光を浴びて、室内にいたすべての者は、あらゆる動きを止めた。そして、彼らの心に大地母神マーファの意思が流れこんでいった。




　争いはやめよ……

　傷ついた肉体と魂は癒され……

　自然ならざるものは自然に帰らん……




　女神の意思に触れ、人々は心が完全な平へい穏おんに満たされてゆくのを意識した。

　しかし、黒髪の少女の姿をしたものだけは、悶もだえ苦しみはじめた。光に溶かされてゆくように、少女の肉体が僅わずかずつ、希き薄はくになってゆく。

　魔神王は奇怪な咆ほう哮こうをあげた。そして、玉座の上に置かれたままであった真実の鏡に向かって跳ちよう躍やくした。その鏡の表面だけは、すべてが光に包まれているなかで、たった一カ所、黒い闇やみを抱いていた。

　その闇のなかに、頭から飛びこんで魔神王は姿を消した。

　そして唐とう突とつに、光が消えた。

　次の瞬間、マーファの愛まな娘むすめと呼ばれた女性の身体からだが、崩くずれ落ちるように床に倒れていった。

「ニース高司祭！」

　全員が呆ぼう然ぜんとしているなか、ウォートが弾はじかれたように動き、ニースの上体を抱き起こした。

　そして、彼女の名前を連呼する。繰り返し、繰り返し……

　彼自身は意識していなかったが、両の目からは涙がとめどなく溢れていた。

「ニース！」

　それはいったい何十度目の呼びかけであったろう。

「……賢者様」

　消え入りそうな声が、ウォートの耳に確かに聞こえた。

　ウォートはもう一度彼女の名前を叫び、聖女の上体を激しく揺らした。

「賢者様……」

　今度の声は、もっとはっきりと聞こえた。

　そして、大地母神の高司祭は、薄く目を開いた。

「お願いです、御自分のことを、お責めにならないでくださいね……」

　ニースは力なく微笑みながら囁ささやいた。

　ウォートは彼女の首筋に手を当てて、心臓が正しく鼓こ動どうしているのを確かめた。

　神の魂を降こう臨りんさせたというのに、ニースの生命は、魂は失われなかったのだ。

「あなたこそ、真の聖女だよ……」

　ウォートはニースを抱きしめながら、掠かすれた声で言った。

「しかし、今は、わたしに心配させてくれないか。わたしが無ぶ様ざまに涙を流しているのは嫌けん悪おすべき自分のためではないのだから……」

　その言葉に、ニースは素直にうなずいて、もう一度、微笑もうとした。しかし、安心したためか、そのまま意識を失って、深い眠りに落ちた。

　ウォートはもう一度、ニースの温もりを確かめてから、彼女をそっと床ゆかに降ろした。

　そして、立ち上がり、玉座の間に集つどう人々を見回す。

　大地母神マーファの降臨によって、全員が怪け我がも癒いえ、消しよう耗もうした気力も回復していた。だが、圧倒的なまでの魔神王の強さをその目に見て、心なしか打ちひしがれているように見えた。

「魔神王の強さは、御ご覧らんのとおりだ……」

　しかし、ウォートはあえてそのことから切り出した。

「だが、魔神王を倒さねば、我々の勝利はありえんのだよ」

「しかし、方法はあるのか？　武器で傷つけてもたちどころに再生し、貴公がかけた最強の呪文にも抵抗してみせたのだぞ」

　全員の気持ちを代弁するように、バーランが発言した。

　彼は魔神王の最初の攻こう撃げき魔法を受けたあとは、アロンドとともにひたすらマイセンを守り、また、このモス公王が魔神王に向かってゆこうとするのをひたすら押しとどめていた。

　王が死ねば負けというのが、騎士の戦いくさである。モス公王が、魔神王に殺されたとあっては、連合騎士団の士気は確実に低下する。彼らは騎士として、当然の義務を果たしたのだ。

「方法はきっとある」

　ウォートは断言した。

　魔神王を召しよう喚かんした古代王国の魔ま術じゆつ師したちは、この恐おそるべき異界の王が、自分たちの支配から逃のがれることも想定していたはずだ。そして、そのための予防策も講じていただろう。そうでなければ、古代王国は、魔力の暴走ではなく、召喚の束そく縛ばくから自由になった魔神の軍団によって、滅ほろぼされていたに違いない。

「魔神王は不ふ滅めつの魂を持っていると言ったな？」

　長い髭ひげが生えた顎あごに手をかけ、フレーベがウォートに訊たずねた。

　荒野の賢者はうなずいて、

「そして、今はリィーナ姫の肉体を器としているわけです。問題は、その器をいかに破は壊かいするかだと……」

「それが可能なら、先ほどの戦いで奴を倒せていたはずだ。それが難むずかしいと思えたから、別の方法を探さがさねばならないのではないか」

　アロンドが、吐き捨てるように言った。

「正論だね。しかし、不滅の魂を滅ぼすことは、もっと難しいのではないかな？　おそらく、我々、死すべき定めの者には不可能だろう」

「いや、そうとは言えんかもしれんぞ……」

　フレーベが言って、ベルドに視線を向けた。

「魔神王が持っていたあの大剣よ。あの漆しつ黒こくの刃を受けたとき、おまえはどう感じた？」

「意識が薄れ、胸が苦しくなった。そうだな、まるで……」

「魂が砕くだかれそうになった気がしなかったか？」

　ベルドの答を途中で遮さえぎって、フレーベは言った。

「ああ、そんな感じだ」

「つまり、魔神王が持っていた剣には、魂を砕く能力があるというの？」

　ドワーフ王を見つめながら、フラウスが言った。

「わしにはそう思えた」

「魂ソウ砕ルきクラのツ剣シユか……」

　ウォートは腕を組み、その言葉を何度か繰り返した。

「フレーベ王が言いたいことは分かりましたよ。魔神王の剣は、魔神王のために鍛えられた剣。そして、それは彼が扱う武器としてではなく、魔神王を滅ぼすためではないか、と？」

　フレーベは大きく首を縦に振って、ウォートの問いを肯定した。

「オレも同感だな。あの剣で切られた者でなければ、実感はわかんだろうがな」

　ベルドも、フレーベの意見を支持する。

「お二人の意見には、真実の響きがあるように思える。時間はかかるだろうが、真実の鏡を用いれば確かめられよう」

　仮か面めんの魔法戦士が発言し、玉座に置かれたままの、真実の鏡に向かって歩いていった。

　魔神王がそこから姿を現し、そして姿を消したわけだが、今は魔力を発現しておらず、普通の鏡像を映している。

　時間を過去に遡さかのぼって、魔神王の剣が鍛きたえられた理由を突き止めるのだ。時間と場所を特定する労力は並大抵ではないが、試みる価値は十分にある。

「あの黒き刃の剣が、魔神王を倒すための剣だとしよう。だが、その剣は魔神王自身が持っているのだぞ」

　バーランが激げきしたように床ゆかを踏み鳴らし、声高に反論した。

「奪うばえばよいではないですか。魔神王から、あの魂砕きを」

　ファーンが事も無げに言った。

　ベルドやフラウス、そしてフレーベらが、白き騎士の言葉に賛同した。

「言うだけなら、簡単だがな」

　不愉快そうに、バーランは言った。

　だがこの英雄たちなら、それをやってのけよう。逆に言えば、彼らにしかできないだろう。それを認めるがゆえに、不愉快になるのだ。

　彼らを見ていると、英雄と普通の人との違いというものを、痛感させられる。

「行なうのは確かに難しい」

　バーランの言葉にうなずいてから、ウォートは覚かく悟ごを促うながすように、広間に集う一人一人に視線を向けていった。

「だが、やらねばならないのだ。正体を暴あばかれたからには、もはや人間どうしを戦わせることは望めない。それゆえ、魔神王は持てる力のすべてを使って、我々に襲おそいかかってくるだろう。奴やつが宣言したとおりこの呪のろわれた島ロードスを支配するためではなく、この島の住人を根絶やしにするために」

「勝利か死か、ふたつにひとつということか……」

　マイセンが、己おのれの言葉をかみしめるように言った。

「わたしは勝利を疑っておりません」

　ウォートが、公王の言葉に応じた。

「ロードスの民は今、魔神に対する怒りと憎しみで、ひとつにまとまっています。それは伝説の彼方かなたに消えた若き英雄が、魔神を滅ほろぼすために我らに示した道なのです。そして、その道を歩もうとせぬ者を、わたしは人とは認めません」

　ウォートの言葉に、広間に集っていた全員がうなずいた。

　その若者はすべての真実を明らかにし、そして己を犠牲にすることで、ロードスの民の心をひとつにまとめてみせたのだ。

「決戦の支し度たくを、急ごうではないか……」

　マイセンが、厳おごそかに宣言した。

　呪われた島ロードスの存そん亡ぼうをかけた、異界の魔物との最後の戦いが、今、始まったのだ。







　エピローグ




　透明な闇のなかから、彼の意識は覚かく醒せいした。

　そこは、万色の輝かがやきと温かな液体で満たされた場所であった。

（ここはどこだ？）

　彼はつぶやく。

　長い夢を、見ていたような気がする。しかし、その夢がどのようなものであったのか、彼は思いだせなくなっていた。

　規則正しい鼓こ動どうが、液体を通じて伝わってくる。鼓動はふたつあった。ひとつは彼自身のもの。そして、もうひとつは……

（目覚めたか？）

　彼の心のなかに、異なる意識が流れこんできた。

（あなたは？）

　彼は、その意識に問いかける。

（その答は、汝なんじの心の内にあろう。我に名を与えしは、汝ゆえに……）

（わたしが、あなたに名を？）

　彼は自問し、そして自分の名さえ思いだせなくなっていることに気がついた。

（ここはどこなのだ？）

　そして、もう一度つぶやく。

（卵だ）

（卵だって？）

　彼はもうひとつの意識に向かって問い返した。

　いったい、何の卵なのだろう。

（竜の卵だ）

　答が、返ってきた。

（竜！　ワールウィンド!!）

　その名を思いだしたことで、まるで呪じゆ縛ばくから解き放たれたように、すべての記憶が戻った。

　ナシェルという己おのれの名。彼が心を摑つかみ、名前と使命を与えた風竜のこと。父のこと、妹のこと、偉大なる英雄たちのこと。そして、異界の住人たる魔物どものこと。

（わたしは死んだのではないのか。魔神王の剣を受けて……）

（然しかり。汝は死んでいた。そして、我も死につつあった。それゆえ、汝とともに再生の眠りについたのだ）

（再生の眠り？）

（竜族の魔法だ。肉体も魂もすべてが癒いやされる。汝を救うためには、他に術すべがなかったのだ）

（生まれ変わる、ということか？）

（我はそうなろう。だが、汝は竜族ではないゆえ、どうなるかは知らぬ。いにしえにも例なきことゆえ……）

（わたしは、帰れるのか？）

　ナシェルは風竜に問うた。

　ラフィニアのもとに、最愛の女性のもとに……

（我は、そう信じる。我が生まれ変わりしとき、汝は汝として蘇よみがえろう）

　ワールウィンドが答えた。

（それは、いつだ？）

（分からぬ。数年後かもしれぬし、数百、数千年後かもしれぬ）

（それでは遅い。遅すぎる……）

（ならば、祈るがいい。竜の眠りは時間に束そく縛ばくされぬもの。汝の祈りこそが、我が再さい誕たんの時を決めるだろう）

　ワールウィンドの伝えてきた意思に従って、ナシェルは祈った。

　ラフィニアのもとに帰ることを。

（そうだ、祈れ。そして、眠れ。眠りから目覚めしとき、汝は……）

　ワールウィンドの心の声に導みちびかれるまま、ナシェルはふたたび眠りについた。

　そして夢の世界に、彼の心は飛ひ翔しようしていった。




　そこは、ロードスであった。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺へん境きようの島。

　呪のろわれた島と、大陸の住人たちは呼んでいる。

　だが、そこには人間が、大地や森の妖精たちが暮らしていた。

　そして、魔神どもの姿は影すらない。

　それは未来のロードスの光景だと、彼は悟さとった。

　あるいは、現在の光景であるかもしれぬ。

　竜の眠りは、そしてその夢は魔法的である。そのいずれであっても不思議はない。

　彼の意識は、更に天を翔かけてゆく。

　そして、たどり着いた。

　彼が帰りうる、ただひとつの場所に……

　そこは広い草原であった。

　その草の海のなかに、まるで小島のように、質素な造りの家が建てられていた。家の近くには小さな畑があり、丸く囲われた柵さくのなかには、家畜が放されている。

　そして、少し離れた丘おかの頂いただきに、彼方を見つめる娘むすめの後ろ姿が見えた。その腕うでには、赤子が抱かれている。

　夢のなかで、彼は今や母となった娘の名を呼んだ。

　肩かたをびくりと震ふるわせ、娘はゆっくりと彼のほうを振り返る。

　驚きと喜びが、彼女の顔に広がってゆく。空色の瞳ひとみからは、涙がとめどなく溢あふれだす。そして、娘の唇が動いて、ひとつの言葉になった。

　その言葉は……







　あとがき
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　角川書店の担当編集者である高根澤元氏からの強い助言もあって、結末は本書のようにしました。半年ばかり遅れたとはいえ、この本が無事、刊行できたのは、ひとえに彼の助言あってこそです。もしも、この決断を下せていなかったら、『ロードス島伝説』は、未完の作品で終わっていたかもしれません。

　しかし、書くのを逃げたわけではないということは、御理解いただきたいと思います。

　機会があればというか、無理にでも機会を作って至高神の聖女フラウスと「最も深き迷宮」における戦いは書くつもりでいます。もうひとつ、魔神解放の真相を描いた短編などもまとめて、ロードス島伝説全四巻と、あと二冊ぐらいで『ロードス島戦記』の魔神戦争編として完結させるつもりです。お決まりの台詞せりふで恐きよう縮しゆくですが、いつになるかは約束できませんが、かならず書くことだけは約束しておきましょう。

　それにしても、今年（一九九八年）は忙いそがしくなりそう。

　雑誌の連れん載さいは増えたわ、『ロードス島戦記』はテレビアニメになるわで、スケジュールはぎっしり詰まっています。僕の場合、スケジュールは遅れてゆくだけなので、精神衛生にはとても悪い一年になりそうです。

　ロードス関連で言えば、「ザ・スニーカー」で『新ロードス島戦記』の連載が始まったことが、いちばんのトピックでしょう。暗黒の島マーモを舞台に、スパークと小ニースという新しいヒーロー、ヒロインが活躍しますんで、ご声援よろしくお願いします。

　最後になりますが、角川書店の宍戸健司、高根澤元の両氏、グループＳＮＥの安田均氏、村川忍氏のお二人には本シリーズの執筆にあたって、多大なるご協力を賜たまわりました。この場を借りまして、感謝の言葉を贈おくらせていただきます。また、イラストレーターの山田章博氏には、厳しい状況のなか、素晴らしいイラストを描いていただきまして、本当にありがとうございました。またご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。山田氏のイラストのおかげで、作品のイメージが、どれほど広がったことか分かりません。『ファリスの聖女』の完結、原作者として、そしてファンの一人として、心待ちにしております。
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